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凡 例 

一百人1#は古來秘々の家傅等* - CNJL 先哲の說紛 々として決すべからず、車拔該诨 
なる契冲は] lb 等の諸說 U 拘ら す、 古 ^によ$て 自ら考へ、殊 It 筠萊錕の古. 言5:基£ 
して彼の衆說を排し、兹 名 ®見 5: 交 ゆる乙くして 一 i ! F を成す、 B * A 一 酋改觀少. 
是な ' 此 fi ? 一度出て、盗說は用ひられ t 紛々た3衆說を斷し 去る乙と快万を振 
，ふが 如し • - 

往時此 1 IF を翻刻せしは延琪五年 tt して、本著の成3し(元祿五年)よぅ五十七 年の後 
な6、常時の校刻密は今井似閑の ra 人樋口宗武 It して往 々 It 原文を削除し 又は 改 
め加へたる所访小ノながら卞、 * , 

今刊打する處の2のは、 R 11 珠庵珍製の阿開梨自维の原本 ^よ 些の節 略を A 加へ 
次るも©^办、 、 

延^の板本 ua 起冲師の自序66て元祿五年季 S 撰と6久原本 tt は序なくしそ 
師の跋あ6、元祿五年季 Kgnli せ-^これ或は此跋 It よ i て序を作れる Itli あら次 
る献、今師の自序«^らに載せす、 










1 板本に揭くる所の迫考は、師自筇 0 原本にはあらね令參考の爲め之を附記す、 
一，阿阳梨は、五十昔0中於乎の所煺を誤4て用ひられたれば、いか)はしき£1る格 
>あれ於、そは原文 It よれるものな夂 

一本 af 中他迸よ6引用せる4の a :、一 々其原窬を參照せ.〇、出所の不明なるは止ひ5: 

得す原本のあ、を存して骷载せぅ、 ， 

一原普 It / is 葉の歌を引 S 處苽 m の文字 It よれ S 这あれ於4、多く] i 革假名を以て戬 
す、 板 本 iitt 總て箱萊の文宇を用ゆ、今讁者の便を at か i 、 總て览永 板の 苽萊 集 U よ 
i て之を改む、 

一原琺に古歌を引くに、歌餡を記 S いる^のあ i 、 今其所出の歌集を附記せ-〇, 

一原琺 tt 古歌を引くに、た足へば ffi 菜集第十二を萬十二、拾遺集•を拾、古今集を古、新古. 

今您を新古と記せ3類少なからす、總 - CNJ れを改め^、 
一原迸6ま^愤少納言の枕草子を淸少納言€記し、白氏文集を文集£畨け务，こは枕 

ま、を用ふ、 『 

明治三十、三年十一月 
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起緝 fe / r >.: 着；-臌居して、百人の歌を一首づ、色紙形代#て、蹄子 It お 3 れ 
けるを*百人一酋 SO も、小倉山莊色紙和歌とも S へ久入べ^が v > ら w 名ぁ多、入れる％ 

••, ‘• •••♦■• . . • ■ 4 • r •.•• * 

作者のひねとおもは«もぁるべけ_れば、人のみ«所江お》れけるを、後に子息爲家卿 
• •- . • , 

邀ゎつめて、作者の名'5:-つけて世 lt 3 ろめらるビいへ多、3作ど3|;末0人々\もてぁ 

t ばで久しく埋れ - W - るにやヒおばしき事*久賴後拾逍纸に定家卿「難波なる身?:つ 

:*- » * ' 

くしてもかびそな為みしかき葳01よ«か ilij 新後拾逍集 ksr 保二年內驳软十五 
首歌合 It 秋鹿を雅經卿 T 思；3入山：にて4また•鳴鹿0なをぅき時や秋の夕茲 j 初の歌 a 

m .秦 

; 5 C 良親王の歌ビ勢が歌它を本歌にてよまれ fe れど、 J 83 中皇嘉 ra 院別當が歌 It 、 詞名. 
似>$省 >a & ず、後9歌 a 俊成卿の歌をかすめられ*1、定家卿は人の歌を狐す人 It 
ぁらず、おのづからかよ、へ. S 加、雅經卿は其僻有け**よし A 雲御抄に.も註せ、給へ夂二 

し ■ - _ • • ^ I :•- v _-r. .. \ •«<, • -V * ， . / • , - _ '/• . ' 


«攻»抄«上 
















酋吹四抄凡例 

一板本に描くる所の ia 考は、師自浓の®本にはわらね於、參考の爲め之を附記す、 

一阿 Is ] 梨は•五十脊 P 中於乎の所; ii を誤$て川 CA られ * れば、 s かいはし 
あれ^、そは原文 tt よれるものな-^、 

一本迸中他 tlf よ$引用せる4のは、一々其 M 1 IF を叁照せ. CN 、 出所の不明なるは止むを 
得す原本の乏、を存して5 i 载せ久 ， 

一原迸 U 35萊の歌を引る處苽葉の文字 U よれるもあれ於 7 P 、 多くは ？ A : 假名を以 V ® 
す、板本 It は總て海萊の文字を用ゆ、今讀者の便を«か-^、總て笕永板の海槳集 It よ 
i < 之を改ひ、 

一原® : に古歌を引くに、歌缒を記る4の?>久今其所出の歌邀を附記せ' 

一原迸 It 古歌を引くに、た^ j へば萬 m 狢锒十二を鸹十二、拾逍集‘を拾、古今集を古、新古 
今集を新古と記せる類少なからす、總1:10れを改め t 
一原迸 U 、 ま k 浈少納： H の枕^子を淸少納言皮記し、白氏文銥を文兆足迸けぅ、こは枕 
革子を赀抑眾^治少納官6もいひ、白瓜文狢も眾代文集^いひたる《ぅ、今原文の 
ま-^を; FI ふ， f 

明治三十三年十一月 









憂人.1:養.魂觀抄餐 L . ‘ 

r 二 r ぐ ‘、：：..•■二」 • 

^ 僧 r 契冲撰 

: V :'.二 • 
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1#卿老，後は小倉山，萍；^隱居して、11人の歌を一酋づ、色紙形は2?て、阳子はお》れ 
けるを、百人一酋 S も、小倉山莊色紙和歌ともいへ'入べきがいらぬもあ'入たる , p 
作者のひねとお％«ぬ％あるべけ-^ば A 0 みぬ所 It お3れけるを、後に子息爲家卿 
迸6つめて、作*の名をつけて世 ItCAvc めらるビいへ夂 S れど3¢末 e > 人々も、もてあ 
そはで久しく埋れけるにや S おぼ.しき事*'紹後拾逛您に定家職雛波なる身?:ク 
くしてもか a そなきみしかき逛の一よ tt か{«】新後拾逛狼^、姐保二年內驳秋十五 
酋歌合 It 秋傀を雅經卿 T 思ひ入山にて4また嗚鹿0なをぅき時や秋の夕^初の歌 tt 
元良親王の歌ヒ、伊勢が歌 t を本歌にてよまれたれど、此中皇荔門院別常が歌 It 、 詞^? 
似心访かはらす、後の歌は俊成卿の歌をかすめられ^'定家卿は人の歌を犯す人 It 
ゐら t おのづからかよへる加、雅經卿«其僻布けるよし八 IB 御抄にも逬せ給へ'二 

百人一首吹钡抄您上 > 一 , 













酋と兔は千载犯に出たれど、彼は3るければ兩纸の撰者おぼ?2られ次る事も有べし， 
此百首をの比 TPVJ fc そばまし かば、今 引所の 二酋選 びとらる ベからず や、 家 it 卿の歌 
fty £ s 3 元年 It よまれたるを こ、 It 这られたれば、 新勑遝 犯よ i 後な どに此百首をば 
えらばれけ る It や、又詠歌大槪な どにとられ W 歌 •於珞、入た.れば，必笮者おの〜\の 
秀歌の中の秀歌 とて 選ばれた るに 袼存べから 玄、おほく«まめちかなる歌のよきを 
選ばれ/2$とみ之た先 

〔退考〕 明月 記云、 文 曆二年五月廿七日予 本自不知。文字 K 嵯峨中院 ぼ子色紙 ®?^^ 
可 % 之 33 彼 入 si 懇切、雖。極見苦-愁染_送/之、 古 也人 歌 各 一#上自=天 智 天^以來及^ 
隆雅經^ 云云されば定家卿のわが山莊はお3れた3色紙形と古よ{つたへ來*1 今 
明月記の文 It よるに S にはぁらす、又風雅您の雜四、加茂の m 保 •か堂の ^ 子 It 、 時-の 
歌よ みど40形を进て、各よみたる歌を色紙形にかくべきよし申侍れは、我も入た 
るらんヒ尋侍けるは、位れかき人はおそれぁ$てか、ぬよし屮たぅければ、色紙の 
形进てつか tt すとて， 後 a 大寺左大 ET 和歌の浦の波の數 比は 2 れ It けぅ かく か CA 
4な§もしほ蒗かな」乙れをもて思ふ化、歌人の姿を #て色紙じそ0よみ歌をか、 
せ r 子 13:おして4て遊びしは、その此*はら111*に行はれ，て優なるす3みミして、6 











$ くきそ CA たる讲なるべくや.定家卿の山莊 &€ ょぅ嵯峨 It 有し事、殺古今錐風 
雅您 UJI えた4、货家卿 It 至6て格、此山莊は相傅せられ L 事とみ欠た. CN 、 夫木抄文 
永五年甸 n I tt 中 ® 家卿 1. 我 tt か.〇友とそ賴ひ小倉山妇なし旅の三代の古极 ja を 
4て ffi ふ It 、 小倉山莊は俊成卿の時ょ-00たへられしとみゆ、又新古今犯、俊成卿、「又 
たく3胤の山のふ洛と奍杉の庵に冇明の月庇歌もしく«此山莊^ての詠にや、此 
11人一竹の一部の大总を古來つたへ來れる»、定家卿山莊小倉山^あ$し^^-比 
いへる中院入逬の! slt 芝たが a て，®て送られし色紙形の事を見あやま. CS 、 密强附 
作して定家一卿の新古今纸は、花過た . CNe てわか木; ffi を4)ら tts / L がため Itt 百 tr 
を撰せられ、山莊にお 3 れしやぅ tt いへる古抄の說百端なれ於 、明月 記風雅犯の詞 
窬を考ふる Ittt なはだ信用しがたし* 

天智天皇 . 


一 t n ht ラキ 1 ;ケ * 


筇 三十 九代諱天命開別天 A 、 I ® CH ? 時御名^:?城: ft 子亦'中大兄ぬ子、舒明天^第一 is 
子、^:^后扠^女、即皂極灭负也^位十年、古抄云、興&1屁天岱&誤也、光仁天沒論|1父 
志^親王 Mns 原天 ^ 志 * 親王，天昝天 A 節' CH 子 也、 


竹吹规抄怨上 







凡此百酋作^の系 la 等諸抄に委し、今竹略を存す： 

I _ 

秋の田のかりほのいほの/、」まをぁらみ我衣尹は露に ぬれつ X 

後選犯秋中に@しらナと藏、六帖節二^玟かぅほの歌^出せ久かい|5' は路萊に借 
菔ビ i 11 * ぅか CNSG 9 JS ふべき 5: 略せるな i 、 ォ ffi ? 股をおもひで ヒいふが亡£し、別稼 
とレふ一說は / li 漿を iiwgs 推也、か- cs ほの£かは例の3£詞也、和名^日、毛詩云^人 
竹|£以 PE 哥 $㈣ g 、和又 ffi 葉 Itm ® €®て，たぶせ e よみたるも^な b 名のな' 
S 人のみな，らす、旅衍 It% か 6 ほは作るな多、茲又恥萊 It おほし ? J の字と和訓 ft 同 
1けれど心は#れ$、山 E はかの芝、ゐの，し、のはひ名のなれば萬葉に扣01:盼ど 
鹿狼&禁ヒよ^ぅ£」れを名守办、又を乙^て稻を船しな於名する所な3す5:'::9;^ 
みは，北；廬をふく苽の薄くして透問のおほきをいふ、その透冏よ$露の％$入て釉 
のかはく時なきな' 我衣手は と 《* 來此我 を天子のわれ L し マ1£のぅへをおぼ 
しめし や. cs てよまぜ給へると執する故 It 释し¢1するなち SJ 葉古 4 猙の七夕歌に、 
¢>5 a •は^やとな$、或 a 織女とな6てよめるごとく、是忒土民のわれ It て、天子の 
御身をおし下して、またく 土民 It な6て、辛苦をいた《ぅてよませ給ふが有*>たき 







な彼子 云、 王渚以 k 人，爲> 天、而 Is 人以备多 天、 周 li 云、 以奴ア1大 r & 也、 老 f 云、 双以 
，股 菸本、 ；2以^-爲3&と恃 slt かなへ久叉乙れらの心伙て万乘の位をもて賤 It ぐだ 
$給ふ御心布時は、万民こと^-く歸伏したてまつ6て天下大きにを S まるな' 
天下のを S まるばか. CNi > でた き 事なし、 ょ. CN 1: 此御製を卷頭にはお かる &« るべ 
し、复かるを王近妇^^へ3せ給ふ述恨の御歌とい61、あるひは哀偈の御歌な$な 
於沪ふ 、竹 部立 H 4 M lt 4 歌にも ilfe ぬ推位のひが乙とな久述懷哀傺北？に不 15 の 
^•な5を您頭におかれなんや、*传3き^いふ2:£く、我を天子の我とみるょ$お 
乙れぅ、此帝は大織冠と御心をあはされて、蘇我の入胆を誅し給 CAit (外‘ょろづ中膊 
の竹 Itl : ましませば、御_忌荷前使など格、七廟の大祖 It 准らへて代々除き尜らる 

-V 7 •• J 、アキタカルタビ >?<* ホリ -1 シグ レ V 9 ¢1" ソデ .* レ ，K ホス t トナシ-一 r キタカル .: »y M* 4:7.5>*? リロガゾ -1/ 

1 ? 衣手恋竑 - ffiI 爾家诏」古秋下、「ほにも出ぬ 山 In をもると藤衣 S な 3!? の - S にぬれ w n 
はなし—*これらの歌今0御製の rl な6、紹後選犯に、和奴式部 t 秋の m のいほぅ It ふ 
ける 7 i ; 5 r あらみも6 くる祝のいや«ねらる Am 家時雨、法 tt 券 IJH 臼 T か6ふきの V . V 十 
の庵の隙をあらみ時 ftlsk 4 lt 山 IU をそ4る」(|1)乙れらは今の御歌をミ$てょ 










Tr 人一首吹取抄您上 




持統天皇 • f ■ 

笛四十一代、識萵天原廣野姬天/;1、初蔣な女時諱心野辦良克女、天昝天奉第二盘女、母 
越扨姬 、大 R 蘚我山 田 石川縻女，初天武:*;1后•在位 十 年、 

春すきて夏きにけらし白妙の衣ほすてふ天のかく山 

新今古錤 S 卷53題しらす^て入、も^«鸪葉第一にフ%&1^卿封^齡^对辦1製歌 
笆て、節二句 a 來 Jil 之、第四句衣乾有迻ぁ A 今尜、 E 來良之は同しき筇十云 fC 船 
良之朝日指滓鹿悠山爾蒞輕引」此點 It なすらへて思ふ lt 、 stt きぬ5し€點すべし、 
彼犯にけ- CNg いふ U は來の字をかけ欠けらしはけるらしなればきに^:じの字を 
詖付る上 tt , いかでか fls わる字4:■付べき、今の點のむ€ くならば、來の字今 a と〇 
有べきな' ffl 是は理 It お5ては違乙ビ«し、衣乾有这ま3しくはほした$と點す 
べき It や、 S 又心はかはら t 春過て K 來はけらし€は、同餡笫十九の畏歌 It も、私诞 
而双來向をV文選朱玉登徙子奸色赋 云、 是時向 fe 之末-迎II之陽1これらビ同 b 心な 
5、白妙€は白§は本色«ればおほく白妙の衣€ も釉ビも‘ょめ务、かく山 « 大和函 












十市郡 U て、?5市郡藤®宮よ-^近く見やらせ給，へば、山片付て住家^よ- CN 、 箱の中 
^た、みおけ办し2衣をと-^出<ほせるが數多白妙^见ゆるは付5や蒞は過 
て HZ . そ來«らしビ、時節を感ヒてあそばせるな会、软家首2詩は、開翁衣'帶龉，年梦 
ビ作れ^ N 、 秈中抄に 風俗 歌を出し i : 云 T かびかね It 白き a 雪か S なおさのか CA のけ 
衣3らす V づく6」1山 It 衣ほす證歌な久又 ® 葉第十四に「筑淝，妒か把や如 ^Iw 
切伊命乎可母加祭瓜吉兒吕我爾努保佐淤可阶 T 句はかなしき ZL ら•か W のほせる 
かネな 'か/ < c しきはい£をしき心な$、此歌布をおほくほせるが@.0やぅなるを 
典 bl : よめるか、又初@な^の所々ふれるを典し-1:布ほせるとよめ.るか、いづれに 
名あれ、山 U 布ほす證なれば、衣 It も.かよはして證すべし•古抄に m のはれて山のあ • 
きらかにみゆるを总妙の衣ほすヒはいへ$、ほす«衣の緣はいふな$、又云いかで 
か l ! n に fi ゆればビて、白沙の衣 e いふ^€いふ人あ. CS 、 招 li ^ e) 衣 It 4 ?ほはれたる 
山 It 、:]!: 衣をぬぎたるやうになれば白妙の衣ビいへ. CN 、 fa の衣を2ていへる詞也ビ 
s へる說は心得がたし、^0衣 JS の衣な^いふは、衣の身をおほふ^ビくなれば s 
ふな公、されば fs の晴れ^らんをば衣をぬぐとはぃふべし，ぃかでか贵々€のみ見 
^る山を，白妙の衣ほすとはよませ給ふべき、进はかすまで XX に A て遜む7；?のなら 


竹吹戢抄益上 





ば3 7 P P すべし、: Jt 上© ビ云文宇 S へなきを ビかく S ふこヒ喈推 也， 伹ふ るく 此御 
製を取て よまれた 3歌 ^ もをみるに、いか v 心得られけん ^ 妇ぼつかなき乙ビ多 
し、又衣 S らせ ia :、 叙^のうちつけなるを.衣ほすてふヒ改め^れたる^%ビ心得 
がたし、其故はほすてふは、ほす£いふどいへる詞なるを、登以切知なれば洱漉には 
つ•、めて知布€もぁ5、多知豆氐登五昔通ずる中江、知と氐£二四和 mb て移し V 
て ふビはいへ久然れば诰 かく 山 It 衣ほしたる山緒な於のわるを よませ 給 a 、 又 tt 
臣下のロハ今番 山 It 衣 11 してさふらふ £# する?:問し ^ して6をばせるや，う tt て、 
叙 iKtt かなはずや恃らん、 

〔退者〕爲家卿後選抄云、 S つは$をぬれぎぬ皮いふ^は、0かし虛 K をた」、3ん 
犮め江、大和國天杏山にて、辽の日か龙びらをぬらして_樂をしてみるに、す2:'さ 
ぬ人のきぬ a やがて CA るなも、すなしたるもの-^衣は3うなく3ぬな办£わ办、 
又神名帳$獅咖天香瓜坐櫛 JriT 命神社、此神などをまつれるにや、俗事紀云、令 n 中臣 
祖兄ぎ巧命射^1]天くち.>;而祕紹天^山之霽妃脫之！3,拔而収，天®山之天 r ゲ 
迦，而分占矣、 

お li よそ後总羽院の御 IIS よ$後歌の fia 改うて、作^おの < 俗を出て氣商からん 











とのみょめば，努漪龙る詞づかひ多く111]^、されば古歌の詞を改て、時に叶らる、も， 
時の好み tt 隨 a て-?}ぼつかなくなれるなるべし、新古今に「みねこ^て雲 It 翅やし 
ほるらん 月 It ほす' C ふ 初 か.^の 雔茈 ほずてふ S いへる詞格、 fe ろかなる耳にはぅ 
けたまは6捋がたし、右二首上治まれる世のみか於の御歌を一初比おかる、女帝の御 
歌を鉛二 u i? かれ^るは险跺0理をふくめる It や、 
〔追考〕古今您鉍二小野小町「ぅた、ねに戀しき人をみてしょ6麥てふ物は賴そ 
めてき」此てふは上 Itln へるご£くビいふ e 云 心にてょく| 11 ]えた' S れ於 中 lit 
以來てふ皮いへる iiHl を«ると s へる詞の所 It 川 CA 來れる辦ぁ夂同し古今犯^ 
紀利! , i 「 t> tt れてふ/を 6 また It やらしや辦 It 45 くれて獨晚らん1このてじ 
«なる W いへる詞にして;1]たるビみ fo た. CN 、 賴後選犯太上天皇、「冬來て 《 衣 ほす 
てふ隙もなく芝くる〜迢の天のかく山」&は此新古今狢^入たる御製^全くょ 
6てょめる歌ヒみゆ、月 U 干てふも哀てふの詞つか altL て、なる S $ぶべ§處 
It てふ它®たる它みて然るべくや、 





柹本は古事 ud を考ふる U 、# 昭天蛊の蛊子天押帶日子命、逛日本紀の天足彥 BII 押人 
命- IILVA !: よ. CV 出た- CS 、 も€は城本の臣い CA しを、天武天蛊十三年 It ガ三輪君等の五 

'十二氏 U 姓5:朝臣と賜 CA ける : 11 : 一內 R V 、夫よ6柹本朝臣€なれ久人麻呂 a 父祖詳 
ならす、 V . YW 葉笫二を考ふる U 、 持統天 la の初 It 石见國よ$のぼ之文武天皇の末 It 又 
石兑へ下5て死せられた合、同しき铅十は、七夕歌九十餘首ぁる中は、初三十八首ぉ 
i て、右柹本朝臣人麻 S 歌您出と注す、筇三十八首 Itf ^ Tf 釔 wi — 船が.船街§1 
此左注云、此歌一#,班辰年作を£ゐ彡、族辰は天武天盘白服九年 It 常れ- N 、^ ほよそ 
人九の歌は、笳一よ A 第十五まで It 名を顯はし1:®た久人麻呂家 ^ s S ふは家狼 
U は6らで常時の作容の然るべき歌を迸記されたる It や、第七よ办第十四まで作 
渚未詳歌と 2U ま b へて做た6、笠金村田邊福麻呂等が集もおな bfis なぅ、伹又人 
九の歌のまヒれる ？ Jt もぁれば、今引七夕の歌も人九の詠にや、^からば天武の朝よ 
i 仕へ举 i て、石見守 0 M 官な^1:な- CN て下'任 tt て、のぼられける U や、天武御 
時抑本祓朝臣、乙れのみ H 本紀代柹本氏の人は見え^れば此親族なるぺし* 

ぁし引の山烏の尾のしたり尾のなか^-、し夜をひ VJ 9かもねん 













拾逍戀三] a しらす S て入れ-^もヒは海葉笛十一^^あォ^^超律足檜之山鳥見之 
永此夜乎庇歌の左 It 或本歌日 VJ て今の歌を注 It 出せ•久然れば3きの歌の興說の 
歌な ち 3 きの 歌« 、 新千诹集戀二に人九£てのせらる、此南首と 7 PU 作漭未詳歌な 
多、.；？ほよそ枪逍焰は再治せ3せ給は«御本の3て S ろま- CN ける It や、同し歌の邡 
をかへて入たるだに有、乙£に鸪薬银の歌を皮らせ給へる^は、疑をの1す琪のみ 
おほくて Z . H よ. CNA 4 多くま^ へ-^、 今の歌を人九の歌 S し給 ふ 格 : J-CCA とつな - CN 、 
A 九 犯 U 名あれ 於、 かれは 後の 人の 芝わ次 U て用る U たらぬ格のな右、今の歌鸹葉 
It 前後 鳥 It よせてよめる fs の歌の中に6ぅ、心し引は山の枕 ; iil . Km tt は6また足 
引とのみい a て山とせ- CNW 家の御詠に名わし引のかなたこなた It 近はわれ^、 
わをばせ- CV 、 公3 i =：本紀私記 U 、 山行之時引运行故云といへ点、又後撰にたびく文 
クかはすに 心地 わしとて1事せぬ女江大江朝綱卿のやれる歌江1.わし引のやまひ 
はすふみかよふ跡た It みぬはくるしか- CN け- CN 茈歌による It 女のやまひはあ 
しのけなるべし治^らずとネぁし引のゃまひ^っゾけてふみかょふ路だじみぬ 
ビ S ひ、くるし is へる綠•公 ST か說 It 同 b 、 海椠 tt 足.病と名足疾る此ゅ袅な 
' n 本紀の M 宗紀 u )4 脚 n 木ビ拽けう、定家卿密勘 1 C 只ちはやふる神あし引の山 


首吹取抄您 







皮つ v く € のみ知て、いはを杉る足を引といふ^しらず S あれ令又家の說 It は® 
引を用£あれば、足引の說をきらひて^らず£のたまへ- CV 、 說なきに tt あらす、^か 
れ於必右の微於名*れば足引を用べし、垂柳を芝だ$柳€よみ、雨垂をわましだ6 
，ヒネいへば，しだのし文字には心なし•只山鳥のた. CN 尾をいふ • yf な葉 It は 
飢 js と t ! f て贫しだ $ B とよめ. CN " 若それはみだ CNffi なるを、片假名のミをシビ似た 
れば誤.れるか、山0の沢！〇し1:、雌雄进は一處にをれ仑格、夜はおの^^行わかれて 
谷をへだ1:\ぬる格のな久それによせて秋の夜の^き比 tt 、 夜®格をひ'1:いよい 
よ獨硿の^ しき It 、 山 xi lt 名あら«身の猶をの X 5 の zr ^J く tt a 它 - cs かねん 
る 心な $、上 句 tt 序のやぅに して比^* CN 、 山 B の； 3 芑* CNW る^ li ® 葉第八衆 W% 1 云、 

伊が £ 緊忙雾一 # 給器ざ k k ? T vfvsls 

而®戀 . U 武ーー r 六帖歌 U 格 t 秋風のふきよる乙と tt 山鳥の獨しぬれは义のをかなし 
き JCA る a きてよる a : 別る、山鳥の影みる時そね ■« なかれける」消少納宵 ttTP , 山 S 
の事をいふ tt 谷へだてたる程な^ s 皮心くるし皮拽夂なベ - ca 山•の足をへだて 
つる£いふ访同し^な-^ 











山邊赤人 

赤人は父祖米詳•時代は海葉第六 tt 神龜元部よぅ天平八年までの歌 a えたれば、难 
武の朝の人な$、山邊氏 lin 本紀の頭宗紀 It 伊見來目^:和船^いふ人 U 、 初て111,1 
連を賜ひけるは、山のつか3を賜6けるゆ焱な办、天武天没十三年十二：：：：に、大^の 
速等の五十氏に衍輔姓をたまひける時、山部3をの內 It て、夫よ- CN 山部衍福な. CN、ig 
日本 ffi H 延砰四年： ^ n 詔 E 、 先帝御名及股之誠 axr 以後れ並 •- 改避：於 &. 改•紙的！^; 
® 舴设邡：山部努山、乙れは光仁天:^ VJ 始^: _王ビいひ、枢武天泣を山部王€巾ける 
ゆ^な-^此詔によれ！3、，やまの赤人£.$ふべ&事なるを，いかで业：2よ6.今にいます、 
古今 U 7 P 字のま、 It か、れけんおぼつかなし^|1'.1は諱にふれ«3きをばい圭攻 
i けるにや、今は«:和天/. I の御諱は你ぅて大.伴を4伴£よめ久土佐口記^やまの 
やすのう£云人^ 7 P とは山部なる W 桓武の御誶を3れる、にや、又山部 sOJ : f どは 
別の氏 tt て、 海葉 tt ネ•赤人の氏をば山部衍綱£のみかんれけるを、古今眞名序 tt 初 
て山邊赤八£逬れたる$不審なぅ、乙れは山邊典人に<、ゃまべビょひゅ焱に、栢武 
天应の銶に3^ず、ょ6て口本後紀筇一延歷十二年紀代'山邊捣人弈13ビぃふ內 


It 吹狈抄泡± 








舍 .A1 ぁ-^、 

〔追考〕山部と®てやまビ點して、帝の御1$を避奉るは例のょみくせな办、火伴 s 
进てょま/1€きにはと格£0みょひべし，國人と11?てく^たみとょめる*ぐひ 
z.kIt 思； S <xr すべし、 

田子の浦に打出てみれは，：：！妙のふしの高根に雪はふりつ、 

新古今冬部 tt 題しら中'ぁ久4 £は洱菜犯笛三 U 山部衍_赤 AP 不遨山，作"歌一 
首並短歌、此短歌則今の歌 U V 、腰句まし^ U ぞ、 tt ての句 S はふ$ける£耵を、乙 k 
ItmsZ.S くは、如泳您^かくていれるょ$後の取歟、海葉第三^，透见膙不傯10"兒 
浦大王之命恐夜見鶴呱」«仑もょみ1:、此沭のお访しる3さらで格ぁか«^、ふヒの 
山を^ふぎみれば is 白妙にふ CN V 、天 U ちかく S > くやぅ tt みえけ A 折の欺氣、作 
漭の心にな- CN て味 tt ふべし、此歌ふbをょめ5には古今の絕唱£ s ふべし•田兒^ i ^) 
は156河®座旅郡 lt 4> 士はすな tt ち铱士郡也•山名乾士 k 収.郡名 k - ; < 都 a 呑か 
tulu かける、 

I 来〕窑士山忆俗云孝銳0時涌出す^ゴれ於茁葉笫三赤人の歌 UT 天地々分1 









從神左備手商: 14 寸駿河有布士能商嶺乎吏ぁ 5 神代ょ会有來れる山也、又都 Ji ® 
* sf 士山記云•富士山 m 脚下濟小山；小山延裒二十一年三月 ffi 霧晦焚十^ r 神造也、 
乙れらを〇たへ？)やまれ tott や* 

猿丸大夫 

古今序 云、 大友 £§ 主之歌 *: 狼九大夫之次 也、 頗'有•逸典，而體迪部是にょれば狼九大央 
•か歌は逸典わ*^て歌の fig いやしから^* CN し It や、3れ 於 此序の外 It ふるき格のに 
みえたる讲な し、 又狼九は名にこをわれ何氏の人) 2 $!nl え玄、大夬皮いふ tt 相常の 
官爵 ぁ$けるはや、 後にヒかくいふ說わ n 於信ヒがたし、又狼€;いふ¢0 一 卷 t)n 
於、 公任卿の三十六人の歌仙欠らばれし後何人のなせろ It か办らひ、 in るに^らぬ 
物な-^、 

おく山に紅葉ふみわけなく鹿の聲きく時そ秋は悲しき 

古今秋 上 U ぜ A のみ Z . の家の歌 <3の歌鉞人し ら少 S 有、资家與 萊集上に此歌を彼 
らる、彼 序の 意、 時の歌合の歌を €らるビ 見えた. CN 、 又歌の 4 う古 tls uJ ) ら す、狼 九 か 


首吹 










集に S へなければ尤不審の事也、奥山と a 鹿のすひ所な久 /is 葉您筇十に ^ ^t 
住云见扼之1初夜不由荽問芽子之 m 久惜裳」紅萊ふみわけと} igtt ふたつの心ある 
べし、你は鹿のふみ分るビ心捋來れ' tt 家の此歌 tto きての御詩に、秋山寂々葉落 
々、施成嗚舒數鸪聆、勝地^來遊皱處、無加無涵总猶冷、此第三句 U 勝地®來 S 云 It よ 
らば•人のふみわくる U や、いづれ U て访かなふべし、此もみぢふみ分^かへるは、秋 
SI はて k の落槳にあらす、木骓は典山よ$先色付て、は山は後 R 色付物なる土 It 、 
山には秋のくるよ’办一萊つか揿初るがつもるな办、さら1?も古今鉛に、「紅葉のち6 
て賴れる我宿 It 誰を松虫こ、らなくらん」£よ«>$、此歌洛やぅ^-にち$0^れ 
る紅槳の、はらは«をよめ办、秋の莊^もみぢの散比«柽虫はなかぬゆ焱な久古今 
に鹿の歌五 rl * ある中 U 、 今の歌は鉛二にわ - cn V ，後0三首 tt 萩 tt よみ合せたる歌な 
办、获は秋0中此3か6なる、％0なれば、秋ふけての歌ならの^、かれこれ^つけて 

知べし、膝きく時を秋はかなしき^«、秋はすべて悲しき中^、いた6てかなしき^ 

1— • • 

き t いふな6、赤人の歌は大や ぅによ みたれば、 こまやかなる歌な れば 次- C 入らる 
欺" 









，中納言家持 

• « 

續日本紀云、延曆四年八月癸亥朔庚寅中納言從三位大伴宿禰家持死^父”大納言贈 
從二位安麻01父大納言從二位旅-^家持天平十七年授を五位 T , p , 宮內少 M ,; 歷，，任ス內 
外•一資龜初 P 從四位下左中歡 P 式部員外大輔+一年，參議 - P 左右大辨；氣授挺三位チ； 
坐 u 氷上川繼反&免移，京外！有 JMU 湃罪復^議春宫大夫〗以；，本官*;出ダ陸奥ノ按察1^^幾 
fp 中納言；游宮大夫如故、死後二十餘日其屍麥錢大伴繼人竹良等殺；；祖繼 r 發铿ア獄、 
案；！驗之，^速，家持等；由 K 是追除，名、其息永主等並家^^古抄 It 是を引、誤 C て繼人竹 Ji 
等象持を射殺す € いへ. CS 、 又在。陸奥國 lg すと いへ る$ 誤な点、又大伴氏 «そのかみ 
天孫天降給ひし時、御先 It 立し日臣命神武天皇の時逬臣命^名を賜ひて、功動 •* を 

312 «•, 

おほ a し神の裔な3、日本紀の說明らかなる事日月のとビし、佐伯宿騸格又此わい 
れ龙るな点、天贺天盘の御孫與多王 P 大伴姓一な於い•ふ a : かくしからぬ說用ゆべ 
からす、又大友と大伴€«:別な- c / 淳和天皇0御1¢大伴なる It ょ. CN て弘仁十四年^ 
勑わ-^て、大伴氏は大の字を除て伴と«れ务、後まで大友 M 主な^は大の字を猞 る 
琪なし、 、 C . 





かさ ゞ きのわたせる橋に置霜，の白きを みれ はよそ深にける 

新古今冬 M しらず、家集 It は夜は ie tt けう：〇布、®の根 tt 淮南子(:七パ七：=夜烏鵲 
姐 k 成 fe 以度 a 織女 k いへるようお乙れからば七月七 H の夜の lit に限るベけ 
れど访、歌のなら a はかく冬0夜0こを tt 格用るな点、夜そふけにけ る ビは夜半過 
るころを S ふ、晚がたの心 iffi ふべからす、なべて©霜は.*かつきにおく^?のなれ 
於格、か sk ざの橋 tt をら にわれ！ S 、 夜半 tt 先霜のみ ゆる こ k ろな々、游は橋 It fe け 
るがご V く u よくみゆれば、 ® 行紀の歌朝組の御木の竿橋^よみ、溫庭筠が詩 
に格人迹板櫥筘 €• 作れ办、ま乙皮に彼橋におく^のみゆるに lifc らね於球、事の理 
を^><みたるやう1:いひなす tt 歌格詩访皆かくの zfs し1 月 落烏®絍滿^£作れ 
る格 31: 折の心を得て滿天 etts へるな务、六帖 It 人麻呂歌とて TSS のはね Itffi ふ$ 
寒き夜を獨や心かね / L® 待かね1つば S をならベて橋作る £ いへ ば、 a ね U 霜ふ 
3笆よめる格楹£いふはひ«しかるべし、又六帖に「夜や寒き衣やうすき鵲の行ぁ 
ひのまよ-^霜や如くらん」新古今にはかたそぎのゆきぁ；30まよ$^;て住吉の御 
歌とせ. CN 、 大和物龉に忠岑歌^勸のわたせ5楹の霜の上をよは江ふみ分乙ヒさら 








tt こ！乙れは今の家持の歌をとれるに似たれ於、家持猫^,ま I 它には用が物 
なれば、前浚知難し、 It 丹か歌に、 ® のちかふる橋の まとほ U-C 隔る中 ItJTi や ^ くら 
ん一<1れは右の歌於洛をとれるなるべし、千載您に基俊 as 木生る小野の饺茅 
雜の白&をみれは夜やふけぬら4>&比かやぅ U 古歌をとれる事多し、家隆卿 「 S 6 の 
波すやいつこ夕霜の^井 U しろき梁のかけはし j ( m 袼此歌を取用られた. CS 、 或 
說に常の®を鵲の櫥はぃ；3なせるかの心ぁれ>2'、此家隆卿の歌はて然らぬ事冏え 
侍多、 S &の歌 li 秋、此歌は冬なれば次笛 It や、 

安倍仲麻呂 

古傅云、中務大辅船守子、かくゎれ^此船守 Mn 本紀にみえ W 人な久安倍氏«#元 
天皇第！皇子大彥命搿也、 

天の原ふりさけみれはかすかなるみかさの山に出し月かも 

古今 IE 旅;^进に、もろ C - し tt て月をみてよみけるとわ-^て注して云*此ぅたはひか 
L 仲九をもろ乙しに物ならはし It つかはした- cn ける lt 、 a > またの哆をへて、免か、 


首玟戡抄费上 













- ON まうでこ次- CN けるを、乙の國よ. CN ま%つか a まか 5 いた- CN けるにた^ひてまう 
できなん S て m た- cn ける、めい b うといふ所の海邊 It てかの國の人う〖まの ft なひ 
けしけるに^4て：：：：；のいヒおもし5 く 3し出た. CN けるをみてよめる S な / L 
かた6つたふる^かけ- CS 、 元正天皇の遨龜二年八月に丹比ノ！ nr を逍班使に21は S 
5 k 時、仲九十六歲比て物 7CC らひ人と成て戈た•か a 行、中 S の風を先た a てと) ま 
ぅて歸ら次る^三十八年、 i 宗皇帝 It 仕へ1:秘逬監)£な办、姓名を朝衡£改ひ、威^ 
M 卿と4 s ふ、典後孝謙天 M 天平勝奴四年に藤 irlii ? 河逍您使 It て歸る時、玄宗にい 
を巾て仲九も歸らんとす、此國よ i 又〇か CA まか i いた$けるとは流河を$ 
す、此時班朝の詩人わかれの詩を贈る锻右®王維秘 SF 包佶陸海か詩とも有、錢別序 
は王維んけ久唐詩 PI 解 It 送®咨 M 監，詩の注 U 出せ务、此遽宴は都 tt ての琪な $、 S 
て njl 州の^ U 出て本國に歸らんこ i のうれし3限 * C \ なき折し TP 束海よ. CN 出くる 
月の3 ま、 北3ならの京 It 居てみか S の山に待出た- CS しやう Itfe 格し K ? か办 けれ a * 、 
そこにてよめ办といふ蕺な 各、 St 之の注 It て感惝殘6なく聞えた.^、土佐 H 記には 
五名 b をあをうな a : ら sd かけ. CS 、 もとよ- CN m やうにいひりたへた S 歌にて かく a: 
かける It や、 此歌よめる14廿 a の夜©乙と krpl し日記 It かけ. c /乏 k による k 成て 













月の3し出たるをみてヒかける相たが玟中、此歌の初二句海葉.猫巾比ゎまたゎ&、 
，ふ& S けは、 iK 放と4、振離とも、振仰£もかけ- CN 、 遠く見やる心な5、みか S の山は出 

，/*9, * • :■ t -k , . •‘ •.勿！ 5 *t 3*サノヤ> a ザキノ フ子ィツ3ヤヒチノ>ムサナ -1* ケ ：一 SX 

し月か 4 a 、 ffi 葉第七旋頭歌 It 戈赛日在三笠乃山二月船出遊±之飲酒爾陰爾所見 

:«!>•、_ .し • , I ，カスガチルミ * サ > -VK H ツキ乇ィデ* *«資キヤヤ11等令»>争ク^><+ノ5ルへク 

管 J 又第十旋頭歌に『舴 H 在三笠乃山爾月母出奴可母佐紀山冇開爾®之花乃可見茗 

^こしはて見る月の乙、12:かはらぬは、同ヒき第十八に〖都奇見禮婆於杂自久爾杂 

里 夜儡！ s 曾波伎类"我矿多^ T 乎 f " 太！； if 多 m 9 矿 虻」謝希逸月赋日、^:千ル兮先妒4これ 

ちの心 U 通へ$、3て淸河と间船して彼國をば出けれ於も、風 U ぁひて我國はは 歸 

る乙 S を捋中，安 m といふ所 It た^-ょひ、年を經て又® K 歸欠施宗代宗兩帝までに 

つかへて終 It 彼國 It てをは$«、は b め*だちして風に遇ける時仲九!4溺れ死た 

6と心得て、李白か悼める 詩、 彼か詩您に見^た'代宗潞州大都# S いふ^を贈ら 

-5、此方にて4膾官ぁ办、後 It 仁明天ぬ： 一 の承和三年 It 詔ぁ-^て正二位を贈らせ給へ 

办、其？ pllstl の中^唯布天之窣，長傅。挪 M 之锲1 ft 今の歌の事也、續：11本祀云、我朝哮 

學化播，名您國， * 唯大臣朝衡二人而巳，大臣ぞは吉備公な-^、右二首皮$に天象をよ 
み歌のほせ 格 似つきたるべし，新勅撰雜四 、源 家長朝臣 f いつこ k 4ふ6 S け今やみ 

か3山 7 P ろ rJ しかけ - c 出る月影」山家銀..ふ$ 3けし人の心そしられける乙よ a み 


首吹狈抄港卜 






か 3 の月をなかめて/ 

(追 t 赛日なるは爾阿切贫と CNk ひれば赛日にわる£いふ i と X 合、? is 葉集 It 
在の字をなる€ょめ合、信濃なる淺間のたけ It 立けふ- CNi 詠せし類格信浪にあ 
る淺 RSJ のたけビ a $、&4 例のごビく爾阿の二字を一つにして一度 It 呼べば奈 
の音いづ ace 昔®自然の妙な.ジ、元來文字の昔 a 中華を以て正€せ坟 S れば 
文字の正昔はいづれも二字の113ょ6出 toCAv きにして、反切0法も赀二字を Jrl 
てをの赀^:知る乙20しか«' 

喜撰法■師 

橘祭- li 麻 &2 子ド-いふ說は時代を考次る誤あ. CS 、 茶!@1等無所見 so S へる正說也 、長 明 
が無名抄云、御室戶の奥に廿餘町ばか5山中へ入て牢治山の茲撰が佔ける跡あぅ、 
家-はなけれ^石塔な^3だか It あ. CV ピれを孫てみるべし1 

我庵はみやこのたつみしかそすむ世を‘ぅち山、、」人はいふな9 
古今雜下 M しらず0歌なち、都の巽 S は宇治山の方角を S せ AH 本紀第十應神51 











I 


1*!、九ぼ淝渚其 ± s 自 Mm ?, 齡ミ之® fto ; 而居.，于吉野 > 河かやう It 文®な^にはおほくゎ 
れど、歌は乙れをは^め^て、後の人都の麻^必都のい-«ねビ格公^ならひてよめ 
办、五畿七道 tp 皆都を名と k して定たる IJi な久然 ?:' すひは3ぞ住なう、與澉節十 1 C 
然而\£かきて»'ぐ£よめ务、3皮&ふはかくビいふはかよへ$、我庵はやがて都の 
たつみの方遠からねど、山を便 6 R かく 靜 It 住得た6、世をうぢ山 € 名付て、 人 ! i え 
住ま b き所 £ いフ於も ^« $、古今序 IX うぢ山の ffr きせんは、？ •£ ばかすか U して 
はヒめをはうたしかならず、秋の月を見るに6かつきの^に6へる，かごビしミ判 
せみ、文選に切の字密の字をたしか V よめ$、は b めをは$といへ^免、喻のこ-^ろ 
ロハ結句の切密なら W 也、六帖に都 Tt > たつみは都乙を$てい U けらしよをうち山の 
神 S みなくに」此歌 S かなる心をよめ$と«しらね^ゆ^あ$げ R て古歌とみゆ 
れば、世を字治山€は是を贫てよまれける U や、古抄 It 天台の王舍城に付て®1心の 
P に、王即心王、免即五菹といへ3を引て、我庵は王舍城の心なう、我 VC . U 心王也な於 
6るは乙 klt かなはすして無川の沙汰な- CS 、 新袷^雜中、紫式部「3¢の名を^み It 
しれ hi 山城のうちのねた-^そ ssk すみう & j 宇治山をよめるを格て上の一一 U 立山 
U 類せられ たる It や" 





















古今舂下題 しらす S 有うつ 3 lt > け- ^なはかやう1^ いび 1: うつ.^ ^ けらしな£推 
S する 7 P あれ於、是 tt 治定 していへ る詞な九花の S か $ は明 くれ 花 It なれて なぐ 
S むべき春を、世 It ふるなら arts もえなれ玄 していたづら k ものおも ふなが^ 
せし ま It 、 ま M と It な.かひべき花の色ははやう〇6にけ. CN € なげ く 心な-^、又なが 
めは赤の長雨 It かけて ilttt ふる ヒい ふ詞 4 兩方を兼、霖雨 R 又花のう つる ふ心を 
そへた- CN 、 後撰集に人に忘られて侍ける比雨のやます降ければ g 立て わかみ ふ$ 
ぬるなかめに Ht 人の心の花％散け. ^庇外はるのものとてな*かめくらしク、雜のな 
*> め ぞい€なか$けるな於よ める 歌、皆兩方をかね*多、®撰小町) i 共に歌仙に と 
らる k A なれば、つらねたるやう&«>る歟、 


.姓氏 不餘 、良 梁宗 l * i 和琴をなら alt かょ H : れた $とい a 、 if 雅三位琵琶を習«れた 
务 ヒ4 s ふ、今案古今 tt TP 名を ぁら«»ね^ 蟬九 歌わ. CS 、 博雅 tt 天曆 朝の人なれば 
相通にや、沿正，您云、ぁる所はて琴な仑ひきてぁをぶ^、夜ふけて月％入«ぅちの人 
-も入ぬる音しける匕琴をしらべてぃだしたるヒー’山の端に い- CNi い * CVW る 月 


首呔奴抄卷上 t 










なればしらべて出すこともか CA なし J 逢坂のせきち It 年はへぬれどもけふの淸永 
や名をはなかさん」此後の歌は淸正琴を學ばれたる事の久しき5:、蟬九の故¥^ょ 
せて關路に年經 )£ ょまれたるか、之からば] i 少將の和琴正說 It や、 

これや此行もかへるも別れてはしるもしらぬもあふ坂のせき 

後®雜一、あふ坂の® I に庵室を作ぅて住侍け るに 行かふ A を見 - C とて、腰句別つ k 
とあ&、尜性您はもあるは不密なれ於、をれも腰句後撰に同ヒ、是や此2は是や此あ 
ふ坂のせきヒ、末を3していへ$、您坂は都をいで、近江路 It 出る所の關な5、 乙 k 
を越て诋海朿山北陸等の諸國へはおも{/けば從來しげきな$、行《都を出て田舍 
へ行 X ぅ、かへるは諸國ょ$都へかへるをいふ、別れ〇、€は蟬九の心にゆきかふ 
人の見へ中なるを.わかる、ふな 6、险倍の歌达誰£しも之らぬ別のかなしき 
tt 松 ili 3 の冲 VJ いつる舟人触'^ ょめる がご€:し、 かく わかるれ^&、別るれば又か 
ならず?>ふなら CAtt て、行は歸$かへる li さら tt 行て、^る もしらぬ も又赀 あへば、 
あふ坂の關£名付しは是や この 故ビ了解し fts 心な$、行も歸る も之 る もしらぬ 
も別れつ、 又み な逢ミ S ふ 心を、 句をへ^ て、わか V て S へ A 、 古抄に 曾漭定離の 









心ミ s ふは發句它結句^;の酋屈に違却せ i 、_ 功皇后紀 uIr ^ T 王亂をお Z : して帝 
仝かたぶけん£せしを、武內衍顧に勅して是を討しひ、此山にして兩 5 P あ CA て戰ふ 
It よ A て遇坂£名づく皮いへ CN 、 z .、 lt * いへるは W 九のあたらしくお4ひ合せた 
るな久螂九4時代等分叨なら g をもて小町 It 次ぐ歟、 

〔造考〕源親 fr 诳關紀行 It 、® 九«延^第四の Sr なぅ€い； 3 、それよ$四の^河厭 
es へるよしふるくつ*へきたれ^ r 小町が家銀 It か3:しの宮の山風や ^よみ、 
又倍明の家集に「乙よひねてわふみへ行とみし麥のかなし€釉にふるは淚か」ま 
無杜は获四窑村-諸羽大明舯之旅所也、今没かなしの宫は悲し 0 - 窑€刖な3るれ 
ば、をれをいみて上のふたも bfc すて、、四の^ S い CA なせる«るべし、 

參議篁 

文徳货錄第四云、仁漭二年十二月癸未參議左大辨從三位小野朝臣簋1、筵參議正四 
位下岑守長子也云一 K 古事記 It 遨祖は柹本定同しく！^咐 ®! 日子^よ 6 出たう、 

わたの原やそ島かけて こき出ぬ S 人には吿よあまの 釣 舟 


首晚取抄泜上 










古今掇旅、隱岐の國 U な.が S れける時 U 、 ふねにの^^て出た〇ビて京なる人のも岑 
It つかはしける、緻 u 本後紀第七云、承和五年十二月已亥#是日勅日、小野"铤內念ナ„綸 
旨-出使 n 外携而稱„病故，不^國命矿，%4 4可^絞刑£ド^^ 

國；初造舶使萝舶之日、先自定 3 f 次第，名％非„古例•一也、使等任 M 之各%而一 漂®,後大使 
上奕 疋极卜定、興其次第兔 一一 舶 :£ ダ齡 r 大使想 r ^ 是副使篮怨忠赠苑而 % cp , 幽 
愤-作 n 西道謠，以刺 nig 班之役•也、其詞 % 而多犯一总 g 嵯峨，太 上 天皇！ i^i 大怒 ^ s ^ zll :; 

沿 n 此 mM ; 文徳 ® 條笫四云、承和五年蒞聘您使等四舶次 ^ 泛 P % 而大使參議從四位 上 
藤原常嗣所跑笫一舶水沃穿缺 、有 K 詔以 n 副使第二舶，改爲大使第「舶； 監抗氣 日朝_不 
k 再 a 三: H : i ; 亦一羽定„舶次第，之 n 擇„取艰潘参第一舶；分配之後再經，漂 M ,; 今一 I 改易！^ 
常危器；以包；腦利，代％容辑論 „ 之人情_是爲，逆施；旣ュ無„面目；何以^^ Tr / M 家貧親老身亦虺 
療、 赴筘汲永採鉍资致 „ 匹夫之孝， 耳、 執論確乎不 ffi 想 i :、 近渚太宰鴻臚館有 If 人 沈 m .^ 
渚； I 1 H 效布を^數以蔣賦，唱じ Y 每10;如和^菸艶薄 f ハ年春正月 I 以1 t 詔チ1% 

_岐國；在，路赋_行吟七十韻；文寒奇^興味®%知 k 之锻菸不„吟亂；凡。當時ノ文章天下 
無雙、草隸之 H 古二王之徹、後生習を者皆爲 n 師拔；七年 H 四月有年秋間九月 
叙 a 本位 M の配流のゆ^はかくの ZT ビし、わだの原は海上な- CX 、 日本紀 It 海をりた€ 






よめ-<又 B 本紀古垠記海 1 等 U 綿の字を用た るは、 波の白くたつ* > 綿の やぅ じみ 
ゆれば U や， 八十島はおほくの岛をい <腿岐の國までの海路をかけておもへばい 
くらの&^^.2:か經べき«お名ふ6な-<=\、只今舟だちするな^ はよぅ比岛^^-あ 

€ 

るにはわら t ひ^く末をかけていへ.^、窩葉第二十筑紫へつかはさる、防人が歌 
H 「 毛母久麻能美知波紀爾志ヂ麻多佐良爾夜蘇志象妒纪ぞ和 W 例瓣妒ヂぎ是もな 
には R てょめ^舻 
須禮可禰都母」是は備後國長井沭にてよめ久がく $はかくれの古妍な久いぎ kf 
ヒ^ Jii 今難波の illi よ- cn 出るをいふ、けふ rjklt 舟だちした. ex といふ^を、京 Itfc も 
ふ人 tt いひやるを海邊よ* CN の使なれば、海.人 It なヂらへて、文字のたらねばわまの 
釣舟 C をへていへるなみ、伊勢物 gilt 業平齋窝のめのわら .ttlt 對して「みるめ加る 
かたやい CV 乙を stiS して我 It をしへよ海人の釣舟」£いひかけたる必、をの心ら 
はべを#人 It こ S よせたるなへ^をまこ£のあま€心得たらんだ1^僻事なるは、 
まして釣舟 S つ V けたる It 迷 a て，對して s ふべ5人％なければ、鈞舟 It むかひて 
s へる3まあはれなるよし It 释^るはいふは犮ら«な夂千载槳戀一、花園左大臣 
『便わらは海士の釣舟乙^つてん人をみるめじ求わひ3屋新古今旅、大惯正行绛我 








乙 « く我をねは海±小舟人 4 なき^の跡^乙たへよ」てれらのつぃけやぅ名同 
b 办な6、 

右二竹^^ tt 5 !l 海 aLl ^ i ? もひく初、難波は西悔 mu ふ-5:だちすふ所^て"歌3ま^ 
逢)£別る、 S 類したればつぃけらる、歟* 

〔道港〕名所の八十'：2は^與なぅ、千破犯沽輔朝识拔かまの SIJ 吹風^霧はれて八 
十，/;5かけ1:出る .n かけ」、 

僧正 S 昭 

相武天泣孫大納 ?rj:ili< 今安世 切、 俗名宗 ”xi 、 左近少將從•五位 上 B 祥三年三 Jji!- 九 n 出 
家、 仁和元年^: n 僧正；^平二年正月 寂， 

天津風^のかよひち吹 V 」ちよを V 」めの姿^はし VJ \めん 

古今_上に五節の舞姬をみてよめる-よしみねの ^ xi ミ仪 <^5 J>ii の時の歌にて、乙 
VJIC 仳 ICltCN かはしからねば俗名をかけ&、今は古今 Itl : 明らかなれば:!!:マ沙汰 It 
及ばず、五節のおこ $ lt ふたつのよし6$、鉛ば本紀 It は天武天纪禮樂なくしては 








■111*は治めが*しミて此舞を作らせ給乂足ぁ1、本朝文粹に出れる三咨褙行の與见 
封皐じは、天武天. si 吉野 It まし—ける時天女ぁまくだ6て舞けるよ$出起れる 
よし VJ か、る、常の說これ It i ? な k 、 十一月中の 3 b の n よ 6 MU いたるまで®式ぁ 
る中 u 、 Mli 節# Itl : 正月な-^、此歌今のまひ姬をま rJW の天女 tt なしてよめ6,天 
^'風は詩に4天風£作れ多、空筋く吹風なう、逛のかよ CA ' ぢは空の名なう、をれを天 
女のを6のぼる近 It かけた$、只今舞はて、天上 It 歸らひ£する を、 人のちからに 

r 

て VJ むべきやうなければ、風にわつらへいふ心な^^ S をば風の心にまかするが故 
な-^、^のかよひぢをふき S ぢたらば、天上への近をうしなひて、今之ばし下地し e 
>まるべし、芝ばしが程もなを其姿をみ0\£$へるな办、格^よう風^£4にうき 
たるもの？#:れば、久しく吹きビづべきに6らヂ 、よ- ^て芝ばし とよめ る詞よくかな 
へう、うつほ物龉ふきぁけ^「朝ほらけほのか^见れはわかぬ哉中なる乙女夂はし 
ビめなん」处今の歌を€れ$、後撰狼^「くやしくそ天饨を£め1成はける9:4路たつ 
2 5人格なきよに；右^歌 U 人 Ita * よ^よめる u 、^ のかよ CA ぢ吹とぢよとね'か 
へろ >レをもて〇らぬる歟、 







陽成院 

第五十七 代、 綺貞明、溃和天皇第一蛊子、母 m 太后商子二條后 ^ 元慶元年正月即位，在 
位八年、天暦三年九^九日崩、八十八歲、 

筑波嶺のみねより落るみなの川戀そつもりて淵ごなりける 

後撰戀三、つ5於の、み乙 Ito かはしける它有，釣殿のみこは光孝天蛊第一皇女綏 
子內親：土‘は女御班子な釣殿院は光孝天 m 御所の名、六條の 北、 束洞院の 3K IC 杯、 
恐を綏子內親王 It ゆづらせ給ふがゆ^に釣殿のみ乙€は中な- CN 、 みねよ6落るみ 
なの川ミは、梁よ6おつる水ヒい CA かけ1:川の名 It つ >けた-5な&、^葉第十四朿 

ツグハ 子 ノィハ 省 トト；！ n ォツル S ツ fta - TJ タ ユ ラ S 9 ガオ 《 《チ ク S 

歌^筑波； )1 乃伊波毛笠杼 * a 爾於都流炎}; I 代爾毛多.由良爾和家於毛波奈久爾 t れ. 
を本歌^てぁそばせる也、歌は興な'山水の落つ格$て河となるがごヒく，戀$つ 
も J て淵のごビくそ Z . CA なき思 a 皮成と s ふ心な- CN 、 家龉云、夫江始出，，於®山；其源 
可 n 以拖 Jfe 、 及3¢至 a 江，不 l / i 舟，不跑 k : 則不^%以涉；此御製よく和かなへ6、遍昭は此時 
の御持泔な6けれ kr 御製乙、 It 有 M • 







河原左大臣 


源融、_峨天皇第十二子源氏、母正四位下大原金子、^觀十四年八月任&大[5;宽平七 
铝八月廿五 H 藤、七十三歲、河原院を作て住たま CA ける故 It 河原左大臣といふ、 

みちのくの、しのふもちすり誰ゆ忌に亂そめに L 我ならなくに 

古今戀四題しらヂ江1:第四句みだれひビ思ふ€有*伊勢物派^、業平のす$衣しの 
ぶのみだれとょまれたるを、作容の注すとて、此歌を a け stt は今の zr とくあ$、句 
のかはれる U 付て、古今€心大きにかは n 多、先今の心5:注して後に古今の心をい 
ふべし、信夫 tt 陸奥 0 郡の名、かし Z. ょ* c\ 昔摺衣を出すをし©ぶ^务といふ、^ pt>'' f 
i は反摺な办、 

1 S 登^知と通音にて又利を中略したるな-^、今も俗言にも於るを％ t ? る^; 
S へう、 

紋をたてよ乙ヒ«く.^甘. ON -1: すれる故の名*夂それを想す S 心の、人をし0ぶ之 
て皮かく亂る、によせてよめ. CS ， 誰ゆ袅じ笆ぃふ詞上の句に?>れ於名下句へつい 


W 人一首吹职抄怨.卜 







くべ し， 誰ゆ表 It 亂そめたる我 It あらな < lt€s 3 て*君ゆ兔 It 亂れれ i ^ しらす 

、、、、、>、 

るなう、みだれもめ代し)4、1羽る€染るとの心?:相かねてょめるな久さて古今集こ 
みだれ/ t と m ふと6る心 a 、 亂る£は3ビすじにおもふ心を とかく變中 るをいら 
戀節四 u > f ] て『紅の一初花染の色ふかく思ひし心われわすれめや芭ぃふ-®:よ次て逛 
允る^て4心得べし、た eas かなる人^^;も、：；^ 4ひつき^し哲をおきて、外代& 
をうつ rJ / LSJ 思ふ我に tt あらぬに A の37 pya のまぬ•かうき心な i 、? ii 葉，卜四捉 

歌,^？#落が，ざ野ぎ^:や££る|:-/し 

とそビ通中れば、飢しめ、やはみだれそめ、やな3、變 b そめ / 1や狻せしヒ云4是 
It 同 k 、 

〔追蜜®葉您策七蘇齡ぎ滅邰起齡ゼバ化歡酿 i,lr 4ぎ誰ゅ灸^£5へる此歌ビ 


爾阿の反 It し'1:爾阿0 


同匕心なるべくや、我ならなく It も初 It いへると. 
音ょ$奈の一音を生 中， 中華の音皆かくの £' とし、 

光孝天皇 • 


第五十八代諱時康、仁明天皇第三皇子、母贈皇太后宫藤原澤子、元座八年二月受|?、£ 








位三年、仁和三年八月 41 六 niil 、 五十七歲、 ， 

君かため春の野に出て若菜つむ我衣手に雪はふりつ\ 

古今春上、仁和の帝み乙 It おまし^^ける時は、人^わかな給びける御歌ヒ3>久是 
はまた時康のみ乙ヒて ^ li しましける時の御®:^£乙皮はるな i 、 a!f 菜たまふ皮は、 
贺を給ふ e S ふ義ゎれ於、然らば贺部 It 、 赤 H 野 It 若菜つみつ\皮いふ歌もあれば、 
彼つぃき It 入べし、靡の部 It あれば、只若菜を給へる It て、3¢中にいはふ心«おのづ 
力ら有べし、歌の心 a 、 そ乙のため«思3て餘寒.5:凌ぎ雪の袖 It ふ. cn か、るを打は 
ら a 、 か、 b くして摘ためたる^菜ど、妇ぼ5げ It 思ふな S の*まふな A かやぅ ItA 
をめぐませ給ふ仁徳のお a しければ、陽成院位をすべらせ給 ふ 時、 諸皇子 あまたお 
はしけれ ヒ格 * 此みこ帝王の相 U かなはせ給ふ S て、昭宣公の a からひ It て、位 U は 
つかせ給 CA けるな^ S 、 其御年五十四歲中^^位はっかせ給はん皮«ぉぼ欠3せ合 
は^-^けれ於も、徳のまし^^-ける故 U かく tt なし奉られけるな'み乙 It て人ひ 
をめぐませ給ふ，御心の、位 Ito かせ給 a て海民 It 及びける这昭寅公の和 It か 
なへ6大和物 gilt 良岑の宗 iMlt ある女の母のよみ x 出せる歌^かため衣のす-そ. 


tr 吹迎抄狯止 








をぬら L つ、春の野に出て摘る恶 M そ』是は今の御歌ょ-^ 3 きなから"おのづから 
心のかょへるな$、 

右隘成院ょ$乙«た兩帝のあはひに皮ほるの大臣をま卜てへらる、は、前後に务兩 
帝をならべ舉 6、¢ •に a: 一所 It ® 奉られぬ It 心あるべ し、 一初二首は筑波极陸奥の信 
夫を一類ビせら る、歟、 

中納言行平 ， ■ 

平城天: 1 ;1孫呵保親王子、天長三年親王上表賜。在原朝臣姓諸子；元鹿六年正月任 n 中納 
言：览平五年雜、 

立わかれいなはの山の峯におふるまつ^しきかは今歸りこん 

一 

古今離別 M しらす立わかれ s なばの山 S をへたる a、 文徳赏錄第七云、齊衡二 
年.麻正月壬午朔 W 午從四位下 a 原朝臣行平货 n 因幡守， £}> れは、此時栢わかる、妻 
にょみて*犮へける，なるべし、和名集云，因幡國法美郡稻羽|、奈ビあれば5なばの 
山此所なるべし、六帖は此歌を國の題 R- 入たるは國€山ビ名を同 b ぅするゆ^な 






藏の國の武藏野0むヒし、古今の順注に能因歌枕に4因幡國にぁるょしな\ 
芝かるを美濃國 lt 4 いなば山6るゆ焱 It 、 範蒎卿抄 ttft 奕濃 It 璐せられたれ於、行 
平美濃へ下られたる事國史 It 見 b す、上の證とも明らかなれば因幡國と S ふ It 治 
定すべし、後撰集 It 、 京 It 传6ける女子い加なる取か侍办けん、心 r しをて S ぃめ la 
v 、 s なばの國へまか$ければ•ひすめ「打すて、君し sxft * の宓の身は消ぬばかり 
そ^ビたの 1 /な」緻後拾逍銀^おやの S なかへ下6ける Itrll をく $ける、 藤 旅相如、 
f 吹風 It つけ - C も悲しいなはなるいなは It か、る露の身なれ tts 因幡國の稻羽€ 
いふ叫歌 U 問©れば•制迸に S なかと SCA て歌 tt ゆづるな办、躬恒狢 tt いなばの守 
の下る Ita 皮 a / a にみぬは戀しき沿か s なは年のょ€せをいかて過3 / tJzl れ >.b 
をも®ひ合すべし、 s なばが山£いふょ$峰はおふる松をつ > けて、その名 k 待を 
かねて崧の^きはなると^くパ潔じして我を待とだにきかば’今やがて歸ぅきて 
わはんヂるど、»のみ X 思；3くづをれを SX ぐ S ひるなぅ、 K 十二「叨日從者將行乃 

ガハノィナ、イ*>(卜、マレル y レハ： tu ツ、ヤ r ヲム か卜！ーチルチトメハウイ11イ贫>.*.乇イダクシ£ハ^ヤガ / r ,.!.. 、 M _,「> 

河之出去«留吾渚戀乍也將布」同十三「門座郞子內爾雖至痛之戀逝今還金」拾逛 } Ji 「わ 
するなょ別路 It おふる^の萊の秋風ふか a 今かへ3こん」此歌仁和の御製 It 次た 
る a?f 菜£松が木の綵あ久又仁和の御時老以はて仕へられれる故歟/ 4 


首吹取抄涟上 









在原業平朝臣 

阿保親王第五贝、母伊益內親王、從四位上右近權中將蒎类溉守、元遝四年五月甘八 H 
卒、五十六歲 m 平を行平の同母弟€いふはぁやま$な夂別腹な. CN 、 三代35氣云、業私 
茜故四，品阿保親王第五之子、正三位行中納言行平之弟也、阿保親王^'植武天凫女伊 
益內親：土-生激平；乙れ行苹同母弟 es はずして、伊登內親王を娶て業平をうひ€わ 
きていへるは、伊登內親王のうみ給へる) i 業平 It かぎる證な久されば Z - そ伊勢物 
語江もつ子江3へ^>$ければ^は啓たれ、仲平行平箏の母たれをいふ戢をし 
ら卞、又伊登内親 ai を伊豆內親王^;啓る本^ほし、誤^ n なう; H ベからず、賴日本後紀 
.ttli 伊都內親玉 ビ访进 夂 

ちはやふる神 111: もきかす立田川から紅にみつく X る、、 J は 

古今秋 下、一 一條の 后の衆宮のみやす所 皮 申ける時 It 、 御屏風 R * つ ^ 川 ii 紅葉なが 
れたるかたを ® A けるを题 仪てょめるビて、素性法師の〖紅葉はのなかれてとまる 
みな^ Ittt 紅ふかきなみやたクらん茈歌の次^ぁ. CN 、 伊勢物語^ a ひかしを^/こ 






み rj * ちのせう^ 5 し給ふ所 It まうで、立 ra 川の li と. CNltTe かけ合、古今を®銶 

9」すべし、ちはやふるは神迟 S ふべき枕飼な本紀 It 嚴忌をいちはやし£よめ 

た k はしき心な $、 s れば神 a 善神4赏罰あらた U ましませば、いち)4やぶる S 

s ふべきを、上略してちはやふる皮 s へ-^、此中のふ％ b むかし«獨6て s へる證 

は、古事記 R も®粢 It 格夫の字をかけ 6 、 又洱漉 It 千劍破ビ访千盤破ビネかうて aF 

是又濁れる證な多、何ぶ5、何めく、何だて，何びな它云詞皆心かよへう、又^本紀に 

殘賊强躱横惡之神皮#て、ちはやふるあし&かみ S よめるは惡神のた、はしき！ 

邊 It 付て S へ $、 只神のみなら卞ゴ本‘紀古趴記? is 薬等はちはや，人と4いへる取あ 

う、先违ちはやふる £&ひては神^ク>くとのみしる皮あるは、强ていうほがなる 

說をなすを嫌はる、なるべし、か、る詞4$かでか義なからん、義あらばいかでか 
释せ次らん、ち tt やふる神 S つぃき^る5:ばた >枕詞なうビいひてのみ格あ $a 

. ん、^槳第三人九の.歌^、ちはやふる人をな2:'す«%よめる2:'ときは释せ次る事を 

将ヒ、又ちはや人字治 )£ もちはやふるうぢと 7 P つぃけた久是又神 >£. つ)けねば P 

せ中ば6 る V 加ら卞 、立 H 川 Itl !: 葉のみちてながる、 n まひ^へ tt から餡をな•か 

せる 2r ヒく It して、錦の中よ. cn 水のく >る£見ゆるを、奇興の乙 S 、みる故、神の代 









•までを y 2 くらべて s ふなみ、神代 tt かばか $ の奇異なる事な & にはあらね於、是 a 
れ>立田川をほめん£て神代は％きかす^ょ«)るな$、韓紅と5ふ羾ネ人の世^ 
な$て、神功 rxl 后三榦を芝たがへ給ふ，後、やぅ （ U 渡6來れば、神代もきかす£い 
へる歟、木歌ならの帝のわたらば錦中やたえな/ L の御歌をおもへ S なるべし川 tt 
は錦あらふといふ^の^ゆ <もみぢのながる、をばかくいふな. CN 、 華陽國志に、蜀 
時沏，錦於流江中，則鮮明也、亦 S 周益州志、成都辦錦成猫，於' In 水 5 !:文分明 Bvr 於初成ル ? r 
水傲パ之不知 n 江水，也 S いへ-^後撰 It 「もみち140なかる、秋は川 z . ett 錦あらふ£ 
人やみ5ら^乙れ本文の心なぅ、新古今に、四月の祭の日まで花散$殘-^て侍$け 
る年:|1:;花を使の少將のか次しに給ふ葉江迸つけ侍ぅける、紫式部「神代はは布4や 
しけむ樱花けふのか3し It 折れるためしは Z : れ此歌をおもひてよめるな CN 、 右二 
竹兄弟 It 上手なるを^する心に.一所 It 妇き 、又 歌 U も共 U 名所を i めるを一類と 
する心歟、 

藤原敏行朝臣 


按察使铉士麻呂 3 T 從五位上大內記、 




住のえの岸に よる 痕 よる さへ や 夢の かよ ひち人め よくらん 


古今戀 二、 3 S 平の御時きさいの S の歌合の歌，初の 
な-^#のかょひぢ dr 思ひねの渉に Z : ひしき 方 
れを夢な-^£ しら 次5ゆ^ It 、 なを JJi の ご，ヒく人 
とをょめるな 莊子 k 方 如£ 也不知: 31:^ ダ， 也 ミ s 
S へる It てうつ、にはまして人めをつ、む 事の 
夢谷何人啡繁ぎ今、小町「ぅっ、じはさ名乙そぁ 
かわ a しき」上の 歌 It つらぬるは、 業平の妹 It かよ 
.住の^4類せる故なるべし、 


二句! i ょるさへやビいふ V き序 
へ行€みるを s ふ、娈の中 Ita 乙 
めをょくる g みるがねびしき乙 
へる心 ItM すべし、よる3へ，や S 
しら s i な. CS 、3 S 十二 一^抓^1 i 
らめ夢 tts へ人めを名るビみる 
tt れて同時の人なる上立田川に 


大和守繼趦 女、 三代 K 錄策 四十 九に，仁和二年 It 從五位 上 藤原朝臣繼蔭伊勢守 €な 
る、 此時をも- C 名づけた るなるベし、 






なにはかた短き蘆のふしのまもあはて此世を過してよ VJ や 

新古今想 一 II しらす、家集にも題なし、難波かた«逛を s はんため、遊はふしのまを 
S ひ、此よを S はんためな* CN 、 ふしのあ£ S へば、す««ちみ b かき心あれ於も、わき 
てみ k かぎ篮の€よめる«、をのみ^0かきが中のみ^かきほ於をいはん€てな久 
人丸の歌 Itsc 野ゆくをしかのつの k o かのまもビよまれたるに同 b 、 又海萊您 It 
家持の長歌 It もなび{玉藻のふしのま这皮よめ久す Z . しばかぅの對面はやすか 
るべきものを、3とへにい笆ひて玄ばしばか-^のあふ事这なくて、此世^過しはて 
よ S の >心か€恨ひる心ふかし、新古今 It 律の國 It 妇はしてみぎ rt の遊を見給； s て、 
花山 院御歌「つの國のなからふへくもあらぬかな短き遊の世 U 乙を有けれ Kr の伊 

勢が歌を おもは せ給 CA ける It や、 

\ 

元良親王 

陽成院第一皇子•母主殿诹逾長女、三品兵部_，天座六年七月廿六日藤、 









わひぬれは今はた同 t なにはなるみをつべしてもぁはんそ思ふ 

後撰戀五乙€いできて後^,京極のみやす所江クかはしける、拾逍じは題しらず€ 
有， 京極御息所は本院贈 太 政大臣時平公女丧子、宇多法皇描愛の姐な久をれ代元良 
のみ乙密通の乙 € 顯れ たるを、 z - 皮出來て後皮 かけ &、佗 « れ ば ^ Jii 、€ かく sas 
は•かれてわび tt てぬれば€なち今はた 同 k « 此所 はて句を切べし、はたはま 3 江 
の心な$、同ヒ€は下の句の身を遊すは同1^€なぅ、與葉第四家持歌 ^皆死だ拟ぜ 
同曾^2何爲二人目他言辭笳#將か庇心 It おな k 、 ふるくよ i 今は た 同 k 名 i 、 な It 
は にい s かけて つ) けた$^ 心 捋きたれる It や、 後京極殿の御歌 It も、今 a た 同 k 
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道考〕みを〇くしのみをは水す b 也、つは助字な-^、くしは串哗审をたて ゞ 水を 
tt か S & 焱な久和名集 ItiJK ! 船、111、« 






素 


性法.師. 
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大 江， 千里 

音人5}、正五位下、天穂0命十四世孫を野見宿翩^ぃふ、垂仁天皇の御世江功あ3て 
名をあらはせ久是土師氏の先祖な. CN 、 光仁天皇天應元年 It 土師宿禰古人 等居 地に 
ょ$て赀原姓を給 a らん事を請て許3-5、延肢九年江正六位上土師/宿禰齡ガ等 It 
姓を大^朝臣皮賜ふ、外從五位下赀原宿 Ism 長秋篠荷福安人等 It も姓を朝臣 S 賜 
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月 みれはち ゞ に物こそかな >しけれわが身ひ7 J つの秋には t ) らねご 

古今秋上菇戊のみ rJ の家の歌合のう龙ビあう、千]{ I は®家 It て文 銀 « 句を題と 
してょまれたる歌おほし、然れば此歌 $燕 子槛中擗月夜秋來嗤爲 L 人' 4 fe ヒ作れる 









詩を龃案して ょまれた る It や、 月を ながひれば陰氣 ua かれ 1: か 物 こそ 
かなしけれ、乙 €わ i を思 a ヒ•く It ifr 上の秋 It し -C 我 身 ひとつの穴めにく5秋 It 
は あらね於、有ビ あるちぃの かなし 3の、我 身 CA とつに 猫れ 5やぅに妇ぼゆるとょ 
める ^ 7 X -CN & 家の宰府 1C て隨“見隨 V 間皆慘懷此秋*獨作 ® 身秋 一 € つくらせ 給へ 5 は 
燕子槌の詩©心におな ヒ、古今じ「我ため代くる秋代し .^ %4なくは虫の音聞《先 
そかな L き j 右二首秋の歌なるを一類^ す、 
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蹿逬典•字三、參11從三位淸公孫參詖從三位是善子、母伴氏、右大臣右大將正二位、正曆 
四年贈正一位太政大 R 、 

このたひはぬさも取あへす手向山もみちの^神のまに^-^- 

古今 sg 旅、 朱雀院なら tti ? a : しましける 時手 向. lij にて ょみ 侍 i ける、 是は 宇多 法皇 
朱雀院 はまし-^ける 時なら に 御幸あ. 〇し 其供舉 に ' 1 :ょみ給へ S 歌な. CN 、 朱雀院 
0 事抬芥抄に見 文れ 夂手向山は 大和よう 山城の 國 U 越る所の 奈良山の ^ ; を s ス、 
fis 葉第三 It 長超王 P 馬取樂山.作歌 Itg ^ 紀過矿 14 齡か似ヂ Sn 拉 k 抓 

配船影」垂紫裳， kkss : 忠 k 庇手 S 衆大寺の邊体 

あ-®'ヒ S ふは俗說な办、凡山をのぼうはつる所を S づく tt て％たふげビいふは手 
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向な办、こ、に1:神は手舒し1:平安を祈办てかなた江乙ゆるゆ焱の名な办ル、た、び 
は、 度の字に旅の心ををへた' 日本 紀 tt は 是行 皮 ®てこの^び它もょめ i •後撰に 
を^乙の旅ょ办まで刍て、今なんまでき0きたる^いひて侍办け5返事に女^比 
乙のたひへつる€し月のぅきはかへ. cn て5れしからなん甚兩楼を® ぬる 證な 办、 
幣％取あへす足はビ、にて句を 切它、 字向山 €つ > くる€の兩義ある”/し、句を 切 
る心 X らば、幣は誠の W 3 (: て、都を出し時幣を Tpeb あへす出し、をれ は恶 の 御 ： HC 
を Is : ビ思ひて私の旅行 U 心なか- cs しゆ^な'芝かるを手向山 tt 至れる tts 气« 
ひ It して山の錦3か$なれば、 fe を幣«:すべし、山玟5ながら錦なれば、神のおぼし 
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かくるな办， 31 :外はかはる趴なし、ま代<«、两萊江隨惹皮も任意€も«?办、まはま 
€いひま、\2;いふはみ^ま^^.^-の略辭«-〇\、£:4秋0御歌5:るを41:35の二 
tttt つ-5•けらる、欺、 

三條右大臣， . 










•:此方公內大 Ei&iil 二外右大 KH 左大碉 

名にしおは、あふ坂山のさねかつら人にしられてくるよしもかな 


後撰 e 三、女の 4t R つか )4 しける€3>ぅ、上の句 tt 相坂山の 3 ねかづら t 名代お 
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たちてたん、る^味いづくよ6ビもし，らす末は皆我方^く多よせらるれ^:をのご 
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忠 平 照宣公四 历、連 長八 年® 政、承 平 六 年太政 大臣、天座 三年關 白、天® 三年 八月八日 
鹿、 贈正一位謚日 nic 信公；封信® 國、 
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€もかは$たれ於、心はかなへる所6 A 又六帖にかへでの歌 It 、 忠房「よしの山.峰の 
もみちは心 あらは まれのみゆきを色かへてまて」忠房が大和守な6 ける 時に、行幸 
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光孝天^孫 一 品式部卿赴忠親王子、右京大夫正四位下、天谡三年六月十 口 卒、 

山 M は冬そさひしさまさ9ける人めも草もかれ〇、こおも、よ 
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人めは冬よ ira きも常にかる、を、冬は^3へ枯れ' t : い^ J.V 3びしきをいよ/ L と 






凡 


て A めも草も«よめるやぅなれ乓本，歌を它る掛まち-^なれば冬 It な$<人め 
のかる、 It はあらすとことはるやぅ It よまれたるには6るべからす、 A 大かたの 
人め a 常名かる、$:、冬はな- CN て s € )かれはつる心を人め名草も^ tt よめる^ 
心捋 V し、夫木集 m 十四 It 惟设親王歌合興風歌に『秋くれは虫を^も tt をなかれぬ 
る人も牮魂格かれ«.ヒ思へ«〗此下の句は今の歌ヒ和似.て是は秋格かる、ミよめ 
&、秋の末冬の一初相似*る事な-^、右ふ龙$人がら€歌のほ於にて一類它する歟、 

河內躬恒 

- • 

先祖不^ T 經 V 斐少目御 K 子所預淡路橡等、神代紀云、天律彥根命，1挪細1謹、山古^記 
云•天^: H 子极命 、g i _ |、边昔は此氏の人後の河內守のご€く^て、代を經て河內，國 
を治ける^見 f 2 たち又日本紀に大河內\£格あ多、今格大河內€いふ氏世に R 1 ゆ、お 
ほかふち i &へ WTS 3 恒•か氏を tpsz . そいふべきを、い‘かで昔よ-^ fc ふしかふちと 
はい a 來 6 けん、和名集 It 丹後國加佐郡凡海 11、之 乙れはな申らへて假名 R は fir 
y きな - cv 、 












心あてにをらはやをらん初霜の 置まどはせる白菊の 花 

古今秋下"白菊の花を ょめる ど6 A 心 わて tt ' とは、^£ へ ばひ る la たる％のを夜に' 

ふ詞にあら文をらばをらんや^いふなるを—をれ玟歌の詞苁らねばやの字を中は 
- S たるな. CN 、 初猫は、 n 令 It 季秋之月*是月霜始デ降* iIP へ々、和名良云、說文- s : y 妒霜也、 
了^反、獅 M 制、 ffi ま^ tt せる€は、1の字を まょふ^袼まが，ふ£格ょ«>-0\、ま^ふ^> 
同し、又木の葉のち i みだる乂を、散まょふ€名ち-0ま*かふ£%いふ^なヂらへて 
心捋べし、白菊に霜の诳て、人をま於はす€いふ^玟あらす、菊の睽く比初霜もまた 
ふ* cn て、白き色の i ?7 j:k く出3>ひてまぎる k を、心 fc てして $:■ らばをらんや、猶折^ 
•か ^か 3べしミょめる 4« -^ピれ菊ミ霜£をと4に興.11てょめるな务、後撰 ^「& 
あて It 見は乙をわかめ白雪の妒つれか花のちる tt * かへる」時節相似*るをもて 
上の歌江つらねらるん歟、 

壬生忠岑 









先祖ヂ詳、右衞 S 府生"三代實錄第五 十 云、 仁 和三年正月 七 03 授-左近衞將篮 兼播磨權 
少掾壬生底益成笠外從五位 T, 此益成が子 5:$ J.lt や、 

ぁり明のつれなく見ぇし別よ 9 曉はか 9 うき物は なし 

古今想 三題 しらすな i 、 顯昭注云、 S は 女 ®もどよ - CN 歸る^、我は明ぬ^:.て出るに、冇 
明の月は明るもしらでつれなくみ欠しな多±:;時よ多曉はうくおぼゆヒよめう.ロハ 
女 It わかれし よ. CNIISa : う &心な 办、定家卿密勘云、 つれなくみえし此心 Itz . そ侍ら 
め，此之とばのつ >5 ttfe よ wr ずえむにをか L く^,よみて侍る哉、是ほ唸の歌ひ它 
0.よみ出たらん、此世の思；3出代侍るべしとか〜る、か、れば顯昭の說芝かるべし 
ビ定 家$© ひ給へ-^然れ仑 も古今錐を考ふるに、此歌あはずして明たる.歌^$の 
中には3まれて侍办、六帖化省くれ於3>玟ずと云题の所に出せ办、3ればうたがひ 
なく 不逢歸戀 €みるべ し、つれな くみえし の 心は 頭注の 2:' ヒく、月の貌の明る^,し 
ら«乙、る It して、 それ It ゐ .ft 中してかへす1のつれなきさまを和翁て_は》ま 
くうき ^おほき中 U 、* はすし -C 歸る睃 ほどう5¢のはなしと妇格ひな S 
よめる歌なるべし、是は 作 «0ほ^にて 上の歌 tt つ t げちる， 










坂上是則 

田村麻呂四代孫好蔭男、大內記從五位下、 

朝ほらけ有明の月 VJ 見るまてによしの > s にふれる白雪 

古今冬部、 やまとの國，にまかれる時比、雪のふ办けるをみて詖ると有、紅«:'いがは、挪 
開と 云詞 It 同 ヒ、ほ«3ビ、け£き€、五音通せ久范葉集はは^^€のみよめるを後 
にかく li 讀かへた う、 夜のわけはなれた.5斟をいふ、^: ra '0 % ^'は光をおさ^たる朝 
过らけ tt 、73: を其 影 か ■•£ みるばか-®'に、 夜のま. R 吉 野の里 It 雪のふれるを典 b * てよ 
めるな久此敬 有 明の 影に *它へける It 付て、 薄雪のよ L スる .く 注せれ 於 W 今集 It 
S の 歌十七首わ 5 中に、是 a 十六 首 tt わたうて「け. « かうへ It 又 $ 降しけ恭 m たち 
な « み项きまれ ^乙そみめ」« 云歌の右比ぁれば、只朝 ^みる雪を かくはよめる X 
後撰^よるなら ば 月 ■£ やみまし我宿の庭白妙にふれる - L & ® 」庭はた a らか It 
て 一面 - Ito 访 れ ば中天の月かげ It まがふべ し、 吉野の里の © はつ 4.0 つ 格らぬ 方 
ゎれば.布明の影のさしさ、ぬ方ぁる^ホ6がへた办、又後拾逍集^、源道濟「ぁさぼら 


首吹取抄怨中 










• r 

け s ふる空を見わたせ « 山のは/ SJCU 月そ殘れる」爲家卿も乙れを取て 「 s らぬ允 
にをれかとまかふ山のはの布明の月 It ふれる白雪」此歌比て今の歌の雪は洧明の 
月 It はふらずビ知べし"忠岑が歌 It 次て載られたる ttdfc ( u 有明の月ぐ」いふ事ある- 
故なるべし、 , 

春道列樹 • 

從五位下雅樂頭新名宿 M - r 贝、文章搏士正六位上壹岐守出蛍守、 

山川に風の かけ，たるしからみはなかれ もあへぬ紅葉なりけり 

古今秋 下、 志贺の 山 2r 欠 It てよ めるヒ有、顯昭云、^•かの 山 b ^ は北白^*の澈のか 
たはらよ 6上6 て如意か毖越 It 芝がへ出る m な 6、 むかし芝が寺へまぅづビて都 
の A の往來しげか.5し所な- CN 、 しがらみビは、川水の つよき 所をふせがん S て、井ぐ. 
ひビ S ふ物を打つ V けて橫 S ま It 竹柴な於をからみつ 

る物な-^今見る山川の 

しがらみは人の作4てかけた 3 U あらす，ながれ6へぬまでち. CN か、5 4みぢを 
必て庳のかけたるしからみ«办といふ心なぅ、川の面にみちたる紅葉にあらで、淺 







き瀨 It せかれたる木の葉のち-^か3なるをょめる«久 


一說 S 內榄少輔セ友子*大內記、又一說有常子、紀氏、遠祖武內大臣子紀角宿藤也、 

• . 

久かたのひかりの、こけき春の日にしつ心なく花の散らん. 

. , ... 

古今^下樱の花のちるを見てょめるヒ存、六帖 It は第二句光 S やけきと有、久堅は 
海漉に久方ともかけ4、天とも空ども S ふべき枕詞な6、天先成而地後定ビ云乙と 
はぅなれば、つちに對して久しき方ビ S ふか、又天は陽 tt して健剛なれば、久しく堅 
しと云心欺、又續 H 本後紀 Itft 瓠芻£か、れた6、是 It ょ6て思ふに、延荔式鈸火祭 
祝詞 It 、 伊弊册の饬火の神を生給 S てをれ It やかれて黃， Mlt お4ひき給ふ皮て、中 
途 It て火の神のあれん時 mlf べきやうを li から a おかんビ思し>して、立歸$四 
種のものを生み給ふ CAe つ瓠也•神代紀 It 天吉葛 ei !? てあまのよ3耐 m づらとい 
へるもの是な5べし、 S れば大をらのあを—-皮みゆる«瓠の茲のはへるやうな 
れば其心 It や、いづれ代もあれ、天とつ\くるよ$おほよを天象の物 It は ff 枕^ U 


首吹覜拽嵇 • 











藤 


百人一首吹取抄怨中_ _ , IS 

11] るな -^ 、 S か 5 の於けきビはゴのあた、かになとやかなるを SCA 、 恭の日江€は 
な • かき心な -^ 、の ^ か . にて：：一もながく 6 る時なれば、な U わ次するものもいをが a: 
しき心なき折仏し " 花 W: か - c\ あはたぃしくちるをビ • かめていふ X ゲ、永 QVJ 時とし 
-crj く物なれば、 -€ は心なが、るべき ^& そぎてち ^ があやし € な $ 、後撰^深 
签父の歌 tt5. 打 tt へて雜 tts はか - ev のビけきを花の心や何いをくら / Lt れ妇な 
k 心な公、 

I 

原興風 

參議济成竹孫正六位相校採近成子、正六位上治部少11•或說下總權守、 

たれをかもしる人にせん高砂の松も昔の友ならなくに 

古今雜上題しら卞なん此歌は興風老ひ果て昔の友のひ £6 も殘ら次る取をゎび 
たる心也，誰をかも li 何 5: かも e いふ心•人の上 H かぎら t7/ 物の上 It て何をか友 
^ せん它いふ心な办、万 ^0 中 ^1± 商砂の松のみ色もかへす、所 $5 らず、ょはひ ^> 
久しき物なれば、せめてかれを « おもへ於、かれ省昔の友 it ゎら • ねば、外に又® • かゎ 









らひ £ いふ ^な办、あま. CNlt 我身の 老たいはん £ て 松さへ我に くらぶれば ® 
此比の物な4 とい ふ心な $、 K 之の歌 U 「今みて そ 身を«し $ぬる 住011の松ょ i 
3きに我 tt へ U け上此心同し、古今に此興風が歌のまへ R 「かくし〇、世をや遊3 
ん高砂の尾 上 ^ たてるまつ 7 X ら «く^遊注^,^ ばは$まの商砂；上の ]11 £いふ 
所の ： M lt 崧の 6 るを iffi 砂の^上の松 >j s ふ、 總して山を高砂€ sa 、 尾の上を尾上 
と S ふ R はあら tW 注せら.る、赴にて心得べし、 g 畏明此ぅ*を£$て「いか It せん 
銳の底 It みつねくむ^ も〇 かしの ならな く It/ 

紀貫之 

古傅先祖不免、木: r 頭從五位下、天慶九年卒、 

人はいさ心も/しらすふるさ V 」は，花そ昔の香ににほひけ る 

古今靡上、詞密^云、は0せ^まぅづるむミ^ゃ^$ける人の家に久しくゃきらで 
ほ於へて後にいたれ6ければ、かの家のある k 、 かく rr ; たが U な/ L や^$は苻€ s 
ひ出して岱6ければ、を乙 U たて6ける梅の花ををうてよめる S * $、昔然るべき 


甘吹奴抄滟. 










人ぼ|1く泊沿义まぅでけるは、彼の觀晋锃驗ぁらたなる故；3、賴日本狻也筇十七> 

3和+四年十二月 i . 朝： SW *? 和：. Jl : vs ( 谷山•、繫郡證山 S 5 . 
驗之賦沿4ぜ付 )?? 山給襄定額-永以管^令会檢校^、三代货錄第二十八云ポ覜十八年 
五月廿八 n 叩辰先^ T 你師法橋上人位技朗ガ中 t 调大和國長谷山苹茲苌朗先祖川原 
毛修行法 W 位近明寶褴年 t ‘: ll :( 同類^'爲〕，家〕所鈕立-也铤像殊驗遐邇仰 hrz . れ 
プごの綠;131な&、ぃく»だか^^乂や^-^は有^は、ぁるヒの^のま、^か)±る^な 
し€いふょしにて、贷之の久し /\ 昔づれ次6けるをいぶかる心て$れ久^之家從 
ttft たま3か^なん人の家はむる^いひ出した办しかば s 3>$、 腰句ふる3との一 
を布、たてるは碑代下-一云、典錐飛1.1[:^%啦彥5^^所^紐^かぎ杜木之^へ此植の字 
な. CS 、 A'a:'v»'3"*' いい «> ' すビは、人は心4い 3 しら^ とい ふ事を、廟をま b へてい 
5な. cnw NJ © 乙^ば It 乙をか s る心なし^はぅけ絡 •« れ、人の心は言の下 U 名變 
する物なるに、まして年比布てぁへる比^いょ^-おぼクかなからぬに«?>らず、 

K 此^の梅か香を rlliMx がら It 匂 CA 侍る、ょ$1:是をなつかし€思 a て尋ねまゐれ 
る>5なぅ、此時ぁ る じかへし有『花た It % 同し心 ii 咲物をぅ么けん人の L V 


へ 







淸 


の梅の花 HH 20 香にをなを匂 a ける：此下の句今の歌£心おな k 、 又 fe な k 日記の內 
に山 te ' の小概の繪访ま.か-^のほらのかたもかはら^*^け久うる人の心を?:'しら 
ぬ€ど S . ふなる笆加けるは、うる人の€いふよ614今の上句の心、かはも.^$け& 
と$ ふまで « 下句の心におな b 、 li 之の秀歌 S くら格わるべき中に、 S は常座によ 
める歌のめでたきを出 S る、下 U 女の歌^も U お B く常座の秀歌を出3る、上^な 
る上化心に&け次れば、ふとは秀歌はよまれぬ故なるべし、列樹よゲこなた1!人の 
歌、 紅 薬櫻松梅をよめるを 一類£す:!|: ; 中 tt 初二首 tt 紅、 菜 S 樱 S 同しく隙な く 散 ^ 
をよめるを；一類^し、興風 か 歌 VJ T 1* 之の歌は心の似たるを3てつらねらる、欺、次 
の Mrr は季の次.策なるべし， . 

原深養父 ‘、 j 

先祖不紅•內寐 诹從五位下、沾原姓 は！！ l を#ふる 江、位人親 jr の子孫のみならす、 外 一 
の， 諸 ^ 子の朱賜うたれば系！§1たしかならす、いづれの a 子の裔«いふ事定が 
?2かるべ し、 . 













S の夜 ( i - また赞なから明ぬるを雲のいつこに月やごるら♦ん 

• . 

古今 S 詞逬 U 月のお格し^か$ける 夜、 嵫かた It •制る ) £府 S の夜はよう明や 
« すき U 月^^もし^く思は、いよ^^—みしか、るべし*よかてまだよ a ながら .« 
いへ合、^葉您に初夜2#てよひ e よめ公、常 li よひ夜中臉と次第し、て明る、1!¢時¢ 
月も思ふま、 It 空をわた$て M のビまう It 至るべし、然るに今 1- V の空はまだ wlt 
て明たれば.月名常の皮ま^ Ntt はえ至らすして中空 U や於多て eS ますら /L^fe 
もひやうてよめる心な 多、 S , のいづ乙 ii 、 sli 物 VJ へだてかくすもの：ればいへう、 
た) S づ乙の空 tt か ws ふ心な$、六帖 U 「明るまて冇* RJ > かぬ H の夜をまた帘 
なから I しか佗し s 」 rj のまだよひながらは詞おな k くして心か tt れう、 

文屋朝康 

.先祖^見、一說康务贝、 

白露に風の吹しく秋の野はつらぬき VJ めぬ玉そ散ける 








後撰秋中に、延茲の御時歌めしけれ wre ^ J 、是は付て不審布、软家鸹萊狢上 It 秋歌三 
十六竹布中の锘二酋此歌な6、览平五年に®ばせ•給ひて、后宮歌合、是负親王家の歌 
合の歌皮4を载らる、古今秋上 It 、 同し人是 J : i のみ乙の家の歌合 It ょめ.. S 秋の SFU 
おく白 i§)i 玉なれやつら«きかくるく 4の糸すち」是又菅家萬萊下 It ぁ$、同時の 
歌にやとおぼし、秋の野の游を見る^、風のた、ぬほ於は革を糸はて玉をつらぬき 
た. cvi 見し It 、 風^ fca て殘なく散うするを見ればま乙^に ttw き4-它め次. CVS 
いふ.心なう、後撰の歌 lt 「^ の糸 It ぬく白玉 e みえつる}±秋のひすへる揉 tt を^ J け 
る寇の糸は草葉の細きを s ふ、 樂天か詩 It ネ革縷萁々雨剪齊€作る物な$、右二# 
月^; E 忆綵あ $ て又妇もし^く見たる心を一類と す、 


右近少將藤原季繩女、仍號 p 右近； ‘ 

わすらる、身をは思はすちかひてし人の命の惜くも有かな 
拾遗缒戀四 M しらす、大和物語 It はを€ I の *) すれ k と萬の事をかけてちかひけ 







れ於忘れ It ける後 usa や办けると有， islt ねすらる V 女の身ほ^悲しき物なけ 
れ於，をれをも猶思はぬは、をれよぅまして歎くべき取のあればなぅ、 s か Itcx れ 
ば我を忘れ b £ よ k ： づの神かけて替ひし i « の、をのちか a を背きて忘つれば、諸神 
のにくみを得1:かの.命を絕やしなんと惜ひ故な 3 yli . lt や君が€よみし1:ひ€ 
しく^女の心な6、後撰 It 人のか $ ければ e て此右近1，思 li ん g 賴めし人 ! i 有 
^刖い6\し乙€の笼&つち5にけん筵も同ヒ男^よめるじや、又後糨は信明：佗し 
3を1^ヒ心と刖からに我身をすて、哲そかなしき：此下句今の心じ似た6、定家卿 
今の歌をと6て「身をすて、人の命ををし(/€も有しちかひのおほえや*はせん』乙 
れ X 4好忠•か歌ま 1:' 九甘は、戀をよめるを4て一類€す" 

, t 

參議.等. . ' 

大納言源弘孫中納 a 希子參謎正四位下右大辨、天暦五年三月十日雜、七十二跨 

• C 

あさちふのをの、篠原しのふれ、、 J あま9てな£か人の織3し 


き 





%人芝るらめやいふ人なし Itj 此歌六帖浚穿の題1^人九歌とあればビれを本歌1- 
てよまれたるな合、共に序歌な久海葉第十一十二 tt も淺茅原小野とよめヶ、野には， 
淺芬のおふるものなれば、淺茅生は野の枕詞なぅ、此小野名所 It あらす、わまぅてな 
於か^ irt しのぶ思ひのおも a あまるをみづから€がむる心な办、ある人歌 U 「淺芬 
生0,をの、 U の原風そよ5人しるら办や秋たち w ^ ttJ と s ふを引 ya れ於、をれは 
古今の歌を Z . を€られたれ、 、 

平兼‘盛 

從四位上平^?男、從五位下駿河守、 

忍ふれ VJ 色に出にけ SN 我戀は物や思 i VJ 人の VJ ふまて 

枪迆您戀.一、天曆御時歌合 1 ^ と宿、货は天徳歌合の歌代て、次の忠見か歌ビ0がひて 
兼 ils は左な-^拾迸 U は忠見か歌を卷 MS して次にのせらる、天脬の御晛 SIP ふは 
村上帝の御時でいふ心にて、天勝€天徳と相述せるにはあらす、此歌ネ忍ぶる戀の 
年月へて思；36まる色の人目 It 立てわやしめらる、ビな办、奥錢抄 It 古歌を盜ひ 





壬 


百人 ltr 攻取抄卷中 


一三 


證の所^戀 しきを S らぬかほして忍ふれは物や思ふビみる人をとふ」といふ歌を、 

今の 歌は«すめる蹬1^出されたれど、古歌 ^ は3る琪多し、後の人0«垣を越壁を穿 

つ心•ビは同しかるべからす、海葉第十 Altlr % 鋩を淝 f 铲矿妃か妃赘デ铲矿配玢 

毛祭氣伎和か絍皆胙史1輙靳魬渺/ ， . 
ft 


生忠 3 iL 


忠岑 i/J 、 忠见家您御厨子所铒天德二年任懾^大旬， 

戀 すて ふ我名は またき 立に けり 人 しれすこそ思ひそめしか 

抬逍は入、上の#1歌^いふがむとし、ジが”は：1:本紀に豫の字をょめ5、间し字を 
わらか k めメも、かねて i 洛ょめ.^皆心通へ$、 歌 ®心は、 敬 乙 ひする といふ名の思 
ひ免かけす tt やく in : に ^ れぬ る Its きて、 s か k して 名 tt-li 立つ らひ、人茗れぬお 
も SU 乙をは *^ し物を e いふ心也、此左右) £ 名に 秀歌 It て、 判 若小 野宮殿 勝負を定 
力ねて天氣をぅか、ひ轮ひけるに、帝微音に逾碰か歌を吟せさせ給ひければ、天氣 
左 k 有ヒて兼碰勝 kw - 点、 彼歌合判詞 U 見えた $、 沙石纰 には 此 歌合に まナて忠 a 




はをれよ 6 不食の病つきて死したるよし害久され於其後ネながらへ ft るよし家 
集^も見ゆればおぼつかなし、家隆卿 A 戈れす玄のふの浦 It やく鹽の我名14また 
きたつ煙かな J (顧 g ) . . 

右三首は九首が中 R 忍織をよめるを一類とし，三首の中 It 後二首 a 同時の歌を 7 P 
て一類とす、 

V 

淸原元輔 .* 

深狻父孫下總守泰光历、肥後守從五位上、永祐二年六月卒 A 十三、 

契りきなかたみに釉を^ほりつ A 末の松山波こさしごは 

後拾遺戀 四、 心かは-^て侍* CN ける女 ^ 人にかは $ てよめるヒ6 务、 古今陸奧歌 H 「君 
を- a きてわたし心をわか^>たは末の格山波贫乙えなん」乙れを本歌江取てよめ5、 
先本歌の心 tt 忍をおきて我乙€心出來らば*(2>松山に浪乙ゆべし、然るに山を波 
の越る世終 tt>f-J ま k ければ我格心のかは a 世わ、 bk とお名へと s ふ鵁な夂これ 
よ- CN 人の心のか ！ i るを松山 R なみ Z- ゆると asa ならはせ. CX、 契. CV きなは契^\て有 






きなと•結句ょ 6 かへぅて布つる獎办を治定して人はかへ办み思はしむるな夂た 
がひに_を龙ぼ6つ、 2 a - 波 U はぬる、物な nkr 下に波を5はひための緣龉な 
$、我は今^ >: ieu かは 5 心なしズ必同し心に Z . をか a ら k と焚ぅしが、 31 : 乙ヒの葉 
をばいか比しつる乙£ど^な$、波乙さヒ€玟の玟の宇除て心得べし、 

權中納 言敦忠 • 

本院：左大 E 時：中公三^、母筑前守在 M 棟梁女、初爲，大納言國經聚時懷妊後嫁，時平公， 
生 1 C 忠；仍；货國經子， 也、 天遝五年三月叙從三位 ir : 權中納 言、 同六年三月 盤， 三十八、 

あひみての後の心にくらふれは rlh 日は物もおもはさけ 

撿逍戀二，題しらす、 vr ビはあは3さきをいふ"ゐ；3見«3きはゎはれ一度和見ば、わ. 
•か戀しき心はなぐ3ひべし S 乙を思 CAO れ^'ち，相見て後} is 皮 > 見まくほし S 
もまさぇいかで我物^|倣せまし、人«いかに思ふらん契办し事のかは6,やせまし 
世の人«いかはいはむな於、更は物思ふ心の5ビまなければ、をの3き布し物思ひ 
は數に袼あらず ^ s ネ心な - CN 、 六帖はは後の|>したの歌 S せれば、?>はぎ&しきの 
















I _ 百人一首珑*抄 « 中 

I し- - i - •1. • _二六 

eA ) 此歌樱を s とぶ It は6らヂ、心^まかせ^してとくちる故 It か{はょめ多、 
是 It 同 k : 心な$、右二首官位のほ^人のほ^又歌0心も似たる5:一類とす、 

謙德、公‘ 

一條银政伊尹公、九條右大臣師補公5、天祿三年十一月一日 S 十九、論日 謙徳、 
あ此れ VJ もいふへき人はおもほぇて身.のいたつらに成ぬへきかな 

拾遗璧、物 s ひける女の、後につれなく侍々て更にもは玄侍うければ^いへ— 
の心初ねん乙ろに相ミら S た i — つれなくな4相見る1 f 問.心れ 
玟戀死 g べき身と成たれす、あはれ — ii s はひ人おぼえヂして、淺ましく死 g 
べきか芝いへる f 死なばミミ1ふ J 女だにつれなふなうてかへ 
i せ g うへ a 、 まして—てか我 f あはれ七へ—、心かはれる女にうらみた 
ることばはなくしてょめる感情淺からす、伊勢物 Isftt 『あ CA 思はてかれ W る人を€ 
、めかね我身は今を消はてぬめ进てそこ ttv > たづら lt 7 x . cstt け. CN 、 菊恒 S こ 
‘ S らの山 『かくての み我思；3らのやま la 身 格 $2 ら H 成 g へらな- CN 」 元奥 集 

- . - .1— jf t >1 I n^ml-t f . r f _ I 










曾禰好忠 


先祖不 JT 丹後採、 


ゆらの戶をわた.る舟人梶をたえゆくへもしらぬこひの道かな 


I 


新古今戀 一、 J{s しら ^ 、 家^に^* あ*^、 此歌の上句/〇 と^-^ く 比« 久 ^/の身をば舟に 
なすら へ、女を at : 泊 It なず らふ、 枇は媒 It よせ^門の こしが たき所をば S ひよるわ 
た6の難義なるにたビへた多ビしがたき門 ?:^>©5: 便 ^ Z. ゆれば こえすます^ 
4^るがご£ く、 媒の方便に^たが a て6ひがたきに 7 P * ふ 習な6、今い CA よるかた 
の難義なる^わびて、中立の見捨たれば极を央へる舟のとビ<*、わが戀路も行術定 
ひべき * なし ビ a - CN 、 又 ゆらの^ Jk いふは波 It ゆらる V 舟の やすから ぬを 5 fe たる 
か、此 1[}&の門紀^£ぃふ、きの0^ 山良ある ^勿論なれ^、竹丹犯をみるに、丹後檢 
にて ぅづもれ居た る# を述愧 し -C よめる 歌おほければ， 此由 Ji は丹 浚 e> 由. li にて 













心 0 かよへる听あるを一類它す、 

1瘦中華の&ぢは柁字 It て {£ は以正€注し、桩取 VJ 柁エ£と SCA 、 一 船の司 
命[!1£注せ办、此國にて a 派川をいはす#桃の類すベてかぢと訓せぅぶ3薬餡第 

屮1夕办シ ィカニ * i 1 トリ t ツ h リノウキ - T - ヤス ヘキチ ->ヤ =1クぺ4かデサ ;!: 屯ナシ 

七『浪商之祭何扼収水ね之浮{伯也 E 爲猶哉可徬 X 柅栉#無な於よめ$、中，古に至 
6ても®通してかぢ SS ひしビみゆ、新撰六帖倍赏朝 rfl 「ぅきねし<枕£たのひ 
舟はた it 55 ならへたるかぢ格布け A これら It よれば柁とはすベて行，，舟^>のを 
いふ通稱にして、今俗に v ' ふ柁の 2:' ミき一物をさして云 It あらず、後世此歌 1 C よ 
めるゆらの足を紀伊ビ心^て、紀の®の lil . li をゆらの s : n : (よめるにや2おぼし 
き#66、览元元年結綠經西 rj 大納言爲家 r 紀の海の&らのヒある、わた6舟わ 
かみ S きよ- CN 出かひも«し/ 

惠慶法師 

先祖 不 ，見、览和之比人 也、 嫌碰時文 3 R 之な ^ 、交はれる人 也、 

八重薇^けれる宿のさひしさに人こそ見えね秋はきにけ9 







拾遺秋、河—にてむれたる宿は秋來る 5 ふ心を人‘々ぶみ侍多けるに —、 f 
の歌に 「 S ふ人4なき宿なれどくる漭は八 B £ ■にも3はらさ$け1これを取れる 
.歟同ヒ>1な A 河原 l 5 L li ひかし IKI 触公の家な 办、 みちの國の鹽 がまの 浦をぅ osn 
し所 It て相にぶぐ a なき家所な6しか^4、今荒廢して人氣格見欠ぬ所1^、時節の 
所をきらはすして秋のくるを威ヒてよめ5心な办、後拾逍秋上、河原院にてよみ恃 
ける r すたきけん昔0人もなき宿に ^ 、影するは秋のよの; 3 竊古 今秋 上、 河原 完 It 
てよみ侍ける^芝けみ庭乙をあれて年べぬれ忘れぬ 名のは 秋の 芝ら®」 ^ネに同 
• し法師の歌にて、心もまた相似/2办、右一酋はあま6に戀の歌のつぃけば_ならぬ 
Z . れをはさみて、次よ- CN 又端を3>らためらる、6之を、 

源重之 

參議益忠男、 i*i 固 親王孫、從 $• 位下 栢模守至苌 保、 

風をいたみ岩ぅつ浪のおのれのみくたけて物を思ふ比 かな 

■ ■. 

詞花^想上冷泉院東宮 veJ 巾ける時百首の歌容^ cn ける It よめ•る€有、六沾に「い A t 






大 


して岩う〇波の 立 かへ CX くた く £ たに这人 ^ 芝らせん」此歌 4し® 之よき© 
古歌にて本歌ヒ せるか、 4 を い龙み它«風をっよみヒいふ^同1^ 、波の風をいがむ 
皮いふ tttt あらず、風の〇よきをネて戀の切なる U なずらへ、耑をつれな きん 之た 
£.へて、其人故 It 心をくだ•く事を波のくだく る It よせた 多 ^かか 0'^" ヒ はかくな 
なき人を ffi びかけておのれ它心をく •たくが何のかひなしといふよしなう、千 载您 
tt . ss 河か歌 It 「荒磁の恐 K くた くる 波なれやク れ 5: き 人に かくる 心 この歌を卞 
定し 1: かくれた る 遜をよみあらはせ 6、 此歌よう 下 七 # 又皆戀な るを 格て 一®ミ 
す、 I 

麝 

中臣能宣朝臣 

祭主賴莊贝、祭主四 位、 諸抄 It 卜 部家說とて卜部ビ大中 !5ヒを.泥中•るは、國史等を考 
中僻說を信卞る故な i 、 大中臣 皮 卜部 皮 大 き U 別な$、 先大中臣« 名^ j は中口^ て 
天 5 a 房极命の尙な$、大織冠藤原氏を賜«:$ける時:^ 务麻呂％同姓を服玟 5 、よう 
て n 本紀第三十持統紀 It は.藤原臣麻吕ビ わ $、臣麻呂は 窓 奕麻 呂なう、此かの字/ Tr ,' ズ 
名 tt 用 SS き、 口本紀 U も ®葉 It •も 街 把なヶ、然るを常に../ I 咖な る R ならひ‘て# ^ 












麻呂 € 云は誤な 久 文武天皇の御時神職をつかさ於るち© tt 本姓中臣江かへるべ 
坌由边有て、取氣麻呂をれょ**'又中臣 S なる，意美麻呂の子淸麻呂只神職に達する 
のみならず、國政等 It も熟練したる人 It て、稱德天皇の御時鹿雲三年 It 姓を大中臣 
朝臣^賜は久光仁天皇资龜三年三月江右大臣£な办從二位を授らる典後正二位 
に 至 久延昏七竽七 月 ttA 十七歲 It て薨せらる淸麻呂子諸魚等相次て H 本後紀續 
日本後紀 等にみえ 3¢外# チ% il 等代々記錄江其人少から 中、 凡神 ® は大片臣朝臣 
第一 id して齋部宿禰是 It つげ-^卜部は天武天皇十三年に天下の氏をば八姓 It 分 
ち給ふ時4、興人朝臣宿湖等は云に及ばず、忌寸以下をも铪はら中、令に格凡灼鉍占- 
吉凶1港チ是トレ部之執業 t ぁ i •もと- l !». w 姓 It ぁら次る事知べし、延喜式等 It も神事の時 
大中臣齋部の下 It 恩するょしみえた-^、文德贲錄第八云、齊衡三年九月庚戍當主外 
從五位下卜部雄；贞：神祗少祐正六位上業基^賜 M 占部衍福；これ雄貞業基は姓を占 
部 55 祕€賜れ- CN 、 その外は R ^^ s の卜部«る事知べし、三代货錄第七云、 Js ® z 五年九. 
月七日丙中赍岐嶋石田郡人宫主外從五位下卜部延雄神祗權少史正七位上卜部業 
孝等賜^伊伎宿爾；此先與身雷大臣命_也、今の卜部氏*雷大臣裔皮いへば是江洞ヒ、 
昏又伊伎宿 ■となる、 是雄業孝が子孫の外はた V 卜 部なる證也、又第廿一云、! , i 觀十 








四年 H 四月廿四日癸亥宫主從五位下兼行丹波權掾伊伎宿禰是雄卒、是雄若壹岐岛 
人也、本姓ド部、改爲 a 伊伎；始祖忍見足尼命始备。神代，供，，龜卜事；厥後子孫傳，習祖業，備 K 
卜是雄卜數之道尤究*其要¥者之中可 vHHa 獨步〖乙れ^て大中臣皮卜部 S 織祖各別 
なる事日月の吸らかなるご^く知れれ$、忍見足尼命は顯宗紀代押見宿禰^ある 
人な多、又3.き江は雷大臣命の裔とい；3て、乙\には又忍見足尼命を始祖足いへる 
事いか >、もし始祖 B :* 忍見足尼 It て、其後雷大臣命 W いふ人ょぅ其家乙£に顯はる 
、故 It 影略互願して®る歟、雷大臣も又日本耜等 It み欠ざる人 7 X 办、又足尼といふ 
事も神代代はなくて人皇€な-^て後•の事な'舊事本紀 It み 欠れ$、三代©錄には 
蘇我 稻目を 推古天 S 時のせる誤もあれば < しは是も昔の卜瓿家の說に まか 
せてか、 れ ける It や、 刺撰の歌集 It 卜部氏の人みえたる a 新刺®' It 卜部兼¢1の歌 
初て 入れ久末の 錐まで 大中臣氏 ビト部 氏の人•の歌 t 別 It 入られ^久披で みるべ 

し、か k る浞亂われは•允恭天皇の御：時甘&岳 It して探沿をして、諸氏の虛 K を定冷 
られしもま乙€^乙^は$«办、 

• . 

みかきもり衛士のたく火のょるは A ぇて畫は消つ-^物をこそ思へ 











詞花集戀上、題しらすぶ-^、能宣家銀にはなし、左右. 0 撤 Hzli 禁速の御 P 9 を守る龙 It 
rrgz をか i 卜いい€よめ$、宮門は築聯 uo >け W : 此名ぁ i 、 術士ビは,31:下 It 夜は 
火を烧て守るもの A 名な务、令義解宮衞令云、凡理門至 k 燃，火ヲ梆動战4祕岐、門並大器 
貯，水 M , 察諸：出ん者，；延容式第十六左右術 ra 式云、凡萸昏之後出 X ,內逛 S 位以上稱起 
六位以下"稱，，姓^->然後^^ at 宮 P 9 皆令2術±_火問門亦同、又云、凡宫诚門若並令|?士 
擗^>一 r よるの思 a の3か 5 lt して身のこ•かる、心を是 It よせ*' C い•.ふなぅ、ひるは 
命かい€«、彼衞士の火もひるはれかねば、夜の妇もひ代名允欠明.してひるはいけ 
る 6 ち ••省せ ぬを よせ 1 : いふ、ふるき歌 ^ 省 ^ 消て物 思ふ 皮よ める ^ 此心 « $、 諸抄 
R 进は消 つ 、^! いふ所を si ^> tt 皆ねろく P せ 久 OT 詠みかきもぅ術 ± のた- 
く 火 It わらねビも我 も心の 內に 10 を^ け j 定家卿今の歌を と： i て 「くる、 夜は 術± 
の ts く火を•をれ E みよ室の八島も都ならねは若二酋よるはも欠ひるは消つ-^ヒ 
仍ふをて、妇のれのみくだけてビいふ^ クらねらる， 
f 息者〕六帖の火をよめる歌の中に 第五 首めに此歌入れか、腰の句 a るは きえよ 
るは格えつ、 とわ 欠六帖はすべて打開のや5に番て別て作潘をしるす乙它た 
しかならす、 7^ しは作者は後人の咨き加へける 1C やと省みゆ•然るに能宣朝臣 14 












、正曆三年八月九日七十一歲卒す € ぁれば、延喜二十二年 It 生れれ*^ € みゆ、六帖 
代名忠審み〇ね友則な於貫之同時代0人の歌は大か龙誤なぐ作者をつけた久 
S れ於天 M 以後0歌人の歌•一つ4み欠 wlt 、 能宣朝臣の歌のみ%らばるべきも 
い於江どや 、 Jr 之は至老1^て天鹿の比までゎ$^いへ於访、天歷のはヒめ^は格 
令卒せられし X るべし、六帖の歌•の中 It 土左日記の中の歌の乙$なぐえらば 
れれれば、げ It も承平の末天 ® のは b ^ な於までの歌於も入たみゆ、 S れ色 
其比能宣朝臣二十歲ばか-^なるベ，ければ今す^し不審7£き ltl ±3> らす、今«詞 
花集 tt 能宣朝臣ビて撰びビられたればぅたがふべきならね於、&川0.歌を兼輙 
卿と TP ベる たぐ a \ t なす^へて後人の耳を妇どろか t ±? <■ のみ、 

藤原義孝 

謙德公三5}、從五位上右近少將恭宮權亮、 

• • 

君かため一惜からさりし命さへなかくもかな S 思ひける哉 

後拾遗集懋二江、女のもヒょ$歸$てつか a しける、是 tt 3> a がたかぅけ5人^ぁ 








a てのちの心を s へるな A きのぶまで a あふ事 It かへん命の何 « 格妇ぼえ次 . cs 
しか於も、和みてけ3の心 a 一夜江炉は$て、返$て長き命を得てゎ<まで相見ば 
やと ffi ふ >5をよめ办、司馬趣が rJ とば江ん®!有-一死；或^於太肿紀輕；ノ於篇和^いへ 
る之、 it かよへ：る歟、逢事 ii かへひ € 思 a し命 tt 鳥 0 毛よ.^ 4輕くして、後の命 a 
太山の3£きがととく惜まる〜也、家隆卿歌运あぶ事«虎ふすのへを分來ても歸る 
朝 It 身をや一をしまん j 此心同し今の心を取てよめ S 也、又新古今戀三 ttA の格ヒ It 
まかぅぞめて朝|:つか玟しける、廉義最き0ふまて逢^しかへはと思ひしをけぶ 
«询のをしく格有かな」之れ玟古今牧友則か歌运命やは何をは露のゎた物をぁふ 
ii しかへは惜からなくに」是を取てよみ給 CA て今の類歌な々^\於いい於1の*>'^, 
は願ふこ^ばにて、 K 萊 It 欲得 e も欲成^$普き S の字 M の字1れらをよませ* 
ちが％な％同 k 詞 な夂下0けるかなの、か r 定は其義全く別次. CN 、 

:眉實方朝臣 、 .. 

嘸 

4 

，峰 • 

小一條左大臣師尹孫侍從定時子、右中將正四位下陸奧守、 













かく VJ たにぇやは.いふきの さしも 草 さしも^らしなもゆる誃ひを 

後拾遺 ®一、 女 U は k めてい ac > かはしける皮有，歌の心 li 我は b めて思ふ心のほ 
於を人にい CA きかせんヒ思へ$/詞はかぎ i あるものにて^ せ ふ心は限6次けれ 
ば、かく S だ比えや H : いふ£ sa やらぬ次 A 芝かあれ wrAJi * >詞の上にのみ心 
得てお名ひの切 It 身 もせ ゆるば-か A . 有 \£ 云事 ?: ば S 1 茗ら b とい ふ心な i 、 周易繫 
擗 It 書不，遊^言'不 il ^ e ある It かょふべし、3て y 、 や«' 、 い、ふ &'e H : 山の名をか. CN 
て0ぃけ&び江袼ゆる1いふ事をばさい卜を^ょせた多、六帖1>:「春きぬミ今はい 
メ5の山へに格ま^しかぅけ i 餞の乙么 J なを s 4 tt いふきの山のさし豸革さし 
名思はぬこ^;にやは a ら ぬ艺れ&格いふ2:い>き它クトけた々、35 葉第四第十一 
に$>か Lsu s ふ It 言 借^!か- c\y 普る格淸濁をかょ tt せ S • 事今€おな b 、 玉 ^^ 
0る1^«こびしヒ思«ましや»、白川のみ0»くむまて\£つぃけ允るち又同匕、顯 
昭云、此いふき山美濃と近江の3かび«る山に»:*ら^;下野國のいぶき山«欠6 
因坤元 儀 出也考六帖云「あちきなやいふきの山の3しせ草±?0か思 CA lt 身をこれ 
し〇 契 i けひ 心から 乙そ S し？ ^琪お のか 思 a ^4 欠 波 t けれ JX • を s * c\lt い> 

百人 r 首吹取； a 费中. 
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きの山^ さし格草 ^しも思はぬ事比やはぁらぬ^ 下野やしめづの原のさし名荜妇 
0か Ma }: 身をややく らん 本案實方歌は六帖のいふきの山の さし 格 草定云歌に 
付て詠3« 1彼歌江妇のがお贫；3 ^ 身を ^ がし0、ビぁれば、此歌江《名ゆるヒ 
讀るな*〇べ しヒ S へ i 、 又淸少納言が 枕 革 子 tt ま Z . とや下野へくだるビいびけ 3 
人に「思 S た It か、 ら W 山の3せ这堪誰かいふき のさとは 〇 げしそ它もょみたれ 
I し f める いぶ— 下野國 は 有 山— 必定 也，猶近江 美 H ひなる 
山皮いふ說は•錢に S ふ稷の實はならばなれ木は掠の木^,いふは同匕、 さしも草 
せ贫革五脅^ a ていふな多、六帖に雜の荜 とい ふ所に さし^,草とて S き 0 歌 於 名 
を 出して、ょ这ぎ tt 後 It 別 It 出し たれ 於、なべて蓬の事 e v» a ならへ$、俗 U ょ贫ぎ 
を 炙治 It 用る U ネぐ 3 といふは， 3 し格革の略はや、與義抄 U いぶきのたけは常に 
次の贫ゅればかく. 1 むな* CS 它ゐれ於、 3 きの 歌の 中 tt 伊吹山なくして爷ゆと格や 
ベ 5 d 访讀てければ-只さ: 1 .$草の 4 ゅる％のなればぃふ£みぇた$、新古今、和泶式 
部【けふ访またかくや S ふきの 3 L 4 草 S らは我のみ名文や波らん^ 


原：道：信 


臣 











恒德公四贝、左中將從四位上 JE 曆 五年卒•廿三歲、 

明 ぬれはくる A 物 S は知なから猶 うらめしき 朝 ほらけかな 

後拾遺戀 二、 女の？？ とょ多 雪の ふ . CS 侍 i ける日歸 $ てつかはしける ^ る S の逋や 
はかは 5 加 «らねと、くる^ま£ふけ3のあわ雪」次亿此歌ならべて入龙久歌の 
心叨る はくる、も定 なれば、 けふくれ W : 又ゆきてあ ttA のたのみ« 今朝ょ $ かね 
て有と いへ 於 及當意のな. ぐ S めが たき It つけて 猶た >朝ぼらけを恨めしき^,の 
に ffi ふ £ 肩 3 し *^$てうき 乙迄の あ. ix ば、 後嬸 しかるべ5事を もい «すしてか 
なし ふ琅人の心の なら CA 皆然な办 、新 後拾逍 tt 「つら か$ し君か心 tt 忘られて 明ぬ 
S 空の うらめしき 哉」右三人同時なる をもて 〇 らねらる歟、 

右大將 道綱母 

兵術佐藤原偷事女長能妹 m 綱法與院入道派家 四男、大納言東宫佛 • 

歎つ A 獨 りぬ る夜の明るまはいかに久しき物 V 」 か fi しる 











百人 r 首攻取抄积中 , i 


拾遺®懋四ズ道 is 政まか- cv た.^ け5. に、 門を±?をく?> け、 れ wr ^ ちわづら aQ £ 
S S 入て侍 i ■ければ讀て出しける£有ズ遨攝政は兼家公也、歌の心は門？: ぁくる 
まの久しかぅつる€.いへる It あた6て、さらばわが獨寢の明るまをば猶いかばか 
6 久しき物 皮 か思 CA 芝るヒ SCA てビぬ夜0有を 事 0次に恨たる心也、獨 W る夜の 
夕しき It くらべば，門をあくるま何 li >& か待うからん€ぃへ名«ぅ、-羽の五も匕1 
心こ％れ多、兼家公の返し「け It やけは冬の夜ならぬ棋の戶 も遲く明るは くるし A 
6け-^庇返し かげ K * ふの日記 It みえた.^,伴の日記は、かの派家の之のびてかょふ 
間の乙といもを、道綱の母のかける也- 


儀同三司母 

從二位商階成忠女、 後抢逍 高 丙 侍、依同三司中關 白道隆公息伊周公內大臣正二位、長 

德二年四月濟事左，，遯太宰府；同三年四月歸京•號帥 内大臣自號•儀同三司葬從一位 i 

名； 

泰 

' f 

わすれ L の行末まて’はかたけれはけふを限りの命 S も かな 
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新古今 il 三、中關白かよ；5 そめ恃 i ける比笆有、中閲白 ft 道陸公な$、男®&0なら 
S 、 打つけのほ於は2)かぬ思び有ゆ ^に、行末 かけてわする ま b きよしい びちぎれ 
於も後にはうつる S やす5事世の中の例な. C / よ$て今我中の たのめ洛末うたが 
tt しければ、只今人の心のか«:ら W うち tt 死なば令と よめるな - CV 、 命 ばか. CN 惜か s ' 
ネの なけれ^ 、 人の心のか a る世を みひ Z.5S のうきに よ多 ' c かく a い、 久後拾— 
集 U 和泉式部 「こよ； SS へ ? > らはかく乙を思ほへめけふ茲ぬ まの 命€も かな、き 
衞門 「6すならは总らる、身に成ぬへしけふをす乙3ぬ命€も哉庇二首似たる歌 
な- N 、 新古「わすれしの言の葉いか It 成ぬらんた のめし 暮 «: 秋風 そ 吹く， |固わ すれし 
の人たに i tt w 山路哉 S ? は 雪 It ふ.〇か« れヒも j 右ふた. c \ の 歌 «: 人の ほ窆 歌の ほ 
ど荜に 0きてよめるやうも«1たれ^ |類とす、 

納言公任 ， j 

小野宮太政 大臣 實賴公孫、三一條 太政大臣賴忠公子、大納言正二位、 

瀧の#は絕て久しく成ぬれ VJ 名 こそ 流れて 猶閗ぇけれ 










百人一首坟覜抄怨 • 


• -- - ■ 

拾逍级雜上、大锻 ^ftt 人々6またまか y た5け5*^、ふるき}1をよみ侍$ける^1|て 

-羽の句漉の糸は皮あ夂千 a 集雜.上 R «^ やま{て入られ^る访詞咨同 bs ま It 
て五文字今の如し、河海抄云、大锻寺取愆記日、正子內親王、 S 、 女承和七年十二月 
入逬、腿1、和 i ! i 觀十八年二月廿五日以 a 嵯峨院参大逛寺^為和太后ノ命庚請*嵯峨院爲，， 
大亞寺.之由奏狀見 n 竹家御銀；應和四年二月甘三 Q 御亂日、砻左大臣チ於前〕定諸泰別常チ； 
參議 m 信朝臣爲矢®寺別常卜；元亨释甞云、释恒寂者天長帝第1 f 子也 rl - 以„莊田資^; 
捨 n 大煶寺；大逛寺漭弘仁帝之故宫也、天長太后改爲„佛寺 f 寂造 k 六彌陀像チ；又 E 諸經論 
等；寺供惯额皆寂之所 is 也#、恒寂は恒 i * i 親王な5、大逛寺は昔嵯峨天皇のまし< 
て瀧を作らせ水5:-お£して叙费有し所な3、炎觀の末寺々、公任卿の膊までは 
猶其瀧のかた«殘 A て水の流れは絕しによ i てやくよまる、な$、水のながれか 
れはてぬれば瀧の音乙そ絕たれ於％、仓の加み S がの上皇にもてはや3れたてま 
つぅし名ばか$は今にな•かれて閗ゆる事を感 b * る心な. CV 、 ながれて^; sa 聞ゆ 
ると S ふ皆瀧の綵«5、瀧 S へ^くわれば人ビして死後のよき名を殘 . S ぃらんや 
の心 / U y るべし、後扮逍比4大覺寺の瀧殿を見てよみ侍々ける、赤染衛門一-あせ It け 
5今た R 加、る瀧〇せ0はやくを人 ft みるへか i ける」山家集 tt 大锻寺の瀧殿の 












石、閑院へ，ぅつ S れて跡なくな3ぬ^聞て、見^まか务て赤染が今だ代か、$皮よ 
みけ/1を乡妇 名； S 出られて「今た代 名 か Vi と s びし瀧つせのその折まて H : ひか 
しな6 けん」又後拾遺集 It みまさか 0 守にて侍 時、 獅のまへに石た1:水せき入てよ 
み侍ける、藤原兼房朝臣 f せき入たる名こをなかれてとまると格絕すみるへき瀧の 
糸かは若此卿をこ、1:妇かれたる«前後あま6女がち«る故なるべきはや、又此 
«7-歌の21を紐人において交なき故歟、 

和泉式部 

大江雅致六上東§:院女房辨內侍，後爲..和泉守道貞襄仍珑•和泉式部： 

* % 

あらさらん此世の外の思ひ出に今ひ VJ たひのあふよ/しもかな 

後拾逍戀三、心地例なら中侍 i ける比人の格と^〇か a : しける、あら含らん «. なか 
らんといふに±?な匕、此世の外は來世な多、今の世を昔江なして、過^しかたを思び 
出 Alt 思 CA 出て ぅれ L か &■ む事 a 、 fc 7 P ぶ Alt 今 一 れび相み1/こ i 0みな点、3¢人 
江あはすして死なば殘おほくか^:しからん WS ふ心 It てよめ-^、陸士衡歎逝赋云 












石人一首 ISC 奴抄铂 


6 S らむ後忍へとや釉の香を花橘に定\珍ぉきけん , - -1 


よめ*^、新古今「3> 


紫式‘部 

中納言.兼輔曾孫、越前守從五位下藤原爲時女、上東門院女房、後爲。右衡 ra 佐宣孝^生” 
大 K 三位” 

. 1 0 

めくりあひてみ t やそれ 、、 j も わかぬ まに 雲隱に L よばの月影 

0 

新古今雜上、 tt やくよ- CN *>& tt 友だち It 侍5ける人の，年比へて行あ W たるが、ほの 
力にて七月十日此月 It きほ W て歸 i 侍. cn けれ kr と有，本歌「忘る«よほ£は雲キぶ 
な* w 空行月のめく多あふまて」 ( a » a ) z . れ It てよめ-ねら tt 友だち It 年七へ 
てわ a たる、誠 It 空行月のふた、びめぐ i あび^る•か zr と L 、3 れ於^ばしの對面 
1^1てわかれければ、かれ kt 名£みし人加あち W か€見4さだめ«心を、典夜01折 
し4十日頃に1:よは過る比-!»膝れして入行く U よそへ^5、心ら tt なる•かを^な 
{な$ぬれば面影&かは S 物なれば加くいふ心^ 5 有べし、月の ^ぐると よ J ま、須 
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彌の半腹をめぐ多1:又東方 It 出ヒ說ける經文 U 依れ右兩女 aA 0 il 於\又歌 
%心 0 かよふ所あれ kr 一所 It おかる、歟、 

sc 三位 

質子、後一條院御乳母、故叙 H 位；爲•大甙成章囊仍號■大成三位； 

有馬山猪名0さ-^原風ふけはいてそよ人を忘やはする 


後拾遺戀三、かれ—-な S 七€この、 i ? ぼつ 
有馬山は有馬郡、猎名野は河邊郡はてとも 

^ Jl * v*t 汰フ 4 r ダチ X ヤトハ十クシナ 

者有間山夕霖立宿者無爲 j これを本とし1: 
猪名野の篠原を我身 It なすらへて、男の物 
^す江たとへ、風^$ょほ3れて篠のそょ 
&でそれよ定同心し^る詞な i 、 A を心す 
おぼつかなきはこなた It も同し事ぞ迟い 
€ょめ-<^人^6玟でひねのぅちの±?もふ 


かなく X ど S びた5ける It よめる€有 • 
It 津0國な A 探薬达志影鳥妒かぼ乎漱 
〇卜けよめるか、此歌有馬山を男 It よせ 
s ひおこせ^るを有馬山よ6風の吹 fe 
ぐ心をもて、いでそよ^つ >けた$、心 a 
る、心 tt なけれ於格、久しうあ CA みねば 
ふ心な5、街葉集 U 餺俋をおぼつかなし 
1とはれ«幺ぃふな3、历を山^方>£へ 


百' A 一ぞ吹奴抄舫中 


四五 
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た a 歌鸹 葉 R おほし、此歌格あしく注じ來れ久 曾极好忠 が歌 ft 「す tt へす 5小笹か 
原のをよさ & U 人^す S へき*^か心かは」六帖『ことは-0\や恨5こ€も秋風のをよ 
—- 获のは ii ? fi?$J « く」古歌釉中抄『信濃なるほやのす、きも風吹けはそよ-^ 
S こ夺か«まほ.しけれ J そよといへる^乙れら4同 k 心«之右大成三位は紫式部 
がひすめなるを袼て次に±?かる、 

染衡門 , 

大隅守赤染時用 女、 仍號■赤染銜 ra , 實，兼盛 女#、 
l 迫考〕紫式部日 fatt 云、皋周は史記の文帝の まきを ぞ よ 1/ 次るべし とかけ5、 是 
後一條院降誕の時にして宽弘五年 也、 此擧周«大江匡銜朝臣の子 ItL て Bn 母は 
赤染術 ra な i 、 3 SE 弘の比 it や中年の女なる斟明けし、後搔逛您俳諧めのとせひと 
てまてきた- 〇\ ける 女の乳の ほそ {侍 $ければよみ 侍 - CN ける、 大 江匡銜朝臣『はか 
なく 2 思 a ける 哉ち もなくて ft ?± の家の めの S せん £ は」返し赤染衞門「 3¢ わ. 
らばあれ やま S 心しかし Z . くは - li をち It つけて あらす斗至此歌 ft 擧周朝臣の 
ぅまれける時 It や、彼滎花物語第三十 Q s oli やしの卷の終 It 云、〇ぎの6 



















$ 3 まと 4 ま *-^- 有べ し見聞給ふら/ tA 这普つ け 給へ かし笆 、此詞跋 It 似て 
海毒五年二月まで 5 : 記して、赤染衞門は乙の卷にて维を絕 けるなるべし、第三十 
1殿上花 m 怒 )4 海錄五年^;長 元 二年 ミ三年の 記を^, らして 長 元 Z 年よ $ @は 
. b めし笔みゆ 、赤染此卷 R いた 多てもつぃけ て か、 ば 年記 3 だかなるべき ^ 也、 
3 るを 此卷よ5出羽辨の歌初て出 たれば、^，しくは以下十卷は出 乳 辨のつ >«* 
力け る It や3 れ 於赤染衙門 a 猶も長久の頃までな•からへ有し こ^はみゆる 乙 
它有後拾遺您贺匡 房 朝臣う まれて 侍け slt う>ぎぬぬはせて〇かはすヒてよ 
^5、赤染銜円返〇上にのほらんまて格みてし哉つるの卷衣年ふとならは商し 
七夜 It よみ侍. CN ける「千代を いの* 5 心のう ちのす、.し stt 絕せぬ家の®にを諄 
ける/ 

* . 

やすらはてねなまし物をさよ更てかたふくまての月をみしかな 

狻拾遺戀二、中の關白少將 IX 侍 i ける時、 tt らからなる人 It 物ぃひわた$侍 A け 
たの^て/0»3けるつ^;めて女 It かは. cn てよめる と 有、 rr 門が妹 tt かの ダ將のか 
よふ事あ3しほどの事な i 、袋草子 It みえた$、4:かいかとは物をうた•かひて糸ば、 


首吹 






しためら ふ 心な- CN 、 猶豫 と窨き - c やすらふ€4 *ゆた ふと 4 よめ ぅ、たゆたふ€い 
ふ もため らふ 心な办、爾雅云、猶猷名•形如麽箝登^、註云、性多“疑 is 常居„山中；忽聞％,音 
:即恐1.來寶 之、 #豫上 fe 久之無人然後敢 下， 级叟又上如恥非 二、 故今不義者稱-猶豫 * 焉 
1ね日_西人&犬子|爲<猶、犬隨久行每豫供前=待久、不紐又來迎侯也、乙れは兩義ぁれ於 
も心はおな b 、歌の心たのめ s きて乞次6し人の言を、 始 よ-^僞 S 芝ら ば中々猶豫 
せすしてねぬべきものを、まるヒ僞定かねたるま、 us ^ p えねすして いたづら It 
月を 見あかしつ るよ ふ心な- CS 、 素性が 有 明の 月を 待 出づる哉とよめ stt 栢似 
たる 也、右二#、 かれ-^«る男 >£* のめ V 乙«男^代_<.つかはす心似たるをち 
て 一類 ^す、 

逼考〕馬內侍集一 K 、 z . よびか33:ら^こんとてこぬ人の格^へ「やすら liT ねなま 
し％のを3よ ie てか^ふくまでの月をみしかな」又.同し餡^人かたらふ S 間給 
ひて、中關白「むやしきはぬれ«人 X き染川のか、ら«釉名くち；4て«へし」又中 
關白妇はせん€の給びてまへわ■た.办楢の.かき-^をらせ過給ひぬれば「こち風 It 
‘之の.み.戈.る.くて橘.0,允のめ1事のすき«めるか«」後拾逍橥戀二、中の猢白女の 
許よ y 曉 It かへ4て內 U ネ s らでせ ua な•から歸.侍5付れば、馬內侍『曉の漭は 















小 


:枕 ^ 從けるを草薬のう へ £ な It 妇格ひけん言た雑二、中關白 かよ wa しめけ る 

比よがれして侍- CV けるつとめて、乙 iCA tt あかし•かたくて Z1 そな於い ひて寺6 

ければよめる、馬內侍「獨ぬる人やしるらん秋のよを苁かしビたれド君江ジけク 

■る」てれら皆中關白の馬の ft 侍に通 W 給へる證な多、赤染馬內侍ビもに一條院皇 

.后宮 It まわ$0かへし人の中|:、內.侍名名たかき歌人«れ，於、さはる事3>る5>し 

.たな^ R かは$て此やすらはでの歌よめるか、系11に赤染が妹を芝るせ sttz . 

の詞® U つき V- 窖たるなれば覺束なしぼらから ^ S へる は女友達のへだてな 

きを S へるかた％ぁるべ{や、其うへ後拾逍集雜一、中關白少將 It 侍6ける時內 

の御4のいみ比乙^>るとて、月の，いら«3き^\£急出恃$ければ、つヒめて女に 

かは 61 :逍はしける、赤染衞 E 「入ぬ皮て人の急し月影 tt 出ての後 7 P 久しくそみ 

し」もし眞實の妹ならば、此歌の詞喾 a 同し人の やう ttlal ゆれば はらから它逬 く 

べきに f I ればおして妹 d ミ sst ’ sr 深く考ふ 

べし、 . 

式部內侍 











和泉 守 橘道 貞女、 母和泉 式部、 仍號 a 小 式，部； 上柬門院 女房、 

大江' 01 いく野の道の遠けれは また ふみもみす天のは したて 

金^雜上"和衆式部保昌 It ぐして丹後の國 U 侍 ii ? る比、都}:歌合の有け2は、小式 
部內侍歌よみられて侍け5を、中納言定賴局のかた It まう•できて、歌 ft いか) 
せ S せ給ふ、丹後へ tt 人つかはしけんや、つか3はまうで乙申や、いかに心もとな { 
妇ぼすらんな^たはふれて立けるを引きビぃめてよめると有、歌よみに皮らる^, 
は歌よみ It 欠らび取て人數は入れ 、 bsv な i 、 是は常 tt 小式部內侍•か歌 

のよきは 

母のよみて象さするな於世中^$ふ1迻0有し故代、定賴卿れはふれご^スかく 
tp へるな i 、 そ z . ltLi : かくよみたる歌の私く出來ければ、漿て世の人のうたが CA 
S へる口をやめしめいぼく S ふばか. CN なき物な久定家卿云、小式部內侍和泉式部 
が一子 U てか^ち iitlt すぐれ、また5 く野の道€よみけん時の^ぼえ3こそ恃け 
め€いへ多、歌の心 a 都よ$丹後國へ下 s lt ft 丹波路を經るな办、丹波國 It 大 江山 
あ免幾野3>3、大江ヒいへば大$なる山定聞±、幾野ヒかへばいくばく遠き野裟聞 
ゆるな多、此二〇の所0丹波路に L ち有けるは、內侍•か爲 U かねて天のなせるやう 


- "I - » ■■ -> ■ 1 ■ , ■-■ .. . い --—* f 匡 ： - --■ ■ " ■ - ■ln^mfn— - - - --1 - - I 二 ■ltl 













伊 


な i 、 かやぅに遠§ 3かびなれば、母0彼國 It 下$し辞未だ文0かよび S へな 
云心を、やがて彼所のはし立によせてい a かけた. CN 、 橋立の名3へ又相叶へ3事奇 
異な5、風土記云、丹後國與佐郡良方 r 速石ノ異里^有 fc , 大チ r 長二千二百二十九丈^ 
九丈一一尺、是名。天橋立；所謂陰陽二神立^天ノ浮楢之上；是故"得妬名；又名^志又名 X 
志之渡；然れば陰陽の二神の空 U ふみ給びし橋立なる故 It 、 凡人のふみみひ所 ttfc 
ら卞、よ3てまだぶみ$見す^よめる橋立の由緒比3へ栢應せ«-ネの歟、 

勢大輔 

大中臣能宣孫祭主輔■親女•仍號#势次輔；上東 ra 院女房、 

にしへのならの都の八重樓けふこ A のへにに，ほひぬるかな 

詞花春 M 條院の御哼ならの八重櫻を A 0 舉3けるそのを. CN 御前^侍5ければ、其 
花を題 U て歌よめと仰事有ければ皮ぁ6、拾逍に、源宽信朝臣「折てみるか C 4 もぁ5 
哉梅の花けふ九® U 句 a ま S - OV て」乙れを本歌皮し' t よめ- CV 、 ヘ^しハふ It 詩 
し 1 :けふ^ j S CA 八重 1C 九 ffi を對してよみた- CN 、 si:s lt しへの花よ-®今の句 a 











首 « 抄狃中 


のま S れ i と s . ふ心を、けふ九重に笆ょめ务、昔在らのみや之 It みか^ J > まれまし 
けれ於格、今上の德をれ江はま3らせ給ふ•か故 It 、 此御前 It 來6て！ i 花4昔ょ 
-<：> 句ひまされ i ヒいふ心を下|:/0めたるなぅ、此句ひ«:*香には3>ら中、色の匂ふ也、 
後拾逍に履冷泉院御時后©宮 It て人々翫庭菊ビ云題にてょみ侍 . C ，ける、大藏卿長 

長朝まだき八®吹翦の九蜇にみゆるは霜の i ? けるな i けぅ/ 

• _ ♦ _ . ■ ■ . 

淸少納言 


..淸原，元輔女'條院皇后定子女房、新拾逍集释敎に法花經序品、淸少納言衾白妙の光 
It まか A 花みてやびも\^く花をかねて知らん」此ひすめの父は行成卿 U や、 

夜をこめて鳥のぞらねははかる VJ もょ！4あふ坂の關はゆるさし 

後拾遺雜二、大納言行成物•かた3¢どして侍- CN け SI : •內のも©いみに,〇ネれば€ 
て- In そぎ歸 - CS て、つ S めて鳥 oNI ^ tt もょほ S れて€ ,& CAfeNI せて侍6ければ、夜 
ふか、-^けん烏の聲 «. 函谷の關の事にや€い040か玟しける.5:、立かへ$乙れは 
逢坂の關窆いへ5ければ、〇かはしけるヒ有、後撰化「天0戶を明》^.£いひなし 








て空な & し0る皮 i の辞かな j 是を本歌とせ$、歌 0 心は行成卿夜ぶかく烏もなか 
ぬ It かへ^しか於も、〇ヒめての文に、鳥の聲，にもょほ5れて定いへるにつけ 1: 、夜 
ぶかき鳥^うけたまはる a 、 函谷の關の事 Itz . をヒ v » び i ? く多しかば、又使$:おこ 
せて、3化«:あらず是«あふ坂の.關の寧なうといへる心は、6ふ夜の鳥の聲^ょ5 
て我 tt 歸务 W €の心な久ょ办て鳥のそらねに.なすらへて、人のをらご€するをい 
へ多、彼函谷の關守1そ11心±?^か^して，鳥0そら音を笱 $: 開しらす^たづらは 
間の戶明て人をゆるしつらめ、今茇元はは人のたばか5言ビょ办て、あふ坂の關を 
ぼ欠ゆるすま k き^いふ義也、おろかなる女 tt 男の乙とょき It たば•かられて、わふ 
ま k き人にあふ, p のも あれ 於 戈 我は S やうは空 zr とする男などに tttt からる ま 
b とな办、枕萆 子にい ^夜ふかく 侍- cn け 3 、 鳥の 辟は 格う S う 君の事 It やビきこ 51 
たれば、立かへう筮甞君が^ 玟鳥はか /1 こ<くわんをびらきて、三千の客わづかに 
§れ1 皮、今云 «?> ふ 坂の關の 事な. oi あれば、夜を z.'8> て 鳥の そらねは！ ^「逢坂は 
メこ灸やす 5關なれ ば鳥は次 かねと明てまつ€か t れ返.歌也、此 行成 0かへ L を 
名 ' t 今の歌の心を 斟酌すべし、 史記 vt 孟甞君は 齊國の人な >、秦化 行て 昭王 の栢皮 
な- 〇 しを，或若之を誕 言して‘ 殺 されんヒせしかば、秦の國を ^ げ出むビて夜架く函 










谷關に S * る、彼關の習 1 :濉のなかぬ限 $ tt 闕の戶をひらか. tz . v \ t 孟甞君が客 
三千人免れがへる者の中ヒよく鯓をまねぶもの有^^鳥^^くまねをしけれ咗外 
の艱乙ビ^-く嗚ける It 、 關哿ま fJ ビに夜は明た4它思びて闕の戶を S らきて孟 
苷君をに_がし«€$へ$、文選西征賦弓函谷左右絕岸十丈中容/車而巳、注牵善日、函 

谷，谷名典谷、 P 商、右三竹噹座 £i よめ £ 名歌を一類とせ夂 . 

• - . 

左. 京大夫道雅 . ‘ . 

帥內大臣伊周公-^從三位、 • 
今はたム思ひ絕なんはかりを人つてならていふよしもかな 

"後拾逡想 三•伊勢の齋宮わ ft i よ $まか6のほ6て侍- cv ける 人^、 芝のびてかよ a 
げる事を rfe ほやけもき I しめ L て"ま％-^めな^〇け3せ給びて^のび It 名かよ 
«' すなぅ It けれ W : よみ侍-^ける、齋宮わた $ よ*^のぼ*^て侍ける 人€« 、すな li ち 
三條院第一皇女常子內親王な6、後撰敦忠歌 It 「いか It し1:かく思ふてふこ€をた 
に人0てならて9比かたら1/茈歌を窆れ5"かく事顯れて守る人な仑付らる*、上 










5ふ1言をた^ 人傅 1^ ぁらすして中すょしもが «^ 也、をれだ ^ 人课ならで«:問 
え S すべきやうなく、今一たび御猓をだ k きかぬが殘ほく悲しきよ. CN かくは 
よめる 也，此人乙0御事 k つ きてよまれし 秀歌 於 も數首 集 It 入て見えたんいたく 
思 a 入られけ3故なる べし、 詞花集 U 「よをなから あはれ S いはひ 1 とよ i は人® 
ならて v ' ヒへ とを 思ふ」是は今の遒雅の歌をお^, a てよめる衣る，へし、 


百人一首玫觀抄卷中 


trKtt; 抄费中 



























百人一首玫觀抄卷下 

* 

• - 

僧契冲撰 

權中納言定賴 

公任卿一男正】一位、 

朝 ほらけうちの 川霧た え^-にあらはれわたるせ A のあしろ 木 

千敬集冬部、宇治 k まか5て侍うける時よめる^6$、が b ' 9は冬川 It 永魚^云も 
の i らひ定て木をたて W きを入れ、あ bn : 笠と S ふ物を6て、、夜々はか> $火を 
皮 7 P してかの CA を、よせてビる物な5、田上宇治尤是 It 名ある所也5$喜式の內脑 
式云、山城近江國氷魚網代各一所其氷魚始„九月^:+ ? 1一月三十日^^:^|ぃへ$、字治 
ば山も川も典ゎる所ダるら夜のほ仑の^も朝ぼらけ^^ればやう-^-たえ^\ 
It 成行隙よ6、せ ilt かまへたる網代木のあらはれ出てみゆる S ま .3 びしう名 


is 







かしぅ 达見ゆ る眺盤をみ るま、によまれた- CN 、 霧は秋 •$: もビ 、すれ ^ネ四時 It た 
0 4 のな$、 乙 € tt 冬 a 秋の名.殘 It て猶ぶかくたつ故 It , 紀友則は 「ゆ ふ 5れ «3ほ 
の川原の河霧 It 友ま皮はせる千鳥嗚な $je ls )^% よめ-^、 いは む や宇治 14山© ふ 
\£ z . M : ii 水な*>れて镲の外よぅふかき故 R 、 源氏物語宇治の卷にも、嶺の朝ぎ$は 
る、よなくて X 於かけ.. CN 、 海策第三云-柿本朝臣人.麻呂從，，近江國，上來 Br 至パ宇治河^ 
作歌一哲 『 i 乃部能八十氏 S 5 J : 乃阿白木爾不辦代經浪乃戒'^:白不^」是を 取られけ， る 
なろべし、右兩人 a:' 前後又3>ま.^代女がち«れば隔らる、心歟、 

〔道考〕霖は審 SR 名わたうてよめ AW 漉銥笫十漭雜歌、又風雅.集.春中人九酿辦 
爾之怒怒爾所沾而喚子鳥.三 M 山從喧渡一新拾逛集 S 後宇多院御製「赖飼舟う 
きて舞の見えゆくやたク川霧の絕問成らん/ 


源賴 光女、 本名乙侍從爲矢江公資妻；公資爲知摸守；依之號 fe mr 

* i • 0 0$ » 

恨わひほさぬ袖た‘にある物を こ ひ* CIS なん名 こそを しけれ 












大 


後拾逍铙四、永承六年內遮の歌合は皮いへぅ、後袷焱院の御時也、歌の心.5'、ら、み、ゎ％ 
は〇れなき人をかへす（恨て後佗はて W 皮いふ翁也、是に年月へたる心 Z . せれ 
办、年月ほ3ぬ釉の.5たづら^朽るだに2>る江、名を3へ戀にくだ3ん1ヒの惜き 
と也〇れなき U 戀死於人にいはれん、ま之^は名を朽す理$な办、袖3へ6る 
名のを t よめるを釉«朽やすき 7 P の成 It それ3へ朽すして有をと心得たる注* 

5、 ifJ ゆべからす、愚よ6四首は又歌のや 5-7 PA ちかはれるをま b へらる、心歟* 

» . ^ 

僧正行尊 

三條院竹孫、小一條院孫、參_從三位源基平子、三井寺回滿院笫一 1!]: 、天台座主、 

ろ共にあはれ VJ おもへ lil ' さくら花より外に^る人もなし 

金葉雜上 、大 峰にてお^>ひかけす樱の花の S きた- CV ける 5: 見てよめる^;有、大峰 It 
行渚の s たる^入を順の梁ビ$ S 、 秋入を wr 逆の梁ビ s ふ、是は順の峰の時な$、此 
思 CA かけす w 布を、卯月ばか i の乙どか^いふ說免からす、是は深山木はおほかた 
常盤木にて^巾 It 、 櫻のまれ It 有をいふなぅ、 S れば此み山木の中江樱の CA £$^ 












周 


てる 花 4 友ビすべき物なけ-れば我よシ外0知人あら泛心れも/また見られる竹す木 
3へなければ、花よ6外の知人なきこ€を、諸共 U あはれ^ i ? もへをはよみ給へう、 
上の與風が歌^、誰をか％知人代せん、ビよめる5:思ひ铪ひけ3^や.定家商たのひ 
かなその名せ芝らぬみ山木に知人欠たる松と杉ヒを盔此大僧正の歌をふみて松 
杉を知 A ヒ - J : みたまへ务、草木鳥けだ¢0歌のやう It . よ办て皆人といふべし、源氏 
物語 It かしは木の右術門•か女三宮のねこを S - して格いづら此みし人ヒいへ多、 

防內侍 

仲子、後冷泉院女房、葛原親王八代^周防守平繼仲女、故云。周防內侍： 

k • . 

春の夜の夢はかりなる手桃に♦かひ^く^; A む名 C そ惜けれ 

. / 

千載雜上、きさらぎばか、-^月のわかき夜、一 V 條院 lt < A > あまたゐぉかし - C 格のが 
な於し侍うけ5に、周防の內侍ようふして、枕珞*>なビ之のびやか江5ふを問 
て、大納言忠家乙れを枕 Iti てか CA なをみす®下よし入て侍- cn けれ W : よみ侍 
5け5-ビ6\春〇よの夢は夢の中^も过加なき^、ロハ今のたはふれた>仑0褰の 











2r 笔くな公芒いへ^4、世0人の口の3がなけれはこれょ-^名を皂れてらるべし、 
寶琪なくし<6•た名のた V んがか a ^ t ょしなヶ、かび5:ぐ£いへるすなはち肘 
を1めてょめるす办、或說免か心得るは歷ならずといふ«-扒加^ぞヤそれ«なく 
物の名へるかへ- CN て妇かしく開ゆる功のを、源氏物語常 s £ i 、 办ふぎを硌れま 
ax がらかびなを枕 It てうちやられたる觀ぐしのほ於 s 皮ながく Z . ちたく a あ 
らね於 s とおかしきすそつきな多、總角に、姬君物妇もふ時のわ次^聞しう^、ね 
の'御さま0-5€らうたげにて加びなを枕江てねたまへる^^浮舟江、君1±かびな 
を枕に' t : 火をながか*5まみがみの：ほれか、.^たるびた s つき一 r 乙れら歌な 
らね於、うたて**らばた CA くいふべからす、いはんや今 tt 立 s れたるをや、忠家卿 
かへし一^ヶぁ办て春©ょふか5手枕をいか\か31く夢化なすべき」詞沓江手を 
a し入定いはずしてか «■ な -ir*^ し入と s へる、二贫©か at く R: 肘を立入たる ^: 
を顯すと也、右一一首春の歌なるを名てつ V けらる V 欺' :-:——： 


三條院 ： •. 

第六十七代、膊居4冷泉皖第二盔子、母贈氣太，后超无宽弘八年.十二艿‘即位、在位五今 












長和五年 JE 月讓位、 SC - 仁元羊1 j 月出家、法名金剛淨、同■五月 A -, fl -- 綱四十二歲、パ 


r _ • * ♦ ♦ 

咕にもあらてうき世になからへは戀しかるへきよはの月かな 


後你逍雜-^れ&ならず妇^.じ1レて位»^.むと思レ.»しける頃月のあか\$け. 
5:を御资 bv 匕有、心にを 2>; s - で^^今撕公や‘ ul .' i >て&を3:らぜ^ gli ;>^^: 
て格空しくならせ給はんヒ fe . ぼせ於、3^ : ^:くて©.0-外比5:.がらへたまはレ€有 
心な久御心のぅち代位5:-3らせ給«/1史おぽしょ4犮れば、齋中の.月を又はえ御 
篼ずま^き^恐召35、故^、您しか5べきヒ比1ま也捨ん1い‘ヶ&-たまふ後 
宽算供奉定$ふ僧の踅0ぎまゐらせて、御目も御贽せられ次るょし大歡 1 ?:- 4えた 
然る 1 C 月を戀し加るべき物 It 兼て名'ょませ給ふは、其前表めきてまて^かな 
しき御製^' 6 X 詞花集秋部に、月を御鍺して讀せ^-けるとて^な b みか^「秋.にま 
たあ a んあ a しも免ら W 身 ttz . iatt か-^©.月をた^見ん』是もまた御心地例な 
ら«ほ仑.4 くのむ皮く^ a * しめしい il : よま* , 給へる X .-3.' べし*右一一.首共 It 月の 
お洛し K ? き夜 U つきての歌なればかく c > らね k る.、欺、此御製詞皆にも狄€いは 


於秋 


れば、欠 


















虽考〕 榮花物 SS 玉の むらぎ く It 云，うへはよ^:づの乙皮 0 中 It 铤 しめ 3 るべし， 
お办 3せ給はん乙它名ラちなど 作-^ 出られ ば、 その3はう KV 皮 思召しつる. に、 
かへ す-^ 乂ちをし ^ 、 se なやましく思しめ さる、 ii e , いか It せましビ思し 
やすらはせたまふ£はすの十よか月5みしうあかき代、うべの御クぼねはて宮 
の^まへ U 申3せ給ふ『心は4あらてうき世江、からへは戀しか5へき夜半の 
月哉/長和五年正月十九日御觊位、東宫に a : 式部卿宫ぬ3せ給 CA ぬ、二月九日御即 
位な-^ ^ 溃輔朝臣袋草子 It 山 科抄を引て一 K 、 三條院御心地よろしか & けるひま 
tt 月を御赀して"心 ほを き乙皮 XK ]. 欠 S せ給 a ければ、皇后宮のよませ铪 へる 
御歌^ r 是は宮の御ま人に申3せ給ふ^いへる？:見わやま-^給ふ It や、榮花物 
• 龉の/ばをもて思ふ It 、 ふるく冬の月«いむ^ Isa ならへる^ tt すの十よか 
代し％.^ ■ を御篦 b て、心 ItTP あらでうき世 € よませ給ふて宫の御まへ tt 申 S 
せ給ふ、誠 U 心有べし、帝の御國ゆづ A は御心よ-^出たる U はあらぬ事あら aU . 
芝られて悲しき御述懷の御製な. CS •後拾逍集雜部 It 入て•詞嘗は例ならすおはし 
まし 1 : 位な於さらん它思召しけるとか-^れしは•通俊卿 4 ふかく心を用びられ 
おる so 見欠た办、大銳 U 花山院の御遁世を始終 s へ S も此類也、 1S 倉天 m 升遐 8a 
































首坟奴抄铊下 


あらす、住捨て出るな6、詞花集に山家月を よめる、 源逍濟「淋し S に家出し g へ & 山 
里を.1よひの月に思ひ€ま$«」乙れ^て心得べし、又定家卿も乙、の歌をと$て 
「秋よ た\なかめ捨ても出なまし 此里 のみのタヒ思は->」€よみたまへながひ^ 
ばビは 、允い みれ kr 乂 5ふはぁらす、心12:思ふ亊3>る時^、心を入てっら^-みる也、 
月花の歌な於にガ只みる事な点と思 a てみ一〇皮いひて1¢葉のたらぬ時ながひ， 
S はよむべ加らず、心づか a すべし、右二人共に法師江て歌, p 上手なれば一類ヒし 
たまへる歟、又次氏今一首秋の歌なる を 一類 ヒす、 


大納言經信 


敦贲親王 曾孫、中 納言道方子 也、 太宰權帥二位、於筑紫雜 、 


夕されはかご田の稻棄お w つれて，あし©丸屋にあき風そふ 


•金葉秋、師赀朝臣の梅律の山里 tt 人今 まか $ て 田家秋風といふ事を ょ ^ るヒ有•夕 
されば£は萬葉集の古語 X 久夕去者と# 久 假名代替る所 It は由布佐禮婆^! 有， ■ 
B : 多分 範る听 に S たれば、 昔は K をすみ婆を® 5 てい/ るに令、漦 fe 笤、次 fe 

























15、又* 3 らば秋ばなど％よめ. CS 、 第十 tt ®?^? 1まか親^齡ダ駆抓齡封 r 
來 j 是 a : 春はき It け- CNS いふ心なる代よ- CN 、 新古今に tt 然あらためて入られた A 此 
外か k る證おほし、^か，れば是になすらふる it 夕のくれば£いふ>$にて、夕 lt 5: る 
をいふ也、又夕去來者と v > へ るは、夕去を ia : 夕な k く雜 US して、夕0<れば足 
いふな i 、 歌の心は a 家の夕 5 r -€ CA . くる人％なき^'、ひ迖$秋風の音づれくる時© 
感俯を$へ- CN 、 まづ門田のいね It そ上めきて後*しの九屋にふきくるは、人 VJ 皮ふ 
時 It ビ4なる人してせぅをくい a 入て、主人«あとよ6入來るが 2rt し、先逍 S 和風， 
報•消多賴敎2啼鳥-說*來由セ作れる心代似れ多、心なき風江心を3>らせてよめる事、め 
づらか江して戚も又ふかし、是も秋0夕をよまれ龙るを％て、良遇*>歌につらねら 
れた\ 

• へ. - . - 

赭子內親王家紀 伊..‘ 

祐子內.親王後朱雀院第四皇女、母和宮嫄子、依，，后!! S 號二宮：仍金葉集號 j 宮紀伊^、蒋 
原親王九代孫、從五位下平經方女、依爲12伊守重經妻§8鞀伊； 






音にきくたかしの濱のあた痕忟かけしや袖のぬれ もこそす h 

* . • . 

• • • 

金葉集 ffls 下堀川院の御時艶普合 It ょめる、中納言俊忠「人^れ W 思； s あの浦風 
It 波のょる/^そ sa :- ま JiL けれ」返 L 此歌也*俊忠あ.0\その浦をもてょめれば黾は、 
高師の濱を4て乙たへとす、たかしの濱 tt 和泉也、上句は世の中 It か く れなくあだ • 
人皮い WS は*>る、人皮云心^ 6、 s やぅ0あだ Alt はかもかけあは k 、 かけ 
^«->思ひ0おゆま b きに^ S ふ心を、軸のぬれ 7 PZ . そすれと用意していふな$、 
波を 釉 It かけたらば常に li しわづ.らふべき Z. ビ li .CN な i 、 2s 氏 It 「身をなげ t 崩格 
まこ皮の淵ならてかけしや S らに乙多すまの波」かか b かの詞是を本歌としたる 
ft や、定家卿「あた波の^か L の孩 Q そなれ核なれす a かけて我^び~めや， pte 發句 
は今の歌をおもひたま人る«るべし、經信卿の歌^は時代をもてグレナらる\^、 

權中納 言 匡房 ■ 

大江音人六世孫、大學頭從四位下皋周孫•信戡守從四•位上成銜子、正二位 大蔵®太宰 






















高砂のをのへの樱眹にけり外.山の霞た 上すもあらなむ 

後拾迫赛 上、5 ちの ^ ほいもうちきみの家 It て 人々酒た うべ - C 歌よみ 侍 $たるに、 
遙 It 山の©を绍ひヒいふ心を よ^る€あ 多、內のおほい まうちきみ tt 後二條 i ] 白 
師道公な*^、此高砂は山の總名な^、高.き山の樱暌をめたるを乙 i よ$みむ S すれ 
は，それよ 3乙なた比01きなる山の梁.に、磁の立かくすを佗てた、す贫あ$なん足 
带1るな. cs 物見の tt a : にて^, 我前なる人の立 ふ S •かるを ば制 T る a : 心 Itt な b 、 
商砂€いふ It て 遙.なる事を芝らせ、外山の SI なたちそビいふ R て 钽む心をきかせ 
ナ；歌な$題の心を得たれば、題の文字^ はか、はらすしてよひヒいふ是な办、 

源俊.賴朝臣 , 

. 、 • 

•經信卿 男、 木工頭從四位上、 ン 

, « 

• • • • 

う.力りける 人をはつせの山 おろしよはけしかれ£ はい のらぬものを 

* ; ^ , 

千載戀歌二 、權 中納言俊忠の家 tt 戀の十首の歌よみ 侍. CN ける 時 祈不逢戀 c <; へる 




心を €#、 m の心は我力のかぎ名懋 v 猶つれ 《 き 0 やま « 時は、せ/ L かた5:くし -c 
神 U もほ\£けにも祈6をかく s U , よく宿綠のうすき中 utt 神ほとけのちからさ 
へかなは3-るを、 S のれ於4ぁはす定 S ふ事，な久年月うくつら SA の我方使〇き 
*5ま、に、せ»1:ほ.\£けの力をたのみ1:泊潮^祈る^いへ仑も，猶その人の心£ 
けず、はげし->此所の山お5しの吹ま3るやうなれば、か&れ€«5の^ぬ江 
な ?: はげし S のまさると S ふ心な 多、 はげしかれビはの詞 、山 おるし ^ いふ ^ 付て 
錄 Its へ久はつせ江戀を靳て思ふ人比6へる乙«住吉物語化6れば、典例を4て 
我名祈0 ,5 tt かなは次-^ける心な-^、此歌も題の心をよく得1:文字に|±よら W 令 
のな 久六帖 15 祈- ev つ、賴みを渡る泊瀨州 うれしき 瀨 tt も漱れ逢や皮」此歌を珞て 
住 吉物龉 It ® を tt o せ R 祈 5 i L tt # ws か、 物蹐を本說 はて此歌 tt よ1/ ま k け 
れば な-^拾遺集雜戀に「我 ^ S へは S , な$の神もつらき哉 人の ため ««$ の ^ 3 
6しを」藤原長能歌な丸此歌を.©はれける江やゎらん、似たる心ゎ久 

州原基俊 ‘ り 






























契 SN おきしさせもか露を命にてぁはれこミしの秋もいぬ‘めり 

千 ® 雜上 、傲 都光 52 維 ^ 酋の講師の §r をたび-^もれにければ、法性 寺入泜前太政 
大臣に恨中けるを£め t ? が原 t 恃6けれ於、又をのヒし，れ It ければ、つかはし 
ける e 6ぅ、袖中抄 tt 引れたる ttli 發句 s か It せん下句たのめし秋のくれ4いぬ 
め A i ぁれば、千載集 Ittt 俊成卿のす Z . し改めて入られたるか、光逛は榄少僧都 tt 
て a 福寺の ffrllil ち^俊の S 也、光! S 維摩會の講師の請 It ぁづかるべき比たび^^- 
格れて請せられ次$ければ:!!:(恨を父基俊の法性^殿へ中3れける^£めぢが a 
らと布 し 心は、 S 水觀舒の 御歌の心を取 V 、 我世に ??らひほ ， iju ) i ^ みを^すべけ 
れば猶行末を賴め£いふ 璲な办 、乙©^の垠 はひとへ 1 C 藤氏の^^ の 逍 3 U X ; れ一ば、 
S て法性寺殿へ fi ' 中さる〜な多、かくてたのひ It 、 又のと^^ p もら S れければかく 
は W えける歌なぅ、去年.^ めぢ がはら« のた ま；5 し、 J^VJS のち It かけて たのみ 
つるに、 その rjc ばの ?>だなうし Z . と、 ® の irr うす5むとくにし 1 :、たのみし出秋も 
また 過ぎ侍 $ぬ€ 恨中すな 多、 維靡 #は 十月行はる、事 It て秋のうちよ$講師の 
定格 ある 故、典定 It tt づれ«れば かくいへるな 6、 恨い へる . R はあらで來年 な 


百人一酋吹取抄卷 下 


















































る、 藤1¢基俊 f なら oa R 骄や ^ くら / L と思ふにもね -c こそ 冬の夜を あかしけ^ M 此 
ならなる子即ち光 ^ U なれぅ、花林院榄泔正永綠の 弟子也、 又風雅 集雜 中に 權少惯 
都光既勝義請のぞみ侍ぅける§、基俊 f 乙、のつの澤 It 嗚なるあした〇の子を S ふ 
聲はそら UIJH ゆや j 返し、法性寺入 m 前脚白太政大臣「ょを tt て&子？:思ふたつの嗚 
戡をあ? A れと人のきか3らめや«」乙れらをもて.；？もふ^、此&都いとけ^ き$ょ 
ぅ愛子化1:、併となられて4讁師等の绍たび<法性寺殿へぅれへ屮3れけるな 
又淸水 si 音の御歌は上の贲方歌 tta ける 六帖の〖下野や^めづが原の S し 7 PV.V 十 
お.のが思ひに身をややくら<|の心にて、3らぬだに三界火宅の中に三^の火^お 
のれ钇やけ5:るをすくはせ給は/ LS 0 心«るべし、右三人1;:]時に歌 U 名&る人な 
るをもて一額€す、屮は$匡房の外山の尥なたちそ^制す5歌^俊鈕のはげしか 
れ s tt 祈らぬ^ J ぃふを對して0らねた0 ,^，ヒ人ミ乙となれ^ 、基俊$法性 ^殿へ 
維摩講 W をねがはる k を$て歌の心を2尕た S 歟、 

法性寺入道前 li 白太政大臣 

御觉關白近授五代孫、知足院關白忠 ff •公子、 


人一酋改.取抄怨下 







わたの原こき出てみれは久方の雲井に i かふおきつ白なみ 

詞花雜下、 rr 院くらゐ代妇はしまし、時、 海上 逾笾と s ふ^をよませ給ひける U よ 
める ビ布 、新 院は银 徳院な々、舟はで rJ ぐ^!いふは古歌に か 、る^^ほし、こ皮 
ttis 5® lt 多き巾に第廿 it 系爾波刀乎己岐 ila .# 私胳❿妬浴 5 fe/l 他古ン胁 i ;% 術亂 
久毛皙 多 祭 妣久」 今は A 1' を取用たまへ々、 海上 眺绍は お ほくは磁にたちて.1 f をの e 
む心じよめば、上の字ほ^6ビ訓する心にて一向虛字なるを、是は<1ぎ出てみれば 
ビいふ It て、上£いふ訓の心^ - CN、S そべよ- CN みればなを小岛な^のへだ1:にて限 
6あるにや E $みゆるを、それをも過てこき出ればいよ-^.泥牝と天と a >£ olt 
成てわかぬ ^ I s ふ^を：出井 U まがふ€いへ办、白^ R 波の色のまがふ C いふには 
J > らず、又冲の力は、天 It まがふ心 It て白波«詞 U そへたるほせの^也、後拾^^薇 
旅の歌 U 「限*^なく思しよ6办わたの原舯出て泣き末の^ら很 j 心またく今の歌ヒ 
おなし、海 JK に^レ辦||ナ诞ぬ1^無海、江赋ロタ脚齡^"以ぎ茫ビいへ3これらの心^ゃ、迎 
俊の歌法性寺殿へまゐらせられ犮ればかくはつぃけられたる峨、 
























笳七十五代、雖顋仁、总羽院第一袅子、母待贤門院琼子、保安四年二月即位、永治元年十 
二; J 謎 位、 *: 位十八年、 11:览 二年證 岐國崩 、四十六、 

潮をはやみ岩にせかるふ瀧川のわれても末にあはん、こそ思ふ 

詞花戀 上 、^ 芝らす、潮をはやみ « 人をこふる心の切なる It 比し、 5 ?lt' せかる〜はそ 
れを妨げ3ふ〇物の冇 U 比す、免か$と S ふと格乙 kii なづみて思3やひ机布ま 
b ければ、拊行末 U 名^ CA て 6 はん 皮 fe 访ふ 窆 つ よき 心をよませ給へる&•山の 間 
を流る k 川を瀧川^いふ、漉川は岩 U せかれて水われ碎くる物なれ仑も、終^平地 
に流れ出ては悉くひ迟っ It わふ物 « ればかくはよませ給へ. CN 、 後撰 U 「瀨を早み絕 
す流る k 水よ- CN 4 絕せ W ものは戀 U を^ける」海葉に(十一} f 自萵邮沘初私^齡%レ奶 
念妹不相夕若 ♦; 此二 tr の心を捋てよませ給へ5、钽洱葉集の歌 U 心のくだくるやぅ 
UTPS 思ふをかか。ビ S 3 て、今\£心は同 b からず、又同銀に(四裔辦^起フ£^5 
雖窕塞衣猶哉將描 J 乙略ぅつの sa たつみなる石根をも它ほして思ふ我乙 ふらく 







I TI 人一酋吹四抄怨下‘ 10 

r : ■、 _ II 

UJiiE 歌^%をネて斟酌すベ LTJSCA みては心び皮つをかは^まの水の流れてた乞 
し€そ思ふ j(l §; r 下の帶の迅は 

かた^^"わかる£4行めく- CN て*?^のはん^/そ思ふ」 
e 八)是等4心かよへ6、ふ〇くわれてを心うなく €，云心它辟せらる、は金 lg に「み 
か月の-;?ほろけならぬ戀し rult われてを出る雲のうへよ上 S いふ歌0詞2?に、、 
をわ办^く出て^いふ^のあるを取合て岌か心得た^/也わうなぐは乙ヒはうな 
くの心也、斷の字などを乙ヒはるとよひ％、猝など U て木を心る如く、 tb めをた？、 
して言を 7 P て判斷する故に、て S ばに1:わ〇^いふ心也、今0俗 U 4 sJhh 私孤ミ®く 
は誤なう、5|*.:2澉第十五同十八には£;-等和刺€かけ<^人の戀しさ^內をいづべ^?概 
なきに S づるをわ$なく U } 0 J S ふ、伊勢物 is / flt も二日£いふ夜を rt 、 J ぬれてあ a 
ん€いふ£ぁ-^、 ib 外歌 tt 4 aolc & おほし^は i ? も CA くたけての心た ry 、*. のぶは 
は、 心た > ひミつなれど、思 a くだけて之のびぁえすして、い a 出る、 is 、 た€へば物を、 
妇ほく入たるう〇は物の、たえ t しては * CN 3きて乙ぼすがむ€し、その>ひをりれて 
ビ S ふ、 挺萊に我ひね«われてくだけて e % よみ、^家®薬 tt 切*！ i ヒせ給へ - CV 
今の御歌^4此心をふくませ給へ5€2阳ゅ、紹後枪遗免雜中、從二位游子「湖をは 
やみゎま$て rJ ゆる ffi 川の^ U くたくろ水の白玉」乙れは此御製を^,てよまれた 















るなう、此帝法性寺殿におほせ合せられて歌の沙汰せ有ければ次笫心ぁる歟、 

. . 

源兼昌 

宇多天 csa 子敦赀親王六代森、炎濃守俊®子、從五位下 a 后 S 大進、 

ぁはち鳴かよふ千 J : l の喂聲にいく夜ねさめぬすまのせきも9 

金萊冬、關路千0^いへる乙ヒをよめるとゎ&、發句又は*はぢがたヒ名あ$、淡路 
岛はすまの1111^3しむか；3て沲上$く|1汾^>なければ、独來して千^4.©な久<「 
夜我此 ill ) にて Ii r rJ ばかの方よ6かよひく 3千 B の辟 It ね次めの物心びしきを 
名て關守の上を思ふ It 、 かれは此?1をはなれぬ4の It て、幾夜か此千 BU ね S めぬ 
るざ S ふ^なう、此ぬ访 b はぬる S いふ略龉の心なう、俊成卿 S たち®4きえぬや 
とよまれ、消補朝臣¢5 く世 U な$ぬ水のみなかみヒよまれたるたぐ S おほし、 r ; 
坍の11||に千 B をよみ、ね s ' めの悲しきをいふは、源氏物語を4ミ、する欺、須擠の卷 
の歌に「友ち名ろ^ tt 嗚曉はひとうね S めの床兮たの*し」賴後揞敗鼯旅、前中 
納含 ii £ 家 一 旅ねする夢路はた欠ぬ須磨の關通ふ千鳥の晓の羥兼昌 S して名 1 S 5 き 














歌ょみじ4あらす、只堀川院後度百首の作者江入たるまでなるを、京極黃門かく本 
歌にとられた a は、 Z: と It 思は る、 ゆ ^ あるなるベ.. y 

左京大夫顯輔 

修理大夫膝原 ffi 季三历、從三位、 

秋風にたな引雲のたぇまょりもれ出る月の影のさやけさ 

新古今秋上 、^ 徳院 Ittrtf の歌舉 6 ける時！〇布、たな引は;55葉に ^ ? S と 7P 輕引 s 7P 
かけぅ、 神代紀 には 薄靡 ビかけ- c/^lg のなびくな- CN 、 あつく fe ほふ ®^ a あら t 秋 
風にふかれて 浮 E の£だえたる所^、月のもれ出たるが、 CA^ きは?>たらしく叨ら 
かなるやぅ代お H ゆ，るな多、一天略たる夜の月をいはすして、か、る所をもとめて 
いふがおかしき也、俊賴朗烜紂©や月のくま5:)±の乙ふらん晴行たひ^て$まさ 
る哉」(I梁 r の歌ビ淤氣ぉなしき歟、文選陶沏明詩に、明々 a 問ノ月、灼々^中-^、此初句 
を^访ひてょまれたる献、又月^,,浮雲淺處，明といふ句又®氏物晤に S 隠れたる月 











待 



空の月かけやけさよ办贫ぁはれな i け ir 滞輔朝臣「ひたすら It い窆 a 4 a 1: 
し村雲の晴問.を月はて$まさ.〇ける J 此兩首の心今の歌 It 似た$，淸辅は父の歌な 


ればおぼ51て よみぅ〇されける喷、 

賢門院堀川 

待贤円院鳥羽院蛊后墙子也、掘河具平親王四代孫、神祗伯 M 伸女、 

なか\らむ心もしらす黑髮のみたれてけさは物を こそおもへ 

千載想三、百首の歌奉.〇ける時戀の心をよめる \£ 究これは捨 iattsr 之の歌 It 「あさ 
な^"けつれ«つ4るおちかみの鎺て物を思ふ比かな」ビいふを取て よめ々、今朝 
起別れてい；^しを皮乙の、ながく心するまヒ i 契ぅ®たれば、2ざしみ匕 か、 
るへし^;は^もはね^、只 i 加^$し名殘の悲しき餘 $ tt 、 猶思びみだれてなげく 
な多、長かる，ま玄らばかく％歎くべし、 S か5ベくも芝らでなげかる、がわ$ 
なし ws ふ心？、な•か、、 K 51の緣 t 朝1はこミ亂る、名のな 

るはをへ v ょみたる？、海四 fs 為㈣ Ilf 尝 gs? 配露ぎ S 

百人一首玫取抄益下 















「朝餸投亂れて戀を^ S ろなる逢ょし 4 哉4とゆひはせん/ 

一 

後德大寺‘左大臣 


赏定.公、徳大岢左大臣贲能公孫、大炊御門右大臣公能公子、正二位檢非違使別常、 
郭公なきつる方をなかむれはた i 有明の月そのこれる 


千載 H 部曉聞郭公定いへる心をよみ侍$ける i あ々、 よ CA よ-^待わかして暌がた 
に 1 辟き、つるにお^ろきてなき〇る和たをみれば" 13:と、 ぎす tt いづく 省な 
く^! びぅせ て、布 明の月の 其名殘ビ おぼしきやぅに 殘$た な i 、 後拾遗 に、 宇治 
前太政大臣 f 有明の月た ttl > れやほと、&すれ、一聲のゅくかたふみん」佥葉は、藤 
原顯輔朝臣「郭公6かて過《る聲はよ$跡なき空をなかめつるかな芩の歌は此二 
首を ffl CA 給 CA ける R や、又玉漩 U 「ほ 皮へ きす過つるかたの雲 問よ &猶なかめ 1' 皮 
出る月かけ 1 ほ皮 k きす嗚つる Is をかたみ It てやかてなかひる^ HJ ] の空」此兩甘は 
.また 今の歌よ$出來たる tt 似た 多、 
























道因法師. 

內 大臣商藤 公 九 代孫治部亟藤原淸孝子、俗名敦賴 、從 五位下 右馬助、 

おもひ佗さても命はある物をうきにたへぬは涙な9け9 

千截糍三题芝らすと4)、思ひ杉びと14つれなき人を年月乙び^"てわびはつる時 
を(ふ、3'1:'い^かくてもの心5:う、かくて名我命は戀这^なで、0れ^くながらへ 
てわるをうき事 U え班すして、^?^くビ - V めがた§は调なうを sa て、 K : はうき It 
たえたるいのちを〇れなく思ふ乙、ろな令、兼昌ょ iZL なた、人の li 於歌のやう％ ♦ 
かはれ5を交へらる、献、 ' 

皇太后宫大夫俊成 

御堂 il 白四代 孫、 權中納 言 俊忠 子、 正三位、安元 一 一年出家、法名 P 阿、 元久元年十一月 晦 
n 强、九十一歲、 









世功中よ'道こそなけれ思ひいる山のおくにも鹿そなくなる 


千黻鎞雜中、述愦の百酋の歌ょみ侍ける時、鹿 
今素性歌に「いつくにか lit をはいとは /1心こ 
の二句の心な^ N 、 お；3も入 sa M a 入る、 ヒ 
土の猿九が歌を取て、尜性が歌の野 It も山 tt 
上のう き時は とせめて4^2 のみ 所 It せし 山 
も悲しき聲 It 鹿の嗚て馱のわはれを遊して 
くにゆきてうき事を 3 くべき 道 乙 をなけれ 
を行ふ道加 S 思ふ人有べし、俊成卿 lit の中無 
ふべき、其 上古 今に世のうきめみえ W 山路へ 
山路に心た- CS 、 思び人は 入らん It は ビい ふに 
$猶うしと s へは 白ま弓いるへ きかたの fc 

ま^實方朝臣家集 It 「うき世 U は山のぁ‘なた 

. . • ■ 

らる 、 f 


の歌ヒてよめるヒ有、此歌初二句は古 
を野比％山は4ま$ふへらなれ」此1羽 
云ユ It 山 It 入をかねた 6、 腰句以下は 
いふ句の心を交へ用られたるか 
の奥 U 今は^おもひ入*れ «:rj V に 
えすひま k ければ、 it の中よ今|±いづ 
S わびたる心な- ON 、 或 tt 道こをなけれ 
逬な i さは)か- CN なく S かでよみ給 
いらん Ita : ヒよめ. CN 、 今道ヒいふ ft 彼 
ゎたれ 多、 ぅつぼ物語菊の裳に 「山贫 野 
もほへぬか荃乙の歌を名引合すべし、 
4ゆかしきに鹿の音なからいやはね 


















藤原淸輔，朝臣 

頭輸獅男、太^太后宮前大進、正四位下、 

なからへ は i /: 此 ころや ^ のはれんうし i み L 世 そ 今は ？ i しき 

新古今雜下 、題 ^らずなう、家集 ua : いにしへ45も CA 出られけ a 比、三條內大臣い ま 
だ中將じておはしける時っかはしける皮有、是‘は文您第十一 3 {£ 城铉赛€いふ詩に、 
.老色日上歡惝日去&今旣チ如^後當 P チ如 xr 皮作れる、此後の二句を取てよめ- CS 、 
その中に〗初二句の心も之もるべし"よの中の fe € ろへ行 S , ま 年月 Itrv a て 住う く 
. 成心な 多、 今の歌よくいひはて、餘惜ゎれば、八雲御抄はか、せ給へる 第一の脸な 
るべし、右の詩山谷が集 It 歡愤を歡惊と改てふた、び是を載せた. CS 、 

右二#、作者4よき3>は att て、歌も典 It 述懷な S を一類 S してつらねらる、， 

俊惠法師 •， 

俊賴朝臣息、 































寂蓮法師 



、ヒて月やは^に4のをお名はする、外^物おも试する人0ぁ5故^乙そ月に(; 
かひてかく tt なげかるれ、 ZL とは. CX なべ何の，と•かなき月. 5:きら 6\ がほにも淚は 
rj ff る、 物か «ヒ M CA 返してよめる心な-^、*き抄じは戀の心をたし•か U 注せす、 
又樂天が贈^:詩 U 、癸 P 月 P 思作^射 n 君 i 色" H ル年ビいへるを引て此詩よ6出た 
るかのよしあれ^，かなへるやう心^がたし、思はする、かひいが ti ' な vt ' o '€ い 5' 
ビをれあひて又二句北(に平懷な - CN & VJ いたはらぬは此上人の風 1 J - な3とい\ $、 


俊成卿跗 子、 ^俊成弟俊海阿 ra 梨子、俗名定撻中務少轤從五位下 li £ 仁二年七月二十 
日卒、 

村雨の露もまたひぬまきの葉に霧立のほる秋の夕くれ 

新古今秋 下、 五十甘の歌舉 6 W *. る時と^此歌まきの薬を4て深山の心をぃふ、卜¥ 
は深山 It のみ?>る木なれば、海葉集に名與木のた06ら山中 S よ.め\深き山はつ 
.ねに日のめの5 w くて時ならぬ雨のふる格のな. CS 、 ひら雨) iM 雨^;かく、をの5な 


首吹取抄箱下 一一九 
































契の、さ0みなごぅ思ふべ5こ€にネあらね$/猶其折の忘がた<て絕ぬ思；5£な 
る心也、男女の愤はか.^をめ乙と代も執着のやまぬ故な久 

式子阼親王 

號&齋院【後 &• 川院第三皇女、母從三位成子、 

% 

玉の緒よ絕なはたぇねなからへは^のふる HU のよはりもそする 

新古今想一、百首の歌の中 It 忍ぶ戀の心を€いへ*^、是«六帖比「想し>£试いはし定 
届ふ U きのぶけふ心よ tt {も成ぬへきかな t れを它 i 給へるか、忍 ic るなら W 年 
經てのち It は思ひ餘 i て色 tt も出るれめし、上 R 等の歌兼婭♦か歌等^もみえた A 
3れば今我思ひ^*終 tt は S だめて忍びよ tt る期6るべし^ J おし H : かる 故に、只今 
のぅ4に命のたえば絕％せよ£な办、^0'斯《命な3、をれを玉をぬく緖代よせて、 
ながらへば ss S 、 よは-^格ぞするヒ^,つ)け給べ夂糸％綱もす ベて み b かく 君 

る時はつよく^く用ればよ《5物なれば淇心な多、此內襯王の歌を乙〜代釦かる 
k « J 5' 賤5:ま b へかよはする6歟、 











殷 i 門院大輔 


殷笛門院亮子、後白川院第一蛊女、母同式子內親王、银徳院准后大輔內大臣商藤十代 
苗^從五位上踌原信成女也、 


みせはやな 雄 鳴®あまの袖たにもぬれにそぬれし fe はかはらす 


千載漶姻、歌合し侍6ける時戀-0歌ビてょめ3、，雄かは陸奥^布，古抄^崧岛那に苻 
と注せれ於、松岛«:郡の名 It あら. t 本歌は後帑逍に、源®之「格 a やをしまか磯^* 


S . CN せし海士の釉 t,v かくはぬれしかよめるにあ^$1:•誠にを L ま QS まの 


袖のぬれやま WS まは我袖 It おなヒやうな； ネ 、かれ•か釉はぬれ< て 終ミ a 
のか«るをみす、我釉は®! -0 泪 - R 部女へ戈れば、をの色紅 tt 染う、そのたがびめを今 
m ふ人にみせまほしけれど、雄 S は 溢く してみすべきやうのなければ^' tla :' か 
50は s ふ 7 CC 久淚の色を s ふは血淚の心な各、 K 之歌「白玉^;みえし淚4年ふればか 
らくれなゐ U うつ^* W-R 1 ^生 et¥ I 云、. 泣血趣##非子" 云， 楚人卞和^抱^琰 in 
男於楚山之下，三日三夜、泣逝而乳1ル4、泚外. lt -« おほく見えガ6、以上三貧女 


























歌 It 戀の心 をや 3 しくよめるを | 類它す、 

後京極攝政前太政大臣 • 

良經公法性寺關 ，白 忠通公孫、後法性寺關 -& 虢寶备子、 

きり^^す嗚や霜夜のさむしろに衣かたし卜ひ S 9かも H 

新古今秋下、百货の歌たてまク$し時^ぁ多、毛詩に、七月在“野八月在％九月作戶十 
月蚊^入，，我牀下-^蛮 P - 鼠、^向探戶 、これ«き . c すの寒き lr 隨 CA て次第 It 人の 
家の暖氣をたのみ來 S 心な. CV * 床下 tt 入 ll$tt 冬が i へすれば 歡フ ^ f な ^はい、 $、今 
霜夜05むし^^$ふ^て入=床下，の心を5,;5、又霜夜の寒き)£いふ心に％つ^-け 
給へ-^•詩は十月 S いひ 、此 歌! i 秋の末 It ぁれ^ 、 S るほ ^の和漢 R かはる事お ほし、 
衣かたしきは九ねの心な6、伊勢物語に 「 S 筵 U 衣かたしきこよ CA % ゃ戀 しき Alt 
あはてのみね / Lj 又上の山鷄の尾の S いふ歌を4思 CA 給へ 3 71 るべ し、上の 詠は di 
き夜をい CA たるぅ ちに夜寒の心を 乙め、 此 歌は 夜^をい a て 長夜の 心をふくめる 
ti 、 又®葉に(十&政之 ^ V C 和が ^紀齡^!^如 歡 貧 是 4 ai - CN ねの心をよめれ tdr 









































百人 ltr 吹取抄怨下 


• kK 


ビいふをもうらやみてあはせてよまれた , S や ラ It みゆ s ' を、いかで銀に4 入こナ 
ひ、おぼつかなし、. 

鎌倉右大臣 ' . 

正 11 位征臾大將珉實朝公、右大將賴朝二興、趨保七年 正月.廿七日^、 廿八、 
よのなかは常にもかもななきさこくあまの小苷のつなて e しも 
新勅撰騎旅題糸らすなう、家餡 It は題舟な ili 旅の歌の中 It 有、此歌本.歌三竹 U よ 

u ? i ,;^ ぼ J i 一一？影？— 「 g £# 1 齡 S 

人済過 ^ Si 祈花^'利」古二+みちのくは s つくはあれミ M かまの115こく，十の〇な 
てか.なしも」先本歌の心をわら^^注すべし Is 一の歌は天武天皇の a 女+;肥 a 女、 
%勢太神 S へまうでたまふ御供 It 、 吹奶刀111¢ s ふ女波多橫山 e s •ふ所 tt て M を 
みて.よめ5な i 、 沿排悠村は礙の芝げきな久ぃはほなれば :^: も生すしてつね に 有 
2 rs バ、我も命の cVIVltTP 〆 な，仙女の 2 r さく老すして此面白く M の^げき•山1をな 
〆 めをらん ^ S な$、おもし一めき所をみて長 ？ S をね•かふは3¢處を ほひる t わ$、今 




の-®:、常 It '-% •か 7 P なは是よ- CN 出て、一首の大意， p 又 •* 歌の心^点、次 It 筇二の歌、あぅ 
をべにつきて乙ぐあまは a ら$をべ It つゐて鈞舟を漕行3>まな点、から人の溶 a 
國いまだ詳ならす、 gc をすぐれば您しく有な- ex ビは、から人の济邊を彼釣舟©過ゆ 
けば殘ほきを想しく有な云、又 m を過れば fa 、 我 tt まぢを過る Itv も苻 
べし、是 am 乙ぐあまの小舟の£云所の本歌な- CS 、 次 It 笫三古今の歌 a 、 陸奥 U お格 
. t > c き所 s づくはあれと鹽がまの SIJ 第 jlt て、鹽がまの Illt 又お％し^き琪 e 名 
多けれ於、 ® わを酒行舟の〇なで引.3ま中はもかなしビな$、^葉^何怜と迸て、か 
なし€炙あ tt れ^も、^もしるしと4よめ-0、典^おなヒ心なぅ、今の歌の下句は此 
みちのく歌よ$出た. CS 、 かくて今の歌の心は、旅 U 出てえちいはす^名し h ： き m づ 
らを行く^、 mlt つきてつなで引て if 行あまの釣舟の S ま—-のめをか A 魚をつ 
$、只を；3ろふをみるに％§か尹めづ*らかにお0.ゆる故^、かくて岱化乙、^ながめ 
をらばゃ€思ふ It よ6て、世の中«常 lt 3 がな£ながき命のほしくなるな &、 ffi 萊 
1:.又ぉ4しス5所な於はっきて命をねがひた-5頟は、第三に大納言旅人‘命ナぢ游 

s 罢2鱟六 s I 哲客澀ベ11 5 ?. v 乃^^ぎ Ik 

ど対 B & A ? 街が^が配11土1 口^ W か1ロル51紀か & il ラ肼&これら皆常 It 4が4な 


: I 人 」 m 漱 •«'# 皤 rF 






も 牛山の好き u 登合國城の 雕聪？るをみて 死 ^ /t 亊 5:' 悲しめるは 常 化名が在で jV 
願上心な久 m 少納言 k 御前 •!: あまたの ^ ほせらる k 9 W でなど U 格、止の尹の ^ 
ぺてはらだ、しうセ〇かしう/;>た時ゐる V きこ、ち名せで、いづち^,^いきう 
せな^,や它おもふ It 、 たぃ0かみのい€^^うきょら«-5 、ょき维 ^^き^きし、み 
ちの x - i : t みなど欠〇れば、かくても茗ばし有价ベか i け办皮なんおぼへ侍る、又 
かうらい、へ.*^の?2、み.0、ひし^ゎをうこまか^、へ - CN のもんあ^やか^くろう^ 

ろうみ W たる、 引. S ろげ七みれ ，ば、 何が卿 3 ら It 此世は えおも ひは なつま k i，#,s 

•% 1- 

• ■ 

へをしく成^;申せ W :、 いみ b ベ tt かなきニビに4なぐ S ひかな、 5: ばすて山の 3 tt 
いか ^ iA のみる U か i . わらはせ給ふ、3ぶ*らふ人-; p いみ b くやすきそく3い© ■• 
靳，哉と v > ふ^®る7 j れらの心を4引合せて案ずべし、3きの篯瘁が歌.代をしから- 
次 $ し命 S ベな, , <ち哉€思ふビ讀ると 皮べ、 ょろ*0 >5にかなふ ^ t > る時 ft 長 ^ 
のねがぽる、な.^>;$、身を0»て知べし二說に滿替が,0ぎ行舟の跡の^ら波^;か 
•本 • lK * lt て無常の心身ょ^3皮いふはか^ 

.を好み七、大かたの^^7すヒ^ょまる、與葉の心をうか卜びて此歌をばみるべき 









なみ、右二酋海邊 V 」よめるを一類£す、又 mte は賴政 0 女なれば男女妹なれ^ T ® 氏^ 
て武家なるをもてつらぬる歟、 ^ 

L 追考〕乙の歌は三 ra 五の句よ6一二の句へかへしてみるべし、なぎ3 fc ぐ海：± 
の小舟の綱乎ひく5ま、中々外^^>^めん乙、/.なく愛すべく而白^よ$1:、瞄 
嘆のこう k て哀にかよふ所よう、 S て乙を世の中 a 不變 tt てあれかし、 S れど不 
變 U てはなきビうけた-^、かなし4は古今狢序に^をあはれみ鎔をかなしぶと 
逬けう、これ I 愛するこの深きよ$哀を名よほせるな6、源氏^格かなしふ 

メ n 

する妻子皮いへう、 fJ れ访麥子はかなしきもの tt わらす、愛のいた6 たるより 哀 
^姐へる«ぅ、淞饱子の而锈が注^4哀猶^也ヒし、字咨に$哀字を憐也^注せ 
- CN 、 fJ れら7^思ひ企すべし、が名なビ5へる乙と«^館犯に名さま^-かける中 
u 、 m の字を 〆 格な S 點せヘ乙れ然るベくや•何\£どして sNJa 一ねがへる心な - CN 
3きに引る吹贸刀自が®をみ一て^:謀を：ねがへる格、^泶公0牛山 It 遊びて死 V 
.かなしめる4、 と 2 UM^H 城 It て® J か W もの；ゆ ^ に苌 #をほ. CN せ CN 、 こ®右；大 
15の歌は#の歌なれば、船は靜なら.ずそこかし Z 1 潜めぐる4の^れは、こ、^あ 
6しも かし こ に iw めぐ il ば、 rj 、 l t あれかし® 白き ^4思/^ もさもな くとく 













の.心な6、列 .子 云、 齊最公北遊 F 牛 山 K 其 國城 t 而流ノぎ チ日氣 fr 國乎齡祕去 r 此 V^J れ 
も牛 山の奸き U 登6 國城の 華 賭なるをみて死せん事を悲しめるは常 U * 名•かな € 
願ふ心な- CS ,© 少納 言 k 御：；一にわま/2の^ほせら sk - pa でなど U 炙止の中のな 
ベて a らだ、しう tr つかしうかた時わるべきこ、ち.^せで、いづち洛^^い&う 
せなばや^妇もふ^、た>のかみのい£主ろうきよらなる、よき维芝ろき^きし、み 
ちのくにがみなどえ〇れば、かくても芝ばし有 W ベか. CS け. CNe なんおぼへ侍る、又 
かうら v » ベ - C \ のた、みの、ひし^?>をうこまか^、へ5のもんあ^やか tt くろう^ 
ろうみえたる、引ひ^げてみれ.ば、何が猶3らは此世はえおもひは《クまヒと、命さ 
へをしく成€中せば、$みヒくはかなきこ5〇にもなぐ3ひかな，をばすて山0月ま 
S かなる人のみる It かと心らはせ給ふ、 S >らふ人格いみ k くやす きそく 3 ( の 
rr 哉といふ€咨る、てれらの心5:这引合せて粜中べし、 3 きの璲孝が歌忟をしから 
次-^し命3へな がく.； p 哉 e 思ふビ讀る ご S く， よろづ .* にかなふ^6るゆは茲ぶ 
のね•か’はる、な ^ a 、 A を〇みて知べし'說に滿替が 乙ぎ 行舟の跡の之ら 波 €い 
ふを本歌 It て無常の心をよめう es ふはかなはぬ事な.<=/此右大臣は ffi 萊の古® 
を好み re * 大かたの歌'そのす klt よまる 、 si 葉の心を うかぃ a て此歌をばみ るべき 











な$，右二? I 侮邊をよめるを一類す、又詉岐は賴政 0 女なれば哭女殊なれ兮源氏 u 
て武家なるをもて〇らぬる欺、 

1考〕乙の歌は三 ra 五の 句よ$ 一二の句へかへ してみるべし、^ ぎ S C . ぐ；^ 士 
の小舟の 綱手ひく S ま、 中々 外 R7PS め / L 乙、 /> なく愛すべく ini 白によ $ て、瞄 
嘆のこぅ b て荻にかよふ所よ々、さて乙を世の中は不變にてあれかし、 S れど不 
餸じてはなきビぅけた-^、かなし$は古今 s -がに•愆を?>«れみ涊をかなしぷビ 
? h ;2 けぅ、こ^1も愛す3乙-^/3の深刍よ*<=\哀を7?よほせるな6、^;氏1?:7?か^しふ 
する 返子 €いへぅ、これ 7^蒌子はか «しきもの^6らす、2£のいた6たるよ&哀 
It 姐へ るな6、 派府子の iIS.J 诱が注に4哀猶 & 也ビし、字 0 U ” P.K 字を i # 也 W 注せ 
-CV 、 C れら必 H 心ひ介すべしか^ P なビいへる乙と«®^^に^* S ま^-^"かける中 
U 、 冀の字を 〆 A なヒ點せぅノ」れ然るべくゃ.何^ゼしてビ< 1 3:ねがへ 0 心な 6 
3きに H ? る吹货刀 d が M をみ一て拉：说を：ねがへる格、^^公の牛山 U 遊び1:死¥ 
かなしめる砭と4に煨^固城^て泐か«もの：ゅスハに茲^をほ§せ6どの一：右；大 
IU の歌は外の歌なれば、船 ijt 靜ならすをこかし M 捫めぐる4のなれは、こ、 It わ 


&しもかしこに iw めぐれ l:r 、 r J VU あれかし而^: き It s nl 心へ^ i ^ J もな 











，首 IJC 既抄涖下 


t - t ぐるをみて、 S つ2而白き€のみ思ふ所 It あれかし、3れ於、一所 U あらね W :. 

さてこを世の中は常住心 It かなふやう It あれかしと願へど^>3もなき^哉と 

::よみ給へるなう、此右大臣の歌は長^をねがへるのみはあらず、!|&4のと靜なる 

二$のと It 對していへる義理をよくく思ふべし、古抄に滿啓が「世の中を何 It た 

とへ/ L 朝ぼら H * 乙ぎ行舟の路の芝ら波」5:引て、無常の心をよめ$といふは、哀の 

f 

:理 Ito よくなづみて世の中はヒ S へるよ行舟とあれば引合て S へる U て 
牽强の說な彡:||:(上家集はて舟の題新勑撰集はては_旅の部は入れば、無常述懷 

の歌なら^£^るべし、 

♦ 

參議雅‘經 

gr ; 榴大納言忠敎曾.孫、刑部卿賴辅孫、刑部卿賴經子、從三位、 

みよしの山の 秋風さよ ふけてふる鄕 さむく 衣う つなり 

新古今秋下 S 衣の心を€ 布、 古今友則歌 U 「みよしの、山の白雪つ名るらしふる S 

# 

£恶くなうまさるな上乙れを収らる、本歌のふる si はならの京をいへ- CN 、 此ふる 







3 とは吉野の里の心な*^よしのをふる鄕 i よめる は古今に r ふる鄕玟 l!f 野の山し 
近けれはひビロもみゆきふら«0はなし」則恒が長耿に格ふる5^のよし.の、山 
の山わらしも S く n 2r wlt な$ゆけば S よめ- orlila 吉 ! H ? 離宮とて皇居のわ$し所 
なれば、後々行幸絕て よ-^ 故鄕皮はよめる 也、 歌の心は明な$、感惝かぎ- cn なくたけ 
たか&歌な¢1:;朝公の歌 It つら W るは、兆は撰漭の門弟はて同しく本歌を能取て 
よめる心歟， 

〔退考〕よしのを故鄕とよめる事は、 H 本紀第二十六齊明帝元年冬災，一飛烏板盖宮； 
二年於„飛 E 岡本，疋定 a 宫地；號日„後飛鳥岡本寅又作 n 吉野宮 ， 皮布、此唞よ纟皇都 U よ 


みなら a せるなるべし、 


前大僧正慈圓 


法性 t 祿九年九月廿五 Q 入滅、猫 fi 三年三月八日謚號：怒鈸； 

おほけなくぅき〗 t の民におほふかな^/:つ袖.にすみそめの軸 
千- ffi 雜巾題芝らす、おほけなくは大氣といふ心也、なくはそへて S ふ乙£ば無の字 


首吹巧抄怨 








U あらず、あらきをあらけなきで s ふがご S し、®葉筇三人九歌 f 革•枕餺宿爾誰蠕可 
國备布家待货一!」茲はかく山にて死したる人の屍をみてよまる，家またなく ttIi 家 
人の待んはヒいふ心にて、待货國とは11?たれと.無の宇の心江わらす、此外彼您は此 
乙迻ば多し、分に過て大浓る心つかひな於するをおほけなき ^ いふなぅ、大 a 皮云 
ふが如し"歌の心はみづから智もなく徳名 S たらす P V 、天台の K 首^3>げられて 
天が下の廣き万 R の上 It せば&釉の^ほはるま b きを^ひて i ? ほはんとする Ji 
おほけな&役なる心な乂比.彼山は帝都の兇門を守謎して帝運の苌久を笕一にい 
のらる、 « f •なれ今乙 \ lta の御^を s はぬ fifill をおほふヒ云詞の！ g わ.るがゆ^ 
に、 た \® l 比の上ばか$をいへるな$、本歌.後® U 「大空におほふは かぅ の秈名哉荞 
险はなを風 It まかせし」 釉を 4 ?ほふ^は父 -ni の きなき子を はぐ、 みたつると 
て、 風 It も雨 It もあて b 窆釉をおほひきするよ办いふな-^、万民をやすから^めん 
ビ V 天下の rr 6?: する同 b 心なればな'又法華經法師品 云、 藥王常 rsll 來滅後馮 
能 # 持 ft ?® 供狻爲，他人_說教如來則滹以。法衣，•供之.又獅發品 云、 若布，受持丄 1 S - 鼠平愤 1 念 
修ふ：： f 答是法雖經，渚，常 ^ 是人爲 r 迦牟 尼1® 手席 3 t ^ 頭，常 ^ 是人爲 1? 迦牟尼 ® 衣之 
所挺 S ^ J . 此經を宗^;する人^れば、乙の本文を^ > iflCA てよみ給へるなる V し、®た 




つ： g 、 は、傅敎大帥 一乘止 觀院今の中堂 E 立の時、 此 山 U 籼をた V 我たつ杣 UM 加め 
らせ給 へ V よみ 給へ るよ 6 彻 山の 名 ^ はなれ此句に傅敎大師 の 一人万 K のた 
め It 此山をひらかせた*まへる UMI : パ徳なくして 3 ¢路を迫ふ£いふ心乙も$てき乙 
ゆ M 染 0 ' 柳は tli ^ sa かけた $，右 鎌^ 右大 1 ; 1 よ$ I な* 三人は 歌のやう tt かは 

シ . 

うたれ於、 w も It -}? ほき‘らかによひ人々なればつ)けられたる欺、 

I 免〕古抄^天古煺主に^うて一人の资祚よう万民のうへをおも^てよみ給. 
へうと注す，心は3なるベけれ^、天台座主^な5て^:いへるに不雜ぁ$、千敕焰 
^は法印兹讪ビぁ$、刺撰の作^は天台座主はいた$たる人を僧正，ヒも天ム"，座 
主^！も?|1:|-|て ftf 都法 RI な^1!?る羾なし、慈鎭和何の補任を窠申るに、卷和元年十一 
月六：：：叙 n 法印；< §元脬元年十二月継持恨沾久三年十一刀廿九〇伊榄仳正^齔 
一初度鹿主 7 i 仁三年二月十八 n 不 ki k 官.大惯正| J かくの 2 r をし、千 m 焰の撰定 
は文沿三年五月二十 H 7 X れば初度の座主よう五年 W : か6も以 1 X 1 な$:!!:(上家婼 
に unvf 社法樂百首の中とせう、乙れらにて天台座主ならぬ時の歌なる Mt 考へ 
袁5べし、3ればふるく傅へたるは雛持の佾にな6て天子よ6庶民の上を快樂 
•^らしめん£祈5はおほけなき役なうヒよみたまへるな$定いへ$，元暦元年 









十二月謎持 ft . t あれば記年 4 千♦载焰撰定以前なれば此說然るべし'天台座主 It 
な$て VS ふ注は記年をか/ L •かへ次る誤な$、 

入道前太政大臣 

f 

西！1毋公經公、中納苜通季卿曾孫內大臣奴岽公二男也バ應元年任±政大!?.;览喜三 
年十二月出家、法名逛空、忍祿年中 P 立西 Bil ^ ; ‘ • 

、 « • 

花さそふ E の庭の雪ならてふりゆく物はわかみなりけり 

争 

新動撰舴部 It 、® 花をょみ恃ぅける^いへ办、上の句を古抄 It すで It 散しき穴る花 
のやぅは釋し，たるはかなはヂ，今めの前にわらし^さ仑はる、花の盤ビふ^行を 
見て、此花の雪 It あらでふ：^行3のは我身な i ヒょみたまへ多、ふ- CN 行は S の綵、又 
雪ビいふに付て黑设のかはる色を7^をへられたるか、樹頭の花ビみるほ仑^、庭上 
の@とふる Itt ? きて、我身 U ぅ〇して舰する心な久麗の庭^ある詞す乙し後の M 
歌めきて! 1 H •ゆ s U や、又 E は S づく It 吹ま li き lt « あらね於、野山な於 Ittt 似 CV き、 
底には似つか W やぅ Itfe 过ゆる R や、又此歌は定象卿の「花 S そふ庭の荞風跡4な 









し皮は、を人の雪它たにみ<1乙れ1$出たるやぅは見ゆ、述懷の心をせ1:上0歌 
U 〇 V る、歟、 

權中納替定，家 

俊成卿息正二位 K 部卿 M の字は誤て加へ^る歟、末の犯於も It は前中納赏ビ沿、後 
の人考ふべ し、 

こぬ人をまつほの滞の夕なきにやくやもしほの#もこかれつム 

新泐撰戀三1 C 、姐保六年內诞の歌 <2にを布、本歌¢5葉笫六笠金村苌歌 It 「名寸隅乃船 
，昏阨覎紀記 k か船酽 i 私#^ 312 觚撕钯鞠恥如一一歡_ - f ぢが、』とむ s を取 m 
らる本■歌の松ほは i !!) の名ばかよめるを待にをへ、本歌の夕なぎはた.)夕ばか 
6 U いへるを人まつ時分 tt とれ$、夕なぎは夕は波風の'なぐ也、是は松帆の沌^い 
ふ U よ$本歌の詞 It てつぃけた- CS 、 古抄は夕なぎ^いへる妙な夂煙のふかき心を 
它れ6ヒあるは然らす、下4?はやく^ほによそへて身もまち Z : がる、と^ i 、 上の 
歌@ならでふ$行物はと6る^、此啾4やくや名しほの \ 2 : をへたる心を一類^し 









てつらねられたる歟、 / 

從二位家隆 • ■ 

繆 

澉輔卿九代 孫、 壬生中納言光隨 息、 宮內 卿、 父中納 言、 平家物踎云猫問中納言 光 隨同人 
欺、 . 

破 

風そょくならの小川の夕くれはみそきそ夏の^るしな SN ける 

新勅撰 32 览莴元年女御入內の御屛風^といへ，ぅ、此女御は後堀川- K 后貉 M * Fj 院 It 

V 、 光明 梁 寺攝政逬家公の御女な $、本 歌六帖 U 「みそきするならの小川の河風 urr 

そわ ^る 芝た It 絕し sj 此歌新古今に八代女王 €てヒられたる故は、 六 帖 It 此歌の 

• < 

右に「君 It ょ-^乙£の复けき^ふるさ50の飛鳥の川^御跋し ^ ゆく」是鸪葉第四に 
八代女；+;の歌なるを拔出て名をゐら«して次じあれば、前0銥の.例じて八代女王 
の歌足は心得られた6、然る It 彼六帖常の例 k あらず、假令贯之 W て K 之の歌一# 
あ-^て、次て . SS 萊 0 歌五 "； a 七# asr つらね，たるやぅ.の NISJ おほし、特 U 作教の名を芝 
るす^常^たがひたる取5ま-^有、；5らきみん人心をつけて知べし ..,; 1 | - ; ? | 1^^陡 









後 


せ》る上 U 下句 rJ ビ比古風にぁら中、ならの小川山城なみ€いへば、今の京£な$ 
て後の人の歌；る.べし Tfiti 田川®のせき $ ttli らへつ、いはふ心 a 君か爲£を j 此 
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